

































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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０　プロローグ






「私を護まもってください。どうせ無理でしょうけれど」

　久く世ぜ灯あか理りは死にたがっているように見えた。

　きれいな顔立ちの少女だった。

　世界中の誰よりも狙われている〝最大標的〟。彼女は幼い頃から数あま多たの刺客にその命を脅おびやかされてきたのだという。誘拐未遂が四十二回。実際に誘拐された回数が九回。暗殺未遂が五十一回。脅迫や殺害予告は数えるのも面倒なほどだった。

　死と隣り合わせの日々は少女に「生に対する罪悪感」を植えつけたらしい。

　自分の身代わりとなって護衛たちが死んでいくのだ。心優しい彼女にとっては耐えられないことだったのかもしれない。諦観のにじんだ表情。笑えばもっと魅力的だろうに。

　ここには四人の〝護衛〟がいる。

　裏世界最高の『探偵』。

　裏世界最高の『武闘家』。

　裏世界最高の『占い師』。

　裏世界最高の『詐欺師』。

　久く世ぜ財閥に集められた優秀な護衛チーム──その生き残りである。

　それぞれが裏の世界で名を馳はせているスペシャリスト。この四人以外は刺客の手によって殉職の憂うき目めに遭ったのだという。

　たった四人では久く世ぜ灯あか理りを護まもりきることはできない。

　ゆえに久く世ぜ家けは新しいメンバーを雇うことにした。

　そうして喚よばれたのが裏世界最高の『暗殺者』だった。

　すでに着任している四人は色とりどりの反応を見せていた。

　探偵は不快げな表情で睨にらんでくる。武闘家は値踏みするように観察してくる。占い師はオドオドしている。詐欺師は興味なさそうに窓の外を眺めている。

　あまり歓迎されてはいないようだった。

　ふと久く世ぜ灯あか理りの視線がこちらに向けられていることに気づく。

　宝石のように無機物じみた瞳。生きることに対する投げやりな感情が滲にじみ出でていた。

「ではよろしくお願いします。裏世界最高の暗殺者〝月つき影かげ〟さん」

　──ああ。もったいない。

　世界はこんなにも楽しいことで満みち溢あふれているのに。

　この少女は夢や希望といったモノを自発的に捨てようとしているのだ。











１　暗殺者と最大標的






　終戦から八十年と少し──行き過ぎた資本主義は社会に〝闇〟をもたらした。

　金持ちと貧民。持てる者と持たざる者。恵まれた者と恵まれなかった者。

　大企業の熾し烈れつな争いは取り返しのつかない軋あつ轢れきを生みだす。

　経済の伸長に伴って煌きらびやかに成長していく街。

　一方で日本の犯罪件数はこの三十年で急速に増加していた。

　麻薬取引。人身売買。違法な武器の販売。暴行。恐喝。誘拐。詐欺。非合法組織による血みどろの抗争──少し路地裏に目を向ければありとあらゆる不正がそこにあった。

　法律など〝裏世界〟においては紙かみ屑くずほどの役にも立たなかった。

　この国を牛耳っているのは政府でも国民でもない。

　金と暴力である。

　特に四大財閥と謳うたわれる連中は公権力ですら太刀打ちできないほどに肥大化していた。

　財閥による見境のない経済活動は日本を著しく発展させたといえよう。

　その代償として失ったものは計り知れなかった。

　人の心は闇に覆われている。社会から〝優しさ〟が失われつつある。

　だが──そんな些さ細さいなことはどうでもいいのだ。




「──誰もが同じ制服を着て歩いている。なんと素晴らしいことか」




　五月。東京某所。うららかな日差しに溢あふれた通学路。

　真新しい制服に身を包んだ少年・相あい原はら道みち真ざねは満足そうに頷うなずいた。周囲では相あい原はらと同じ服装の人間たちが──私立克こく礼れい館かん学院の制服に身を包んだ若者たちが校門を目指して歩いている。

　眠そうに欠伸あくびをする者。友人と談笑する者。スマホを弄いじっている者。

　笑ってしまうくらいに平和な光景だった。

　血のにおいがしない。悲鳴が聞こえない。殺意のにおいが少しもしない。

　確かにここ数十年で日本の治安は急速に悪化した。しかしどこもかしこも暴力で溢あふれているわけではないのだ。いわゆる〝表の世界〟は平穏すぎるほどに平穏だった。

　これこそ相あい原はらが求めていた世界に他ならない。

　目指すは友達百人。とりあえず手近な人間に元気よく挨拶しよう。

　挨拶こそが円滑なコミュニケーションの第一歩だと漫画に書いてあったから。

「おはよう！　今日もよき朝だな！」

　通りかかった女子がビクリと震えた。

　彼女は「え？」みたいな顔をして相あい原はらのほうを振り返った。いきなり好感触である。

「木こ洩もれ日びが眩まぶしい。小鳥の囀さえずりが心地よい。こうして出会えたのも何かのご縁だ。よければこれから一緒に登校でも──おい待ってくれ」

　女子生徒は相あい原はらを無視して一目散に逃げてしまった。

　何か間違ったのだろうか。まあいい。失敗は誰にでもある。相あい原はらはめげずに通りすがった生徒に「おはよう！」「おはよう！」と声をかけていった。しかし彼らは誰一人として足を止めない。中には「何あれ」「きも」「うぜぇ」と心無い視線を向けてくる者たちまでいる。

「うーむ。普通とは難しいものだな……」

「何やってるの？」

　不意に甘ったるい声が聞こえた。近づいてくる気配は察知していたので驚きはしない。

　猫のように軽やかな動作で相あい原はらの横に立ったのは克こく礼れい館かんの制服に身を包んだ少女だった。

　切れ長の瞳。つやつやした黒のツーサイドアップ。

　嘲るようなドヤ顔がこちらに向けられていた。右腕には〝風紀委員〟と書かれた腕章が巻かれている。これはチャンスだな──相あい原はらは気持ちが逸はやるのを感じた。

「登校中の生徒に声をかけてるよね？　取り締まられても文句は言えないよ？　もしかして変質者？　構ってほしいわけ？　とりあえず名前とクラスを──」

「おはようっ！」

　笑みを浮かべて少女に近寄る。

　彼女は「は？」と目を白黒させて一歩後退した。

「ずっと無視され続けて困っていたんだ。俺は一年Ａ組に転入予定の相あい原はら道みち真ざね。よければきみの名前を聞かせてくれないか？　あと学院を案内してくれると助かるのだが」

「ちょっと待って」

「謝礼ならいくらでもする。ただし金はないので頭脳労働や肉体労働でお願いしたい。たとえばきみに課された宿題を肩代わりするというのはどうだ？　あるいは俺がきみを下校時に家までエスコートしてやるのもいい。近頃は物騒だから不審者が出るかもしれないし」

「あなたが不審者なのよっ！」

　ぱこん。手帳で頭を引ひっ叩ぱたかれた。

　あまりにも軟弱な攻撃だったので防御するまでもなかった。

「いったい何が目的なの!?　女子に声をかけまくる頭のおかしな男子生徒がいるって通報があったんだけど!?」

「それは放っておけないな。どこのどいつだ」

「馬鹿なの？　あなたに決まってるでしょ？」

　怒られた。何かの間違いではないか。

　しかし自分の行動を思い返してみると確かにズレていたかもしれない。

「すまない。どうやったら友達を作れるのか試行錯誤していたんだ」

「あっそ。それって校則違反だけどね」

「友達を作っちゃいけないのか？」

「通行の妨げが校則違反なのっ！　まったくこれだから転入生は……」

「きみは風紀委員なのか」

「そうよ風紀委員よ。あなたみたいな違反者を捕まえるのが仕事」

「違反したつもりはないのだが」

「つもりはなくても現実に違反してるからね？　さっそくペナルティを受けてもらうわ。克こく礼れい館かんでは生徒の自主性を重んじて選択肢が与えられるの。一つは今すぐ職員室に申し出て奉仕活動をすること。もう一つは今すぐ風紀委員に対して所定の罰金を納めること」

「他にないのか？」

「土下座して私の靴を舐なめたら許してあげてもいいけれど？」

　風紀委員はサディスティックに笑いながらそう言った。

　キャラが摑つかめない。Ｓっぽい性格の人なのだろうか。

「新しい制服だから土下座は勘弁願いたい。それと奉仕活動も困る。これから俺は理事長室に行かなければならないのだ」

「じゃあ罰金ね。『通行妨害』はＣ級の校則違反だから千円」

　掌てのひらを差し出された。クリスマスプレゼントを待ち望む子供のような表情だった。

　相あい原はらは財布を取り出しながら溜ため息いきを吐つく。

　転入初日から校則違反を犯してしまうとは。

　やはり〝異常〟に慣れ親しんだ人間がすぐさま普通に順応するのは難しいらしい。

　彼女は千円札を受け取ると「ありがとっ」と笑みを深めた。

　お礼を言われても嬉うれしくはなかった。財布の中にはもう百円玉しか残っていない。

「以後気をつけてね？　特に生徒手帳はよく読んでおくこと」

「わかった。ところできみに頼みたいことがある」

「友達になってくれっていう頼みだったら拒否するけど？」

「それは残念──だがそうじゃない。俺はこの学校について何も知らないんだ。ご迷惑でなければ色々と教えてくれないか？　また校則を破ることになったら面倒だ」

　風紀委員は虚を衝つかれたような顔をしていた。

　しかしすぐに「はあ」と溜ため息いきを吐ついて踵きびすを返した。

「そーゆーのは生徒会とかに頼むべきだけどね。まあ暇だから付き合ってあげる」

「ありがとう！　なんて優しい人なんだ。よければ名前を教えてくれないか？　これから末永くお世話になるだろうし」

「末永くお世話になられてたまるか！──私の名前は乙おと坂さか美み咲さきよ。さっさとついてくればいいじゃない。校門まで案内してあげるから。ついでに学院のことも教えてあげる」

　乙おと坂さかはそう言って先導を始めた。

　相あい原はらは胸が高鳴るのを感じた。女子と一緒に登校。なんて青春っぽいイベントなんだ。

「知ってると思うけど」

　振り返らずに乙おと坂さかは言った。

「克こく礼れい館かん学院は超がつくほどの名門校だよ。自由な校風。お洒落しやれな校舎。ハイレベルな授業。高い偏差値・大学進学率──ふふふ。あなたみたいに頭が残念な人に馴な染じめるかな？」

「おお!?　あれは噂うわさに聞きし自転車通学ではないか!?　俺も自転車通学をしてみたい!!」

「話を聞けっ」

　ぱこん。再び手帳で頭を引ひっ叩ぱたかれた。

　乙おと坂さかは頰を膨らませてこちらを見上げてきた。

「そういう態度だと置いていくよ？　いいの？　いいんだったら私もそれでいいけど」

「よくない。よくないが胸のドキドキが止まらないのだ。これが恋というやつなのか？」

　乙おと坂さかは「なんだこいつ……」と呆あきれ果はてたように溜ため息いきを吐つく。

「……とにかく克こく礼れい館かんはスゴイところなの。民間が調査してる『全国高校ランキング』では常に一位をキープしてるしね。入試の倍率なんか驚異の四十倍よ？　特に編入試験は想像を絶する難易度って聞いたけど──あなたはどういう不正をして入ってきたの？」

「正々堂々突破した」

「あっそ。あなたみたいなヘンテコにはキツイ学校だと思うけどね。ここってわりとお上品だから。ちなみに校訓は〝闇の中でも輝ける人間であれ〟」

「変わった校訓だな。気に入った」

　相あい原はらは相あい槌づちを打ちながら乙おと坂さかの後ろ姿を眺めた。

　黒髪のツーサイドアップが春風に靡なびいている。誘っているかのように隙だらけだった。

「まあせいぜい学校生活を楽しめば？　風紀委員に目をつけられないようにひっそりとね」

「うむ！　話を聞いているとこの学校は非常に素晴らしい学まなび舎やのようだな！　しかしちょっと気になることもある」

「なぁに？　馴な染じめるか不安？　雰囲気からしてボッチになりそうだもんね。可か哀わい想そうに」

　クスクスと乙おと坂さかは嗜し虐ぎやく的てきに笑った。

　友達ができなかったらこの少女のところへ通うとしよう。

「独りぼっちも心配だがそれ以上の懸け念ねん点てんがある。ネットの掲示板で『差別が激しい』と書かれているのを見かけたんだ。あれはどういう意味なのだろうか？」

　乙おと坂さかは難しそうな顔をして口を噤つぐんだ。

　ちょうど校門が見えてくる。煉れん瓦が作づくりの壮麗な門だった。

　二人並んで克こく礼れい館かんの敷しき地ちに足を踏み入れる。

　そのとき──ふと刺とげ々とげしい悪意のようなものを感じた。ヤクザの抗争で振りまかれるモノと比べたら遥はるかに子供じみた悪意。しかし相あい原はらはなんとなく事情を察した。

「なるほど。ちょっと見てみよう」

「え？　そっちは校舎裏なんだけど？　ちょっと」

　乙おと坂さかの声を無視して建物の裏手に回る。

　煉れん瓦がで舗装された道の端っこ。校門からは死角になっている木陰に生徒が四人いた。

　全員女子である。三人が一人を取り囲んでいる感じのポジション。

　友達同士で仲良く語り合っているという雰囲気ではなかった。

「──ねえ牧まき田た。今日はやってきたんでしょ？　早く出しなさいよ」

「そうよ。ずーっと楽しみにしてたんだからね」

　きゃはははは──と笑い声が響く。

　牧まき田たと呼ばれたのは銀色の髪を持つ少女だった。

　髪だけでも目を引くのに何な故ぜか巫み女こさんみたいな服を着ている。

　コスプレだろうか？──不思議に思っていると彼女が蚊の鳴くような声を漏らした。

「……ごめんなさい。今日はちょっと忙しくて」

「はぁ？　ふざけるのは服装だけにしてよ。もーいいわ。あの写真バラまくから」

　そう言って女子生徒がスマホを取り出した。

　それを見た巫み女こさんが「やめてくださいっ」と摑つかみかかろうとする。

　しかし連中はケラケラ笑いながら彼女の身体を押さえつけた。

「なに必死になっちゃってんの！　ばっかみたい」

「やめてください。やめてください。なんでもするから……」

「何もしねえからお仕置きしてるんだよ!!──」

　相あい原はらはポケットに手を突っ込みながらその光景を眺めていた。

　なんとなく周囲を観察する。あまり人通りは多くない。しかしゼロじゃない。遠巻きに眺めている生徒もいるが関わろうとする様子はなかった。教師に報告する素振りも見せない。

「乙おと坂さかさん。あれは何だ」

「巫み女こさんのこと？　名前はたしか牧まき田た胡こ鈴すずとかいったような……なんか家の事情で巫み女こ服ふくを着てなくちゃいけないんだって。学院側も特例で許しているみたい」

「あれはイジメじゃないのか？」

「よくある光景だよ。克こく礼れい館かんはもともと華族や資産家の子女が通う学校だからね。今でも上流階級の方々が多数在籍しているの。いわゆる〝庶民〟出身のやつらは逆らえないんだよ」

「きみは風紀委員だろう。行かなくていいのか」

「嫌に決まってるでしょ。あんなやつらに近づきたくないもん」

　金持ちと貧民。持てる者と持たざる者。恵まれた者と恵まれなかった者。

　社会に闇をもたらした格差の構図はこんな場所にも存在しているらしい。

「私たちも大人しく見て見ぬフリをしたほうがいいよ。そのほうが長生きできるだろうし──ってちょっと!?　どこへ行くつもりなの!?」

　相あい原はらは乙おと坂さかを無視して女子生徒たちのほうへと近寄っていった。

　まったくもって度どし難がたい。表の世界は平和であるべきなのに。

「ほらほら！　やめてほしかったら言うこと聞けよ。さっさとコンビニ行って──」

「牧まき田たさん。先生が呼んでいたぞ」

　四人全員が振り返った。

　冷や水でも浴びせられたような顔をしている。しかしすぐにリーダーっぽい女子生徒が鋭い視線を向けてきた。スマホを制服にしまいながら一歩こちらに近寄る。

「誰あんた。あたしらに何か用？」

「俺ときみは関係ない。これは先生と牧まき田たさんの話だ」

「はあ？　もしかして牧まき田たを助けに来たの？　ヒーロー気取り？」

「おお！　それもいいな！　学院の不和を調停する正義の味方か。数々の問題を解決していくうちに皆との絆きずなを深めていく──なんとも甘美な筋書きだ」

「ふざけてると殺すわよ？　あたしが誰だかわかってる？」

「すまない。しかし牧まき田たさんが来なければ先生がここに来ると言っていた」

　女子生徒たちが怯ひるんだように見えた。

　上流階級のお嬢様でも教師にイジメの現場を押さえられるのは避けたいらしい。

「というわけで牧まき田たさんはお借りしよう。用があるならまた今度」

「あっ──おいっ！」

　牧まき田たの腕を摑つかんで強引に引っ張る。そのまま女子生徒たちの横をすり抜けて修羅場から連れ出してしまった。背後では連中が動物のように騒いでいた。あんなものは気にしたら負けだ。

　乙おと坂さかは「信じられない」といった表情で土偶のように固まっていた。

「な──何やってんの!?　あいつは濤とう川かわ家けのご令嬢だよ？　克こく礼れい館かんでもそれなりに大きな派閥を築いている旧華族なんだよ!?　目をつけられでもしたら」

「目をつけられたら友達になれるチャンスだな」

　乙おと坂さかがずっこけた。

「……おめでたいね。やっぱりあなたは頭が残念な人みたい」

「おめでたいのに残念？　名門校の生徒は高度なレトリックを使うのだな」

「あのっ」

　背後で黙然としていた銀髪巫み女こが機を見計らったように声をあげた。

　くりくりした瞳が躊躇ためらいがちに相あい原はらを見上げる。

「私を助けてくれたんですか……？」

「教科書に従っただけだ」

「え？」

　相あい原はらは懐ふところから一冊の漫画を取り出した。

「これは俺の愛読書にして教科書『スターダスト・ハイスクール』略して『スタハイ』だ。内容は〝表の世界〟を舞台にした青春モノ。これに出てくる主人公・土と岐き川がわ蓮れん斗とはしばしば困っている女子を助けたがる。そして何な故ぜか必ずその女子と仲を深めて青春を謳おう歌かするのだ。俺も土と岐き川がわ蓮れん斗とみたいな充実した高校生活を送りたい──だから彼の行動を真ま似ねることにした」

「ねえキモくない？　巫み女こさんが引いてるけど？」

　乙おと坂さかの辛辣な言葉が胸に突き刺さった。

　言われてみれば確かにキモいかもしれない。

　しかし巫み女こさんはハテナマークを浮かべて首を傾かしげていた。

「えと……よくわかんないけど……気持ちは嬉うれしいです。でも……無闇にこういう問題に関わるのは考え物かと思われます」

「ん？　どういう意味だ？」

「まあそうだよね。ろくに事情も知らないのに首を突っ込むのって無遠慮だよ。助けたつもりでも助けになってなかったりするし。それに関わったのなら最後まで付き合わないと恨まれるかもしれないよ？　そこまで面倒見られるの？」

　なるほど。漫画のように単純にはいかないということか。

　しかし銀髪巫み女こはぶんぶんと首を振ってはにかむのだった。

「でも！　声をかけてくれたのは……本当に嬉うれしかったですから。今までそんな人は私の周りにいませんでしたし……」

「すまない。きみのことは俺が責任を持って面倒を見よう」

　乙おと坂さかが「マジかよ」みたいな顔をしていた。

　一方で銀髪巫み女こは「ふわぁあ……」と目を丸くして頰を染める。

　しかしすぐに俯うつむいてしまった。

「……悪いです。迷惑をかけてしまいます。濤とう川かわさんは執念深い人だから」

「そういえば弱味を握られているらしいな」

　相あい原はらは流し目で背後を見やった。

　濤とう川かわたちの姿は消えていた。ＨＲホームルームも始まるので引ひき際ぎわを悟ったのだろう。

「……『写真をバラまく』と言われていたようだが」

「はい……あの人は私の恥ずかしい写真を持っているんです。それをみんなに見せるぞって脅すんです。見せられたくなかったら言うことをきけって。昨日はコンビニで万引きしてこいって言われました。それができなくて……あんなふうに絡からまれたんです」

「心配はいらない」
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　相あい原はらは一台のスマホを懐ふところから取り出した。

　二人が驚きの声を漏らした。この程度で驚かれるのだから〝普通〟は素晴らしい──そんなふうに考えながらロック画面を表示する。飼い犬の写真が表示された。意外と可か愛わいらしいところもあるではないか。乙おと坂さかがスマホを凝視しながら「ねえ」と切り出した。

「それ濤とう川かわのでしょ？　なんであなたが持ってるの？」

「すれ違ったときにスッた」

「はあ？　スッたってそんな簡単に……」

　困惑する二人をよそに相あい原はらはスマホを放り投げた。

「え？」──牧まき田たが声をあげる。間もなく真っ二つになったスマホが地面に落ちて数度バウンドした。完璧に破壊されている。中身の基板が丸見えだった。

「あとはこの残骸を処理すればデータ復旧などできないだろう。これで牧まき田たさんの写真は永久に失われたということだ」

　牧まき田たと乙おと坂さかは呆ぼう然ぜんとしていた。しかしすぐに銀髪巫み女こが我に返って訴えた。

「ＰＣとかクラウドにも写真は保存されてると思いますが……」

　失念していた。

「……そのときはそのときだ。また懲りずに脅してくるようなら頼ってくれ。俺は平和主義者だからな。理不尽な悪意を向けてくるやつは許せないのだ」

「どうしてそこまでしてくれるんですか……？」

「だって俺たち友達だろ？」

「違うと思います……」

「違うのか……」

「でも今度きちんとお礼がしたいです。よければ一緒にお食事でも行きませんか……？」

　恥ずかしそうな上目遣い。しかもこちらの手をさりげなく握ってくる。

　少し違和感を覚えた。最近の女子高生は初対面の男を食事に誘ったりするのだろうか？

　まあいいか──適当に考えながら相あい原はらは満面の笑みを浮かべる。

「それはいいな！　クラスメートも誘ってみんなで行こうじゃないか」

「えっと……できれば二人で……」

「二人より大勢のほうが楽しくないか？」

　巫み女こさんは喉に魚の骨が引っかかったような顔をした。

　しかし残念そうに「そうですね」と呟つぶやいて俯うつむく。

「……神様は『待ち人来きたる』と囁ささやきました。この出会いは運命だったのかもしれません」

「すまん。何の話だ？」

「ごめんなさい……実家が巫ふ祝しゆくの家系なんです。ついつい他人の未来を占っちゃう癖があって……不快に感じたらごめんなさい」

　胡う散さん臭くさいとは思わなかった。

　巫み女この恰かつ好こうをしているのだから巫み女こらしい特技があってもおかしくはない。もっと詳しく占ってもらおうではないか──と思っていたらチャイムの音が聞こえてきた。

　相あい原はらは感動した。まさに学校という感じの音色である。

「悪いが俺はこの辺りで失礼するとしよう。また何かあったら呼んでくれ」

「ちょっと待って」

　乙おと坂さかに呼び止められた。彼女はあくどい笑みを浮かべて言った。

「漫画の持ち込みは禁止されてるの。没収されたくなかったら罰金千円をちょうだい！」

　なんてことだろう。漫画は青春の教科書なので失うわけにはいかない。

　相あい原はらは牧まき田たに頭を下げて千円を借りることになった。





◇






「出費が痛すぎるな……今夜は小麦粉を焼くか……？」

　牧まき田たや乙おと坂さかと別れて理事長室へと向かう。メールには『午前八時に理事長室まで』と書かれていた。イジメ騒動で少し時間を食ってしまったが問題はないだろう。

　廊下ですれ違う生徒に「理事長室はどこですか？」と尋ねながら歩く。

　部活の朝練の時間なのだろうか。グラウンドで生徒たちが掛け声をあげている。どこからともなくトランペットの音色が響いてくる。あまりにも平穏な空気だった。

　しばらくすると理事長室に到着した。コンコンと扉をノックしてみる。

「一年Ａ組に転入予定の相あい原はら道みち真ざねだ」

「入れ」

　尊大な声に少し呆あきれながらも扉を開ける。

　理事長室の最さい奥おう部ぶ。マホガニーの机に偉そうに肘をついていたのは厳いかめしい顔つきの壮年男性だった。克こく礼れい館かんのパンフレットに写真が載っている理事長ではない。この男は相あい原はらに会うためにわざわざ学院までやってきたのである。

「──久く世ぜさん。用があるなら手短に頼みたいのだが」

「そう言うな。重要な話だ」

　男──久く世ぜ義よし直なおは「座れ」と入室を促した。

　相あい原はらは億おつ劫くうな気持ちを抱きながら部屋に足を踏み入れる。

　久く世ぜ義よし直なお。日本有数の巨大企業グループにして四大財閥の一つ──〝久く世ぜ財閥〟の頭目である。この克こく礼れい館かん学院も久く世ぜ財閥の傘さん下かにある学校法人だ。ゆえにこの男が理事長室の椅子にふんぞり返っているのは理解できないことでもないのだが。

「ひとまず転入おめでとうと言っておこう。お前が夢にまで見た〝普通の生活〟だ。これから学友とともに切せつ磋さ琢たく磨まするがよい。──ただし頼みたいことがあるのだが」

「わざわざ念を押されなくてもわかっているさ。克こく礼れい館かん学院に転入させてもらうかわりに生徒会に入るという条件だったよな」

　相あい原はら道みち真ざねにとって久く世ぜ義よし直なおはある意味で恩人でもあった。

　金も学もない相あい原はらの入学を特例として認めてくれたのである。

　彼の協力がなければ自分は今でも路地裏で暗い仕事に精を出していただろう。

　とはいえタダで転入できるわけでもない。

　相あい原はらに提示された条件は『生徒会に入って学院のために働くこと』。

　その程度ならお安い御用だった。むしろ生徒会などという高校チックな組織に所属できるのが楽しみでさえある。

「私のほうから詳細を説明しよう。まず生徒会についてだが──」

「生徒会の説明は生徒会で聞くとする。それよりも俺は校内を見学したくてウズウズしているのだ。久く世ぜさんも一緒にどうだ？　創立者像の前で記念撮影しないか？　ああでも一時間目が始まってしまうな。とりあえず担任の先生に色々と話を聞かなければならない」

「その前に私の話を聞け。それに一時間目は全校集会だ。行ってもしょうがないだろう」

「全校集会!?　生徒たちが整列して先生方のお話を聞くあれか!?　なんて心躍るイベントなんだ！　悪いがお暇いとまさせてもらうとしよう」

「調子に乗るな。暗殺者め」

　思わず眉がぴくりと動いてしまった。

「誰のおかげで高校に入学できたと思っている？　少しは身の程を弁わきまえろ」

「わかった。身の程を弁わきまえながら全校集会に参加する」

「私の権限を使えば日本全国の学校から全校集会を消し飛ばすことも可能だ」

　どうやら久く世ぜは単に「入学おめでとう」と言うために呼び出したわけではないらしい。

　話を聞いてやるのも一興か。そう考えながら椅子に腰を下ろす。

「言ってみたまえ。俺に何をしてほしいんだ」

「よろしい。それでこそ裏世界最高の暗殺者〝月つき影かげ〟だ。──まあ殺しの依頼をするわけではないから安心しろ」

「当たり前だ」

　この男の依頼は何度か受けたことがある。最後に遂行したのは「とある政治家の秘書を暗殺せよ」という仕事。暗闇の中でぶちぶちと裂いた肉の感触は今でも覚えている。

　あんな作業は二度としたくない。これからは清く正しく生きていくと決めたのだから──そんな感じで決意を固めていると久く世ぜが一枚の写真を弾はじき飛とばしてきた。

　そこには亜麻色の髪の少女が写っていた。

「私の娘だ。名前は久く世ぜ灯あか理り。克こく礼れい館かん学院の一年Ａ組に所属している」

「俺のクラスメートだな」

「そうだな。つまりはそういうことだ」

　どういうことだよと問いかける前に久く世ぜが説明を始めた。

「一カ月ほど前に犯罪グループから予告状が届いたのだよ。『久く世ぜ灯あか理りを殺害する』──それだけ書かれた簡素なお手紙だ。現在久く世ぜ本家はこれの対応に追われている」

「悪いた戯ずらじゃないのか？」

「悪いた戯ずらではない。一緒に顔面を抉えぐられた生首も届けられた」

　一気に雲行きが怪しくなってきた。

「この生首の持ち主は灯あか理りのボディーガードだ。所持品や血液から判明した」

「何な故ぜ顔面を抉えぐる必要がある」

「残虐性を見せつけるためだろうな」

　久く世ぜは困り果てたように溜ため息いきを吐ついた。

　相あい原はらも溜ため息いきを吐つきたい気分だった。その話が自分と何の関係があるのか。

「我々は当然護衛を強化したよ。業界でも凄すご腕うでのボディーガードたちだ。灯あか理りが問題なく高校生活を送れるように最善を尽くしたつもりだが──しかし敵のほうが一枚上手だった。時には事故に見せかけ、時には罠わなを仕掛け、時には建物ごと爆破してボディーガードを殺していったのだ。総勢五十人の護衛は一カ月のうちに四人にまで数を減らしてしまった」

「そのくせ久く世ぜ灯あか理りさん本人は殺されていないのか」

「不幸中の幸いにも無事だな。敵にも何か考えがあるのかもしれんが」

　相あい原はらは無言で写真の中の少女を見つめた。

　透き通るような無表情。まるで精巧な人形のようにも感じられる。

「金持ちの娘は大変だな。資産目当てに色々なやつらに狙われるんだろう？」

「灯あか理りの場合はそれだけではない。──お前は人じん智ちを超えた異能がこの世に存在することを知っているか」

「異能？　超能力のことか？　スプーン曲げとか……」

「灯あか理りには普通の人間にはない特殊な力がある。使いようによっては世界の構造すらも変えてしまう破格の異能だ。お前もどうせ情報を摑つかんでいるだろうから明言しておこう──灯あか理りの異能は【治癒】。触れただけでどんな傷も治すことができる」

「それはすごいな。俺には関係ないが」

「お前は栄華を極めた人間が最終的に何を欲しがるのか知っているかね」

　栄華を極めたことがないので知らない。久く世ぜは「簡単だ」と勝手に答えを教えてくれた。

「〝健康〟に決まっている。どれだけ権力や財力があっても人の身である限りは死の運命から逃れることはできない。あらゆる欲望の本質はこの世への執着なのさ。怪け我がや病に脅おびやかされることのない平穏無事な人生──それが権力者の求めているものに他ならない」

「だから【治癒】の能力を持つ人間が重宝されるのか」

「実際に灯あか理りは数あま多たの人間を救ってきた。政界の実力者、ヨーロッパの王族、世界的な宗教のトップ──こうして灯あか理りに癒いやされた権力者たちは久く世ぜ家けに便宜を図ってくれるようになる。つまり久く世ぜ灯あか理りは存在するだけで財閥に大きな利益をもたらすのだ。……だからこそ裏世界の人間は誰もがこの力を狙っているのだよ。灯あか理りの小さな身体には想像を絶する価値が宿っているのだ。俗に言う〝最大標的〟だな」

　最大標的。それは世界で最も狙われている人間につけられる称号のようなものだ。

　例としては重要国の首脳やテログループのボスなどが挙げられる。しかし一介の女子高生が最大標的に列せられるなど聞いたこともなかった。いや──「一介の」ではないのか。

「灯あか理りは幼い頃から異能を持っていた。もちろん久く世ぜ家けはこれを秘匿していたのだが、数年前にとある事件で能力が公になってしまってな。それ以来灯あか理りは世界の誰よりも狙われる最大標的となった。彼女の身代わりとなって死んだ護衛の数は多すぎて記録も残っていない」

「じゃあ殺害予告も日常茶飯事なんだな。問題なさそうだ」

「問題大アリだ。このままでは灯あか理りの心が死んでしまう。心が死んだら異能も使えなくなるだろう。ゆえに単刀直入に言おう──久く世ぜ灯あか理りの専属護衛になってくれ」

「何な故ぜ俺に」

「お前は裏世界最高の暗殺者だ。刺客が使いそうな手段は熟知しているだろう？　それにあの〝月つき影かげ〟が灯あか理りの護衛になったという噂うわさが広まれば襲撃の抑止にもなる」

「学院に転入する条件は生徒会に入ることだったはずだ。護衛なんて聞いてないぞ」

「契約書に書いてあったはずだが？　ちなみに生徒会とは〝特定生徒護衛会〟の意味だ」

　鞄かばんから契約書を取り出して目を凝らす。

　生徒会という単語の下。蚤のみのように小さい文字で「※特定生徒護衛会の略」と注釈がついていた。虫眼鏡でも使わなければ普通は気づかないだろう。

「──おお！　これは一本とられたな」

「そういうわけだ。お前には是が非でも灯あか理りの護衛を──」

「やめておく」

　相あい原はらは笑みを浮かべて拒否した。

「もう血ち腥なまぐさいことはしないと決めた。俺が求めているのは普通の青春なんだ」

「馬鹿が。契約書にサインをしたではないか」

「契約書にサインしたからといって契約を守らなければならないルールがあるのか？」

「社会通念として当然だろうが！」

「詐欺まがいの書類を寄越した人間に言われたくないな！　まあそう怒るものでもないぞ。久く世ぜさんも一緒に全校集会に出ないか？　きっと俗世の煩わしさを忘れられるほど楽しいぞ」

　殺意のこもった目で睨にらまれてしまった。

　しかし久く世ぜは心を落ち着けるように深呼吸をしてから言う。

「お前がいなければ灯あか理りは死んでしまう。大人しく護衛を引き受けろ」

「護衛は四人くらい生き残っているのだろう？」

「あの四人ではどうにもならん。従わないようなら退学処分にするぞ」

「では別の学校で青春を楽しむとする。短い間だったが世話になったな」

「待て〝月つき影かげ〟──」

　相あい原はらはそのまま踵きびすを返して歩き始めた。

　最大標的は恒常的に殺し屋から命を狙われている爆弾だ。そんな人間の護衛をしていたら確実に誰かと殺し合うことになるだろう。たとえ退学になったとしても避けたい展開だった。

　不意に廊下から誰かが駆けてくる気配を察知した。どうやら理事長室に向かってきているらしい──と思った瞬間ばーん!!　とすさまじい音を立てて扉が開かれる。

「久く世ぜ殿！　大変です」

　制服姿の女子生徒が現れた。

　まるでこの世の終わりを目撃したかのように顔面蒼そう白はく。彼女は相あい原はらの姿を認めると一瞬だけぎょっとしたように目を丸くした。しかしすぐに気を取り直して久く世ぜに向き直る。

「申し訳ありません。灯あか理り殿が……」

「なんだ高たか辻つじ。護衛の任務はどうしたのだ」

　護衛？──相あい原はらは不思議な気分で女子生徒の姿を見下ろした。

　見るからに普通の生徒である。変わった点といえばシャーロック・ホームズのようなハンチング帽を被かぶっているところ。あと髪の色が校則違反としか思えないピンク色なところ。

　まさかこれが「四人の護衛」のうちの一人なのだろうか。

　高たか辻つじと呼ばれた少女は肩を震わせながら言った。

「灯あか理り殿が攫さらわれてしまいました。通学中にいきなり襲われて──」

　灰皿が飛んできた。

　高たか辻つじの顔面に直撃する寸前でキャッチする。

　次いで耳をつんざくような怒声も飛んできた。

「──この役立たずが!!　いったい何のために貴様らを雇っていると思っている!?」

「申し訳ありません。いま対策を練っているところです。でも斎さい藤とう殿が誘拐犯に昏こん倒とうさせられて動けなくなってしまって。えっと。あの。灯あか理り殿は何としてでも助け出しますから」

「ふざけるなッ!!」

　久く世ぜが立ち上がった。つかつかと高たか辻つじのほうに近寄りながら罵声をあげる。

「何が裏世界最高のスペシャリストだ！　結局は貴様らも他のボディーガードと同じゴミクズではないか！　これだから路地裏の破落戸ごろつきどもは──」

「──やめろ。生徒に手を上げるのはよくないぞ」

　振り上げられた腕を咄とつ嗟さに摑つかんだ。

　久く世ぜが焦あせりのにじんだ目で睨にらんでくる。

「こいつは生徒ではない。四人の護衛はクラスメートに扮ふんして灯あか理りの護衛をしているのだ」

「じゃあ生徒みたいなものじゃないか。無闇に暴力を振るうよりも話を聞いたほうが建設的だと思うぞ──高たか辻つじさん。久く世ぜ灯あか理りさんはどんなふうに攫さらわれたんだ？」

「え？　あ──」

　高たか辻つじは少しだけ冷静さを取り戻したらしい。たどたどしい口調で仔し細さいを話し始めた。

　久く世ぜ灯あか理りは今日も車で通学をしていた。しかし突如として銃を持った男たちに囲まれてしまったのだという。彼らは護衛として侍はべっていた二人（高たか辻つじ本人と斎さい藤とうという男）を車から追い出すと運転手を脅迫して発車させた。そうして何な故ぜか克こく礼れい館かん学院の体育館に立てこもったらしい。攫さらっておきながら学校まで送ってくれるとは親切な連中だなと相あい原はらは思う。

　やつらの要求は単純明快。久く世ぜ財閥に対して「一千億円寄越せ」とほざいているそうだ。

「犯人の行動に不可解な点は多いです。連中は『金を持ってこなければ久く世ぜ灯あか理りを殺す』とのたまっていて……これが手渡された連絡用の携帯電話ですが……」

「高たか辻つじ。貴様はどうやって解決するつもりなんだ？　荒事に長たけている斎さい藤とうは気絶しているのだろう？　お前や残り二人の護衛では誘拐犯に太刀打ちできるとは思えないが？　言っておくが警察を呼ぶのは許可しないぞ。克こく礼れい館かんのブランドイメージに傷がつく」

「承知しています。それと連中はタイムリミットを設けています。午前九時までに連絡がなかったら最大標的の命はないと──」

「何をやっても殺されるではないか！　貴様は護衛としての自覚があるのか!?」

「すみません。なんとかします……それが私の仕事ですので……」

　しかし彼女の額には脂汗が浮かんでいた。

　確かに体育館に立てこもった誘拐犯から人質を救出するのは至難の業と思われた。

　まあ自分にとっては対岸の火事なのだが。

　相あい原はらは「なるほどよくわかった」と頷うなずいてから笑みを浮かべた。

「まあ頑張れ！　俺は陰ながら応援しているぞ！」

「待て！　金なら払う。お前の力を貸せ」

「金？　そんなもので青春は買えないぞ」

「我々も最善の手を尽くす。だが灯あか理りの安全を確保するためにはお前の助力が必要なのだ」

「お待ちください久く世ぜ殿！」

　高たか辻つじが慌てたように割り込んできた。

「暗殺者なんて信用できません。灯あか理り殿は私が責任を持って救出しますので──」

「貴様には期待していない。消えろ」

「っ……」

　高たか辻つじの表情が絶望に染まっていった。ちょっと失敗したくらいで怒りすぎじゃないかと思わなくもない。相あい原はらは溜ため息いきを吐ついて久く世ぜのほうを振り向いた。

「そんなに娘のことが大事なのか？」

「当然だろう。灯あか理りがいれば久く世ぜ家けには莫ばく大だいな富と権力が転がってくるのだ」

　心が冷めていくのを感じた。

　人をモノのように扱う人間は好かない。

「失礼する。せいぜい娘さんの無事を祈っておこう」

「おい！　待て相あい原はら──」

　久く世ぜの訴えは無視することにした。

　叫び声を背中に浴びながら相あい原はらは理事長室を後にする。




　校内は静まり返っていた。

　とりあえず職員室にでも行ってみるか？──そう思って昇降口の校内地図を眺める。

　すると天井のスピーカーから「ぴんぽんぱーん」と軽快な音が聞こえてきた。

『連絡します。平ひら塚つか先生は第四職員室までお越しください。繰り返します──』

　漫画で読んだ。これは非常事態を報しらせる放送だろう。

　おそらく克こく礼れい館かんに平ひら塚つか先生なる人物は所属していない。教員に対して事件が発生したことを暗に伝えているのだ。どんな対応がなされるのか見ものだが──

　遠くで何かが破裂するような音がした。

　銃声に間違いなかった。もしかしたら久く世ぜ灯あか理りは死んだのかもしれない。

　だが相あい原はらには関係のない話である。暗殺者〝月つき影かげ〟にとって重要なのは平和な青春だけなのだから。

　喉が渇いたので廊下の自販機でジュースを購入する。

　プルタブを開けようとしたところで声をかけられた。

「相あい原はら道みち真ざね！　こんなところで何をやっているの？」

　廊下の向こうから見知った顔が駆け寄ってくる。

　風紀委員の乙おと坂さか美み咲さきだった。

「生徒は教室待機を命じられてるでしょ。早く戻って」

「きみこそ戻らなくていいのか。危ないだろう」

「私は出歩いている生徒がいないか見張ってるの。風紀委員だから──」

　そこで乙おと坂さかは相あい原はらの顔をじっと見つめた。

「──もしかして事情を知ってるの？」

「先ほど体育館から銃声が聞こえた。あれはいったい何なんだ」

「知らない。風紀委員は『生徒を教室に留とどめておけ』って言われただけだから。でも──さっき教師が言い争っているのを立ち聞きしたんだけど、なんか体育館で立てこもり事件が発生してるんだって。しかも人質まで取られてるみたいだよ？　嫌だよねまったく」

　どうやら事件は本当に発生していたらしい。

　全校集会は中止だ。久く世ぜ灯あか理りが攫さらわれたせいで青春活動に支障が出始めている。

「まあ俺たちにできることは何もない。乙おと坂さかさんも早く教室に戻ったほうがいいぞ」

「そうしたいんだけどね。教室待機が必ずしも安全とは限らないみたい」

「どういう意味だ？」

「爆弾が仕掛けられているんだって」

　少しだけ思考がフリーズした。

「これも立ち聞きした話なんだけど……犯人は『身みの代しろ金きんを渡さなければ克こく礼れい館かん学院に仕掛けた爆弾を爆発させる』って言ってるらしいよ。無関係な生徒まで巻き込むつもりなの」

　冷静に考えてみよう。

　犯人側にとって爆弾は必要だろうか？　最大標的を確保したのに克こく礼れい館かんの生徒まで人質に取る必要があるだろうか？　乙おと坂さかの聞き間違いという可能性はないだろうか？

　いや──希望的観測に意味はないのだ。

　この世には余人には想像もできない非道を働く連中がいる。

「……克こく礼れい館かんは吹き飛ぶだろうな。久く世ぜさんの手腕ではどうにもならない」

「え？」

「そうなったら無関係の人間が大勢死ぬ。後味が悪いことこの上ない」

「何ブツブツ言ってんの？　キモいよ？　ねえちょっと──」

　乙おと坂さかを無視して相あい原はらはくるりとＵターンした。





◇






　彩いろどり豊かな人生を送っている者ほど死への抵抗が大きくなるという。ならば自分が死ぬときは玩おも具ちやが壊れるように抵抗なく息を引き取るのだろうか──と久く世ぜ灯あか理りは考える。

「久く世ぜはまだ連絡を寄越さねえのか？」

「はぁ……生徒に金を持たせて送るって言ってましたが」

「遅いっ！　遅すぎるッ!!」

　だんっ!!　と近くに転がっていたバスケットボールが蹴り飛ばされた。

　第一体育館。全校集会が行われるはずだった大型のアリーナである。

　手足を縛られた久く世ぜ灯あか理りの周囲には明らかに堅かた気ぎではない男たちがたむろしていた。

　灯あか理りを強引に誘拐した破落戸ごろつきどもだ。

　車で通学しているときに突然発砲されて取り囲まれた。運転手は腰を抜かし、護衛の二人はまたたく間に無力化され、灯あか理りはなすすべもなく拘束されて連れ去られた。

　そして気づけば何な故ぜか克こく礼れい館かんの体育館で囚とらわれの身となっている。

　近くには死体も転がっていた。

　運転手である。一緒に拉致されて見せしめに殺されたのだ。

　彼は死しに際ぎわまで「家族がいるんだ」と子供のように喚わめいていたが、誘拐犯に慈悲などあるはずもなく、銃で心臓を撃ち抜かれて木の葉のように吹っ飛んでしまった。

　最大標的に関わらなければ順風満帆な人生を送れただろうに。

　灯あか理りは心の中で合掌した。

「このままじゃあ依頼主にどやされる。あと少しだってのに……久く世ぜの野郎は動きが鈍すぎるぜ。娘のことを何とも思っていないのか？　あいつには人の心がないのか？」

　首謀者の男が貧乏揺すりをしながら悪態を吐ついた。

　こいつらの目的は金銭だ。人はどうしてそこまで金を欲しがるのだろうか。

「どうします？　もっかい脅迫でも入れますか？」

「言葉じゃ効果は薄い。もっと直接的にやったほうがいいんだよ──こうやってな」

　男がいきなり灯あか理りの腕を摑つかみ上あげた。

　痛みのあまり思わず声が漏れる。

「なあ久く世ぜ灯あか理り。どうやらお前のお父様には危機感がないようだ。もう三十分も経つのに連絡の一つも寄越さねえ……だからお前をこれから切り刻んでやることにした」

　懐ふところからナイフが取り出される。刃渡り三十センチくらいの物騒な一品だった。

「安心しな。殺しゃしねえよ。ちょっと肉を抉えぐって写真を撮るだけだ。さすがに娘の腕がちょん切れてる画像を送りつけられたらノロマなお父様の尻にも火がつくだろう？」

　刃物が二の腕に添えられた。

　冷たい金属の感触が理性を凍りつかせていく。

　しかし灯あか理りは醜く抵抗するのを潔いさぎよしとしなかった。無様に命乞いをして誘拐犯どもを楽しませるのはごめんだ。ゆえに理性だけでなく本能までをも凍りつかせて呟つぶやく。

「──腕だけでいいんですか？」

　声は震えていなかったはずである。

　男が動きを止めた。灯あか理りはそのまま畳みかけるように言葉を続ける。

「どうせなら両手両足を切断してしまえばいいのに。そのほうがお父様も危機感を覚えることでしょう。私が死んだら久く世ぜ財閥は大きな傷を負うことになりますから」

「なんだてめえ。頭おかしくなったのか」

「わ──」

　身体が震える。しかしぐっと堪えて声を絞り出す。

「──私は殺されても構いません。事件が長引けば皆様にご迷惑をかけてしまいます。きっと全校集会を楽しみにしていた方もいるでしょうから。いっそのこと両手両足だけでなく心臓も抜き取ってしまうのはどうですか？　肝臓とかでもいいですよ。お酒は飲んだことがないので綺き麗れいなままです」

「…………」

「私は死にたいのです。生きていると周りの人がどんどん不幸になります。疫やく病びよう神がみみたいなものです。そこでお亡なくなりになった運転手の方も私を恨んでいるでしょう。なので是非殺してください。それとも怖いですか？　恐ろしいですか？　最大標的を手にかけるのが──」

「調子に乗るな小娘ッ!!」

　頭を殴りつけられて床に倒れ伏す。

　痛い。男が絶叫しながらナイフを振りかざした。

　そうだ。それでいい。このまま死ねば誰にも迷惑をかけずに幕引きとなるだろう──そう思っていたのに怖おぞ気けは収まらなかった。殺されそうになるたびに灯あか理りは愕がく然ぜんとさせられるのだ。まだ私はこんな灰色の世界に未練があったのかと。

「……お望み通り殺してやるよ。ただし手足を切り取ってからな」

　興奮した様子で男が近づいてくる。

　痛みに備えてぎゅっと目を瞑つぶり──

　そのときだった。

「遅れてすまなかったな誘拐犯。金を持ってきてやったぞ」

　誰かの声が聞こえた。
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　護衛の高たか辻つじ（久く世ぜにイビられていた少女）から諸もろ々もろの情報をもらった。

　敵の人数は確認できているだけで五人。所属組織などは不明。しかし普通に考えれば久く世ぜ灯あか理りに殺害予告を出してきた連中だろう。

　許せるはずがなかった。表の人間まで巻き込むやり方は気に食わない。

　久く世ぜは突然心変わりした相あい原はらに対して「大丈夫なんだろうな」と何度も聞いてきた。

　しかし最終的には相あい原はらの本気を悟ったらしい。久く世ぜは犯人グループから渡された携帯電話で「今から人を送る」と架か電でんした。相あい原はらはこれを受けて体育館へと向かう。

　荷物はアタッシュケースが一つ。

　犯人の要望は「一千億の前にとりあえず現金で一億持ってこい」だった。

　冷静に考えれば一千億円の身みの代しろ金きんなど合理的ではない。連中も無理筋だとわかっているのだ。わかっているからこそ久く世ぜの反応をうかがっているのだろう。一億すら渋るようなら要求を下げるのが効率的。逆に気前よく持ってくるならまだまだ搾る余地がある。

「──遅れてすまなかったな誘拐犯。金を持ってきてやったぞ」

　広々としたアリーナには数人の男たちがいた。

　どいつもこいつも銃やナイフを隠そうともしない。

　その物騒な連中に囲まれているのは縄で手足を縛られた少女だった。写真と同じできれいな金髪。しかし写真の無表情とは違って恐怖に満ちた表情を浮かべている。

　久く世ぜ灯あか理り。

　世界で最も狙われている〝最大標的〟のお嬢様。

「……てめえが久く世ぜの使いだな？」

　灯あか理りの腕にナイフを添えていた男がドスの利きいた声で言う。

　彼の隣には死体が転がっていた。服装からして久く世ぜ家けの運転手だろう。

「金は用意した。久く世ぜ灯あか理りさんを放してやってくれないか」

　誘拐犯たちはヒソヒソと相談を始めた。見た限りだと敵は三人。しかし体育館のあちこちに殺意を持った何者かが隠れている。ステージの陰。二階の客席。体育倉庫の中。敵の正確な総数は六人といったところだろう。一人を誘拐するのに大おお袈げ裟さなことだなと相あい原はらは思う。

　しばらく待っていると方針が決まったらしい。ナイフ男が慎重な目つきで睨にらんできた。

「ケースの中身を確認する。そこに置け」

「確認するまでもないんだがな」

　相あい原はらは呆あきれつつアタッシュケースを放り投げた。

　ナイフ男の部下らしきチンピラが走り寄ってケースを確認する。鍵はかかっていないため開閉は誰にでも可能だった。すぐにチンピラが声を弾ませてナイフ男を振り返った。

「入ってます！　一億なんて金見たことねえけど……たぶん一億だよこれ!!」

「は。ははは──やけに物わかりがいいじゃねえか。てっきり殺し屋でも雇って襲撃してくるかと思ったのに。こっちは殺し合いも覚悟で武装してきたんだぜ？」

「爆弾まで仕掛けてご苦労なことだ」

「爆弾……？　何の話だ」

　相あい原はらは一瞬だけ沈黙した。

「なんでもない。とにかくそれだけ人質の身が大事だということだ。今すぐ返せ」

「……返せ？　返せだって？　何言ってんだお前」

　くつくつと笑い声が漏れる。ナイフ男の目が欲望の色に染まっていく。

　すぐに醜い怒声が飛んできた。

「勘違いしてんじゃねえぞ！　俺は最初に一千億だと言ったはずだ！　さっさと持ってこねえと久く世ぜ灯あか理りの顔に風穴が開くぞ！　開いてもいいのか!?　あァ!?」

　ナイフ男がナイフの切っ先を人質の頰に突きつけた。

　灯あか理りが小さな悲鳴をあげて身じろぎをする。

　どうやら誘拐犯どもは久く世ぜ家けのことを〝絶好のカモ〟と認識したらしい。

　ちなみに相あい原はらに与えられた仕事は「一銭も渡すことなく敵を殲せん滅めつせよ」である。

　用意した金は油断を誘うためのエサにすぎなかったのだが──相手のテンションを上げすぎたのは失敗だったのかもしれない。

「そう言われてもな。一千億なんてすぐに用意できるわけもないだろう」

「ぶぁーか!!　ちったぁ脳のう味み噌そ使いやがれ!!　手形でも小切手でも何でもいいだろうが!!」

　それは好都合である。後で現金化するときに追跡できるからだ。

　いや──そうではないのだ。目の前の敵をどうするかを考えなければ。

「無理だ。実はこの一億円で交渉してこいと言われたんだ」

「はぁああ？」

　男が掠かすれた声をもらした。不規則な貧乏揺すりをしながら血走った目で睨にらんでくる。

「……おいおいおい。あんまり調子乗んなよ。てめえをぶっ殺してもいいんだぜ？　そうすりゃ久く世ぜの野郎も俺たちが本気だってわかるだろうさ。そうだ──それがいい」

　男たちが武器を構えてにじり寄ってくる。

　相あい原はらは溜ため息いきを吐ついた。どうして裏世界の連中はこうも喧けん嘩かっ早ぱやいのか。もっと平和的に解決すればいいのに。とはいえ向こうがその気なら仕方ない。こちらも相応の対応を──

「──逃げてください」

　囁ささやくような声が聞こえた。

　その場の誰もが声の主を振り返った。

　人質の少女が──久く世ぜ灯あか理りが切実な瞳でこちらを見つめていた。

「誘拐犯との交渉なんて高校生のする仕事ではありませんよ。どうせお父様に脅されてイヤイヤ来たんでしょう？　こいつらは本気です。人の命をなんとも思っていないんです。そこで亡なくなっている運転手のようになりたくなかったら帰ってください」

「おい黙れ！　余計な口をきくんじゃねえ！」

「身みの代しろ金きんを届けてくれてありがとうございます。でもあなたの役目はこれで終わりです──さあ誘拐犯さん。殺すのなら無関係の生徒ではなく私を殺してしまいましょう」

「てめえを殺したら意味ねえだろうが！」

　相あい原はらは思わず感嘆してしまった。人質に帰れと言われるなんて予想もしなかった。

　てっきり泣きながら助けを求めてくるかと思ったのに──自然と疑問が口を衝ついて出た。

「久く世ぜ灯あか理りさん。きみは自分がどうなってもいいのか？」

　灯あか理りが驚いたように振り向いた。まだいたのかという表情だった。

「早く立ち去ってください。私と関わったら絶対に不幸になりますので」

「まるで自分の命を諦めているかのような台詞せりふだな」

「私の命なんて朝あさ露つゆのようなもの。久く世ぜ灯あか理りはいずれ誰かに殺されるのが決まっている──それが早いか遅いかだけの違いですから」

「ふむ……」

　世界の誰よりも狙われているお嬢様。

　確かにそんな境遇だったら生きることに対して絶望してしまうのかもしれない。

　だが──久く世ぜ灯あか理りは中ちゆ途うと半はん端ぱだった。そのきれいな瞳が雄弁に物語っている。

　彼女は死にたいと嘯うそぶきながらも生への希望を捨てきれていないのだ。

　ゆえに相あい原はらは静かに言った。

「心配するな。俺は事件を解決するために来たのだ」

「え──？」

「誘拐犯は俺が退治しよう」

　ナイフ男の瞳孔を睨にらみつける。

　そうして〝異能〟の扉を静かに開いた。




　目が合った。

　ナイフ男が最後に見たのは少年の余よ裕ゆう綽しやく々しやくとした笑み。そして彼の瞳が紅色の輝きを発する光景だった。次の瞬間──ぱっ！　とアリーナの灯あかりが消え失せた。

「なんだ!?」

　視界が真っ暗になってしまう。恐ろしいほどの闇が世界を支配する。

　しかしナイフ男はすぐに理解する──体育館の照明を落とされたのだ。おそらく外部の仲間に何らかの合図を出したのだろう。狙撃対策としてカーテンを閉めていたのが仇あだとなった。

　とはいえこんなものは痛いたくも痒かゆくもない。

　条件は相手も同じ。見たところ暗視ゴーグルなどの道具を持っている様子もなかった。

　ナイフ男はナイフを構えながら絶叫した。

「おいてめえ！　電気をつけろ！　こんなことをしても──」

　不意に紅色の閃せん光こうが迸ほとばしったような気がした。

　闇の中に断末魔の悲鳴が轟とどろいた。




　すでに相あい原はらは動き出していた。まず現金を確認していたチンピラの鳩みぞ尾おちに容赦なく拳を突き刺した。彼は汚い悲鳴を棚引かせながら吹っ飛んでいった。

「てめえ！」

　いち早く状況を理解した別の男が銃を構えた。

　視線が交錯する。相あい原はらはその瞬間に異能を発動した。紅色の閃せん光こうが稲妻のように駆け抜けていき──男の眼球に吸い込まれていった。それだけですべてが終わっていた。

「え？」──男は呆ぼう然ぜんとしてその場に立ち尽くした。

　何度も瞬まばたきをして辺りをきょろきょろ見渡す。その瞳からは一切の光が失われていた。

「──見えないだろう。素直に反省するなら許してやってもいいぞ」

　怒声とともに銃声が轟とどろく。しかしろくに標的も見えていないのだろう。弾丸は相あい原はらとは別方向の壁に命中して耳をつんざくような破壊音を響かせた。

「なんだこれ──ガッ、」

　男の顎に蹴りを炸さく裂れつさせた。手応えでわかる。今の一撃で失神させることに成功。

　残りの連中はここで初めて危機感を覚えたようだった。彼らは相あい原はら目がけて我が武む者しや羅らに引き金を引いた。しかし目が合った瞬間に紅色の稲妻が走って闇の中へと誘われていく。そうして彼らはすぐさま恐きよう慌こう状態に陥った。

　銃声。悲鳴。誤射によって飛び散る血液。

　やはりこの集団はろくに鍛錬も積んでいない荒くれにすぎないのだ。

　相あい原はらはまるで散歩でもするかのような調子で誘拐犯どもの意識を刈り取っていく。

　ふと空気が揺らめく気配がした。

　二階の客席から銃口をこちらに向けている男がいる。

「動くな！　どんな手品を使ったんだ!?」

　しかし目が合った時点で何もかもが遅かった。紅色の稲妻が敵の目に吸い込まれていく。

　もちろん〝紅色の稲妻〟なんてものはイメージにすぎない。

　相あい原はら道みち真ざねが異能を発動すると相手の網膜に幻影が再生されるらしいのだ。とにもかくにも二階の男は一瞬にして戦闘不能になった──かと思いきや遮しや二に無む二に銃を乱射してきた。人質に命中したら台無しなので学生服の内側に仕込んであったナイフを間髪いれずに投とう擲てき。

　悲鳴がこだました。刃先が敵の腕に突き刺さって血が飛び散っていた。

　不意に男が奇声をあげながら襲いかかってきた。最初の一人が意識を取り戻したらしい。相あい原はらは繰り出される拳を危なげなく回避。異能を使うまでもなく手刀で昏こん倒とうさせてしまった。

　そうして場は静かになった。

　死し屍し累るい々るいの光景。体育館の床には誘拐犯たちがだらしなく身を投げ出していた。

　今回は「捕らえろ」という依頼なので殺したわけではないが。

　残っているのは主犯のナイフ男だけだった。

「──さて」

　相あい原はらはゆっくりと歩を進めながら言った。

「投降するなら許してやろう。そうでなければ……」

「俺に近づくなあああああああ!!」

　ナイフ男はナイフを灯あか理りに突きつけながら絶叫した。

　思わず溜ため息いきが漏れる。異能の効果が切れてしまったらしい。

「そこを一歩でも動いてみろ！　こいつの生皮を剝いでやる！　おい！　近づくんじゃねえって言ってるだろ！　聞いてんのかこの野郎──」

　男の言葉が止まった。

　そのかわりに無味乾燥な銃声が辺りに木こ霊だましていた。

　ナイフ男は肩を撃ち抜かれて背後に吹っ飛んでいた。痛い痛いとのたうち回る誘拐犯を無視して相あい原はらは拳銃を放り捨てる。昏こん倒とうさせた敵から奪っていたのだ。

　敵の殺意は完全に消失していた。

　相あい原はらは両手両足を縛られた灯あか理りのもとへ歩み寄る。

「怪け我がはないか」

　問いかけながら自分の制服を探った。ナイフを発見。しかしこれでは余計な恐怖心を抱かせるのでやめておく。かわりにポケットから工作用のハサミを取り出して縄にあてがった。

　じょきじょきと切断されていく戒めを見下ろしながら灯あか理りが呟つぶやいた。

「あなたは──何者なのですか」

「俺は相あい原はら道みち真ざねという」

　囚とらわれのお姫様はすぐに自由の身となった。

　相あい原はらは躊躇ためらいなくその手を握った。触れたら壊れてしまいそうなほど華きや奢しやな手だった。

　そのまま彼女をゆっくりと立ち上がらせながら言葉を続ける。

「きみを助けにきた暗殺者だ。無事でよかった」

「っ──」

　感極まったような声が漏れる。

　世界の誰よりも狙われている最大標的。どんな大層な人物なのかと思っていたが──なんてことはない。本当に何の変哲もない女子高生ではないか。





◇






　これだけの事件が起こったというのに学院は静かなものだった。

　相あい原はらはアリーナの客席に座っていた。

　事件を揉もみ消けす〝掃除屋〟がやって来るまで誘拐犯の見張りを命じられたのだ。

「……あなたのおかげで命拾いをしてしまいました。どうしてくれるんですか」

　久く世ぜ灯あか理りが二つ隣の席に腰を下ろして言った。

　不機嫌そうな表情。どうやら落ち着きを取り戻したらしい。

「怪け我がはないか」

「残念なことに五体満足です。傷一つありません」

　相あい原はらは首を傾かしげてしまった。一般的な人間ならば「助かって嬉うれしい」と感じる場面のはずである。しかしこの少女は（少なくとも表面上は）残念そうに眉をひそめているのだ。思い返してみれば誘拐犯に対しても無闇に挑発的な言葉を使っていたような気がする。

「きみは自分の命が惜しくないのか？」

「私の命なんてどうでもいいのです。それよりもあなたは何者ですか。克こく礼れい館かんの生徒ではありませんよね」

「克こく礼れい館かんの生徒だ。今日一年Ａ組に転入してきた」

「もしかして……あなたはお父様が新しく雇った護衛ですか？」

　正確には違う。しかし灯あか理りは勝手に納得したようだった。

「私の護衛はやめておいたほうがいいですよ」

「……何な故ぜだ？　もう四人しか残っていないと聞いたが」

「必要ありません。私と関わった人は必ず不幸になります──今までの護衛は全員私のもとから消えてしまいました。残りの四人も近いうちに必ずひどい目に遭うでしょう」

　最大標的の護衛は世界で最も過酷な仕事の一つなのだろう。

　襲撃者に敗れて命を散らしていった者が何人もいることは想像に難かたくなかった。

　彼女は人の命が失われることに心を痛めているのだ。

　経済格差が広がるにつれて人命にも軽けい重ちようが生じた。上流階級の人間は貧乏人のことなど道具とか塵ちり芥あくたとしか思っていないのが普通だが──久く世ぜ灯あか理りはそんな連中とは少し違うらしい。

「きみが死にたがる理由はそれか」

「はい。私のせいで人が死ぬのは耐えられません。命に貴き賎せんはありませんから──」

　そこで灯あか理りが驚きに目を見開いた。

「あなた……怪け我がをしているじゃないですか！」

「怪け我が？　ああ──」

　相あい原はらは自分の頰に手を当てる。どくどくと血が出ていた。

　敵の銃弾が掠かすったのかもしれない。

「こんなものは放置しておけば治るだろう」

「私の力を使えばすぐに治せます……じっとしててください」

「やめろ。わざわざ治してもらうまでもない」

　相あい原はらは静かに灯あか理りを制止した。

　彼女はしぶしぶといった様子で引き下がる。

「その傷は私のせいです。やっぱり今すぐにでも死んでしまいたい……」

「噓うそだな」

　相あい原はらはきっぱりと断言した。

「本当は死にたくないんだろう？　あんなに怖がっていたじゃないか」

「……それは侮辱の一種でしょうか。私に怖いものなんてありませんよ」

「あれは恐怖心を抱いている人間の表情だった」

「私は小さい頃に幽霊と遭遇したときも動じることなく『こんにちは』と挨拶したほどの怖いモノ知らずです。無法者に誘拐されたくらいで恐怖心を抱くはずがないでしょう」

「目に涙が浮かんでいたような」

「欠伸あくびをしたんですっ！　昨日は夜遅くまで好きなホラー映画を観みていましたからね。上映中に何人も失神したことで有名なやつです。まあ私は一度も悲鳴をあげませんでしたけど」

「それはすごいな。でも落ち着け。ジュースでも飲むか？」

　相あい原はらは先ほど自販機で買っておいたジュースを差し出した。

　灯あか理りは「ありがとうございます」と呟つぶやいて受け取った。

「全財産を叩はたいて買ったものだ。大事に飲んでくれ」

「意味がわかりません。お金がないのですか？」

「ない」

　灯あか理りは何も言わずに缶のプルトップを開けて口をつけた。

　貢みつぎ物もの作戦成功。もう一押しすれば友達になれるかもしれない。

「初対面の人間からもらったものを躊ちゆう躇ちよなく飲むんだな」

「べつに毒が入っていても構いませんよ。死ねるので」

「実は本当に毒を入れておいたのだが」

「冗談はやめてください」

「冗談ではない。変な味がするだろう」

「え……？　あれ……？」

「それは毒の味だ。あと五分できみは死ぬ」

　だらららら──と灯あか理りの口からジュースが滝のように垂れていった。

　彼女の顔色がみるみる青ざめていく。先ほどまでの厭えん世せい的てきな表情が噓うそのようだった。

「う……噓うそでしょう？」

「何やってるんだ？　制服にシミができるぞ」

「シミどころではありませんっ！　いったい何のつもりですか!?　死んだらどうするんですか!?　も……もしかしてあなたは護衛ではなく私の命を狙う刺客!?　最初から私を殺すつもりで体育館にやって来たんですか!?」

「その可能性も否定できないな」

「やっぱり!?　道理で殺意がすると思いました！　あなたは誘拐犯たちと同じような気配がします！　うっ……なんだかお腹が痛くなってきたような……早く解げ毒どく剤ざいをくださいっ」

「きみは死にたいんじゃなかったのか？」

「…………」

　灯あか理りがお腹を押さえて「しまった」というふうに絶句した。

　プライドと命を天てん秤びんにかけられ本当に毒を食らったかのように苦く悶もんの表情を浮かべている。

　相あい原はらは「わっはっは！」と声をあげて笑った。

「正体を現したな！　結局きみは自分の命が惜しいのだ」

「惜しくありませんっ。毒で死ぬのが気に入らなかっただけです。銃やナイフで殺されるならまだしも毒なんて──」

「じゃあ死ぬか？」

「え？──きゃああああああああっ!!」

　拳銃を取り出して差し向ける。

　その瞬間灯あか理りは飛び跳ねるようにして床に蹲うずくまった。

　椅子の下に潜り込みながら「やめてくださいお父様に言いつけますからね社会的に抹殺しますからね」と震えている。さすがに少しやりすぎたかと相あい原はらは反省した。

「安心しろ。殺すつもりなら最初から助けたりはしない」

「あなたはジュースに毒を……」

「噓うそに決まっている。その缶はさっき廊下の自販機で購入したものだ。学院の監視カメラを調べれば毒を注入する暇などなかったことはすぐにわかるだろう」

「でも味が変です！　これ傷んでるんじゃないですか!?」

「缶を見ろ。そんな変なモノが売っているとは面白い学校だな」

「……『納豆風味ドリアンジュース』」
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　相あい原はらは銃を放り捨てながら笑う。

　灯あか理りは目に涙を浮かべながら立ち上がった。

「……私を嵌はめたのですね」

「嵌はまったほうが悪い」

「嵌はめたほうが悪いに決まっていますっ！　あなたのせいで私は──私は、」

「本性を暴かれてしまったと？　だが死にたくないことの何が悪いんだ？」

　疼うずきに堪えるように彼女の表情が歪ゆがむ。

「……悪いに決まっていますよ。大声で『生きたい』と言い張るのが申し訳なくて仕方ないんです。今までの護衛たちは私のために死んでいきました。護衛だけじゃない──私に関わった人間はことごとく不幸になっています。どんな顔をして生きればいいのかわかりません」

「だから死にたがろうとしているのか」

「はい。私の趣味は自殺ということになっています。何度か試したことはありますが──」

「全部未遂に終わったのだろう」

　灯あか理りがムッとした様子でこちらを睨にらんできた。

「もうこの際だからはっきり言いますけど。私だって本当は死にたくないんです。他のみんなと同じように普通の生活を送りたいんです。生きるか死ぬかの毎日なんてこりごりです──せっかくの高校生活を棒に振るのは本意ではありません」

　相あい原はらは無言で彼女の表情を見つめていた。

　噓うそ偽いつわりはない。久く世ぜ灯あか理りは今の生活に嫌気がさしているらしい。

　暗闇にいた頃の自分と同じような瞳。

　そういう顔をされると胸がざわついてくるのだった。

「──そうか。でも俺は他の護衛のように死んだりはしないぞ」

　相あい原はらは笑みを浮かべたまま言った。

「俺は裏世界最高の暗殺者〝月つき影かげ〟だ。何があっても敵に後れを取ることはない」

「月つき影かげ……ですか。聞いたことがありますね」

「恰かつ好こいい二つ名だろう？　名付け親は俺だ。我ながらセンス抜群だと思っている」

「お父様が言ってました。月つき影かげは裏世界では肩を並べる者がいない実力者らしいですね。実際に誘拐犯は一網打尽でしたし……あの時あなたは何をしたのですか？」

「異能を使っただけだ。俺はきみと同じ境遇なんだよ」

　月色の瞳が見開かれていった。

　正確には「同じ境遇」ではない。相あい原はらは異能が原因で命を狙われた覚えがないからだ──そう考えてみるとこの少女のほうがよっぽど修羅の道を歩んでいるのかもしれなかった。

　灯あか理りが椅子の上で膝を抱える。モジモジしながら言う。

「まあ。確かに。あなたがスゴい力を持っているのは本当のようですね。おそらく今までのどの護衛よりも強いのでしょう。先ほどの戦いを見てよくわかりました。あなたがいれば……私の運命は本当に変わるのかもしれない」

「理解できたようだな。俺にかかれば襲撃者など一瞬で殲せん滅めつすることができる」

「……わかりました。そこまで言うのなら信じてみましょう」

　彼女の声に決然としたものが宿る。

　そうしてこちらをまっすぐ見据えながら言うのだった。

「相あい原はら道みち真ざね。私の護衛になってください」

「やだ」

　灯あか理りが椅子から転げ落ちそうになっていた。

「や……やだ!?　やだって何ですか!?　完全に引き受ける流れだったでしょう!?」

「別に俺は雇ってもらうために自己アピールをしたわけじゃないぞ」

「じゃあ何のためにしたんですか!?」

「イキってみただけだ」

「イキらないでくださいっ！」

　相あい原はらは灯あか理りのツッコミを無視して立ち上がった。

　この少女に付き従って護衛をしてやるつもりは最初からなかった。

　ただ確かめたかったのである。

　久く世ぜ灯あか理りが本当は生への希望を捨てていないこと。そして月つき影かげの存在を護衛として欲ほつしていること──この二つがわかれば当初の方針を曲げる必要はない。

　灯あか理りが縋すがるような目でこちらを見つめてきた。

「……あの。あなたが私の護衛になってくれれば……何かが変わる気がするんです。報酬ならいくらでも払いますから……」

「金はいらない」

「でも全財産がなくなって困ってるんですよね」

「それとこれとは話がべつだ。とにかく俺は最大標的と関わるつもりはない。何な故ぜなら確実に平和を脅おびやかされるからだ。俺が求めているのは殺伐とした戦いではない──平穏な日常。輝かしい青春。学友と一緒に過ごす宝石のようなスクールライフなんだよ」

「スクールライフ……」

　灯あか理りは呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていた。

　これ以上話しても無駄である。とりあえず掃除屋が到着するまでが仕事だ。新手の襲撃者が来ないか警戒しておこう──そう思って周囲を見渡していたときのことだった。

「……わかりました」

　灯あか理りが拳を握って口を開く。そうして予想外の台詞せりふが飛んでくるのだった。

「私があなたを楽しませてあげます。だから私を護まもってください」

「は……？」

「なんとなく事情は察しました。ようするにあなたは普通の生活に憧れているのですね。だったら……私が楽しませてあげます。少なくとも克こく礼れい館かんにいる間は最高のスクールライフを提供して差し上げます。それを報酬として……私の護衛になってくれませんか……？」

　勇気を振り絞った提案なのだろう。

　頰は上気しているし緊張で手が震えている。

　まったくもって奇き天て烈れつな報酬だ──しかし相あい原はらの心は動いてしまった。それまで頭の中で組み立てていた計画を一瞬にして捨て去ってしまいたくなるほどの衝撃だった。

　我知らず相あい原はらは叫んでいた。

「──それは！　非常にっ！　面白いなっ！」

　心底からの笑みがこぼれた。

　当惑した様子の彼女に一歩近づいて言葉を続ける。

「俺はずっと暗殺者としてロクでもない生活をしてきた。だから普通の高校生活を堪たん能のうしてみたかったんだ。友達と一緒に遊んだり勉強したり季節折々のイベントに打ち込んだり──でも俺には青春というモノの勝手がわからない。きみに色々と指導してもらえると助かる！」

「で、では。護衛を引き受けてくれるのですか？」

「よかろう！　そして俺と一緒に高校生活を楽しもうではないか！」

「……えっと。提案しておいてなんですけど……私と一緒にいて楽しいのでしょうか」

「何を日ひ和よってるんだ？　そんなことは試してみないとわからないではないか。そもそも俺はきみのことが気に入ったのだ。きっと素敵な青春を送ることができるだろう」

「へ」

　素っ頓狂な声が漏れた。

「せ……青春ってそこまで含むんですか？」

「高校生としてやるべきことは一から十まで全部やるつもりだ。もちろんきみと一緒に」

「そうですか……そうですよね……ちなみに私のどういうところが気に入ったんですか。治癒の能力ですか。それとも久く世ぜ財閥の権力ですか」

「優しいところだ」

「…………」

「何な故ぜならきみは俺の願いを叶かなえようとしてくれる。そうだな──きみは優しいんだよ。思い返してみれば先ほども俺に対して『逃げてください』と言ってくれた」

　灯あか理りはそっぽを向いてしまった。

　決して相あい原はらとは目を合わせようとはせずモニョモニョしている。

「……私に惚ほれたら冗談ではなく火傷やけどしますよ」

「惚ほれる？　何の話だ？　きみとは良き友達になれそうだと思ったのだが」

「……さあ？　幻聴でも聞いたんじゃないですか？」

　耳が赤くなっている。感情の機微がよくわからなかった。

「異能は心を具現化したものになる。治癒の能力を持っているきみは本当に心が優しいのだろうな。俺みたいなやつの命を心配してくれる人間には初めて会ったぞ」

「下々の民が無残に死んでいくのが可か哀わい想そうなだけです」

「俺はそれを優しさだと感じた。そんなきみと過ごす高校生活は素晴らしいものになるだろう。ああもちろん対価として護衛は請け負うから安心したまえ。きみは間違いなく護まもられるべき人間なのだよ──久く世ぜさん」

　灯あか理りの肩がぴくりと動いた。すーはーと深呼吸をしてから囁ささやくように言う。

「……灯あか理りと呼んでください。私もあなたのことは道みち真ざねと呼びますから」

「おお！　名前で呼び合うとは友達っぽくていいな！」

「友達ではありませんけれどね」

　友達じゃないのかよと相あい原はらは思う。まあ〝青春を謳おう歌かするための協力者〟と表現したほうが合っているのかもしれない。灯あか理りは「とにかく」と話をまとめにかかった。

「これで契約は成立ですね。私はあなたを楽しませる。あなたは私を護まもる。少し歪いびつな関係のような気もしますが問題ないでしょう──道みち真ざね。せいぜい頑張って私を護まもってくださいね。私もあなたに満足していただけるよう頑張りますから。自信はありませんけど」

「望むところだ。灯あか理り」

　右手を差し出す。ぎこちない手つきで握り返してくれた。

　こうして暗殺者の新しい仕事が始まった。

　危険な仕事はやりたくない。しかし平和な日常を獲得するためと思えば苦ではなかった。

　まずは殺害予告をしてきた連中を迅速に仕留めよう──そんなふうに考え始めた瞬間。

「──灯あか理りお嬢様。無事で何よりです」

　誰かの気配がした。振り返ると見知らぬ少女が立っていた。

　メイドっぽい服を着ているので克こく礼れい館かんの生徒ではないのかもしれない。

「どちら様だ？」

「ああ──こちらは久く世ぜの屋や敷しきに仕えているメイドの奏かな理りです。奏かな理り、どうかしましたか」

「掃除屋が参りました。後のことは彼らに任せて理事長室へお戻りください。久く世ぜ様はお帰りになられてしまいましたが……他の護衛の方々に無事な姿をお見せするのがよろしいかと」

「たまたま助かってしまったんですけどね。無事な姿を見せられるのが残念です」

「もっと命があることを喜んでください」

　メイドは呆あきれているようだった。この様子だと灯あか理りが諦観じみた台詞せりふを漏らすのはいつものことらしい。おそらく「生きたい」と切望していることを他者に悟られたくない心理が働いているのだろう。ふと奏かな理りがこちらをジロジロと見上げていることに気づく。

「……今度の護衛は使えそうですね」

「奏かな理り。人に対してそんな言葉を使っちゃダメですよ」

「失礼しました」

　奏かな理りは一礼をしながら「それよりも」と強引に話題を変えた。

「──護衛の皆様がお待ちです。どうぞこちらへ」





◇






「終わったようだな。私はこれで失礼する」

　そう言って久く世ぜ義よし直なおは理事長室を後にした。

　秘書から「誘拐犯撃滅・人質は無事」の一報を聞いた瞬間これである。その場にいた生き残りの護衛──高たか辻つじは呆ぼう然ぜんとして久く世ぜの後ろ姿を見送った。安否を自分の目で確認することもしないらしい。あの男にとっては娘でさえ金かね儲もうけのための道具にすぎないのだった。

　高たか辻つじは溜ため息いきを吐ついて椅子に腰を下ろした。

　裏世界最高の暗殺者〝月つき影かげ〟。殉職した護衛の補充要員でありながら最終兵器。

　確かに腕前は本物のようだ。しかし路地裏で殺人行為を続けてきた不法者に護衛が務まるとは思えない。ああいう連中は人を護まもるよりも人を殺したがるものだから。

「ふん……私は認めないぞ」

　ハンチング帽を深くかぶり直して高たか辻つじは再び溜ため息いきを吐つく。

　そのときだった。不意に理事長室のドアがばこーん！──と開かれた。

「おいヘボ探偵！　見た!?　見た見た見た!?　月つき影かげの活躍をっ!!」

　鼓膜を破るような喧やかましい絶叫が駆け抜ける。

　瞳を輝かせながら駆けこんできたのは黒髪ツーサイドアップの少女だった。

　乙おと坂さか美み咲さき。護衛チーム四人のうちの一人にして詐術担当。

　彼女は嬉うれしくてたまらないといった表情で高たか辻つじの前に躍り出た。

「誘拐犯が一瞬で全滅だったのよ!?　あんなの見たことない！　気がついたら皆その場に倒れていたの！　あれが噂うわさの異能だよね!?　あんた何か詳しいこと知らない!?」

「これから調べようと思っていたんだ」

「はぁ────────かっこよかったぁ──────────っ!!」

「あーもうやかましい！　私じゃなくて本人に伝えればいいだろーが！」

「やだ。だって恥ずかしいんだもん……！」

　途端に頰を赤らめて縮こまってしまった。こいつは脳のう味み噌そが腐っているなと高たか辻つじは思う。

　相あい原はら道みち真ざねが仲間に加わると聞いて一番狂喜乱舞したのはこの乙おと坂さか美み咲さきに他ならない。彼女はもともと暗殺者〝月つき影かげ〟の大ファンだったとかなんとか。
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「それよりも詐欺師。キミは今朝月つき影かげを偵察しに行ったんだよな」

「うん！　これが彼から徴収した千円札！　受け取るときに手がぶつかっちゃったの……ねえどうしようヘボ探偵！　もう一生洗えないよ！」

「知るか！　そんなことよりヤツの人格とか人柄はどうだったんだ」

「はあ？　そんなの完璧に決まってるでしょ。私がどんなに失礼な態度をとっても一切好感度が下がらなかった。彼は海のように大きな器を持ってるんだよ！」

「好感度なんてアテにならないだろ。器の大きさなんて一見しただけじゃわからないよ」

「──あの。乙おと坂さかさんの言っていることは本当だと思います」

　控えめな声が聞こえた。いつの間にか巫み女こ服ふくを着た少女も部屋にいた。

　牧まき田た胡こ鈴すず。護衛チーム四人のうちの一人にして占い担当。

「相あい原はらくんはイジめられている私を助けてくれましたから……」

「そうそう！　こいつはあろうことか月つき影かげに助けてもらったのよ!?──あーもう！　私がいじめられっ子役をやればよかった！　今からでも遅くないかな？」

「乙おと坂さかさん……私は役をやってたわけじゃないんだけど……」

「しかしだな胡こ鈴すず。彼の優しさが偽りである可能性も捨てきれないだろう？　だって月つき影かげは裏世界で何人も殺してきた正真正銘の鬼畜生なんだぞ」

「大丈夫です。占いは『大吉』と出たので」

「それは全裸で占った結果なのか？」

「ち、違うけどっ！　でも大吉なのは確かだから……」

　高たか辻つじは閉口してしまった。占い師にそこまで断言されたら返す言葉もない。

「──だいたいさあ。もう完全に合格じゃんこれ」

　乙おと坂さかが小馬鹿にするような態度で顔を覗のぞき込こんでくる。

「あの人は久く世ぜ灯あか理りを見事に救出してみせた。それだけで十分でしょ？　今回の誘拐騒動で月つき影かげが信頼に足る人物かどうかを調査する──それが私たちの作戦だったはずだよね？」

「わかっているさ。しかしまだ決定打とは言えないな」

「頭固すぎない？　そんなので探偵なんか務まるの？」

「馬鹿にするな。私はサバンナを生きるシマウマのように慎重なんだ」

　久く世ぜ灯あか理りの誘拐騒動。これは護衛チームも想定済みの一件だったのである。

　暗殺者がチームに加わることについては当然反対意見が出ていた。ならば相あい原はら道みち真ざねの能力や為人ひととなりを調査しようではないか──そういう目的でこの事件が使われたのだ。

　つまり誘拐を安全かつスムーズに進めさせた。

　犯人に車を取り囲まれたときも高たか辻つじたちは本気の抵抗をしなかった。銃で撃たれた運転手も実は生きている。誘拐を想定して完全防弾の装備をさせておいたのが功を奏した。

　もちろん久く世ぜ灯あか理りを救出する手立てを他にいくつも用意したうえでのテストである。高たか辻つじが久く世ぜ義よし直なおに対していかにも「八方塞がりです」という空気を醸かもしたのは月つき影かげを事件に関わらせるための演技だったのだ（久く世ぜは事情を知らないので本気でブチ切れたけれど）。

　相あい原はら道みち真ざねが事件を解決できれば合格。できなければ不合格。

　その結果、彼は傷一つ負わせることなく最大標的を取り戻してみせた。

　文句なしの合格──なのだろう。

　しかし探偵としては殺人を働いてきた人間を易やす々やすと認めるわけにはいかなかった。

「……気に食わんな」

　高たか辻つじは護衛チームのまとめ役でもある。

　先ほど久く世ぜから「相あい原はら道みち真ざねに任務の説明をしろ」という仕事を仰おおせつかっていた。

　つまりあの暗殺者はこれから同僚となるのだ。高たか辻つじと違って久く世ぜはあの暗殺者のことを最初から信頼しているらしい。仲良くできるとは到底思えないが──しかしクライアントの意向に背くこともできないので我慢するしかない。

　護衛任務は想像を絶するほど過酷だ。

　月つき影かげにこの状況を打開することができるのだろうか。

　期待はしないほうがいいな──そんなふうに考えながら高たか辻つじは立ち上がる。

　不意に扉をノックする音が聞こえた。











２　護衛任務






　翌朝。相あい原はらは未み曾ぞ有うのワクワクを感じていた。

　生まれて初めてクラスメートというものに会えるからだ。

　火曜日のＳＨＲショートホームルームの終わり際。四十手前といった風貌の担任教師が「えー今日から皆さんのお友達になる方がいます」と切り出した。

　クラスは当然ざわついた。一年の五月に転校生なんて珍しいからだ。上う手まく立ち回れば人気者になれるかもしれないな──相あい原はらは内心ほくそ笑みながらガラリと教室の扉を開く。

　目という目が一斉にこちらを向いた。

　絡からみつくのは純粋な好奇心。そこには悪意や殺意といったものは微み塵じんも感じられない。

　相あい原はらは清すが々すがしさを感じながら教師の隣に立った。

「相あい原はらくん。自己紹介を」

「承知した」

　チョークを握って黒板に名前を綴つづっていく。『相あい原はら道みち真ざね』。普段の仕事なら偽名を使うところだが今日は堂々と本名を名乗ろう。新しい人生への門かど出ででもあるのだから。

　相あい原はらは同級生たちを振り返って声を張り上げた。

「俺は相あい原はら道みち真ざねという。出身は北海道札さつ幌ぽろ市し。誕生日は一月一日。血液型はＯ型。目標は友達を百人作ること！　勉強も運動も遊びも全力前進で頑張る所存だ！　さあ級友たちよ！　俺と一緒に輝かしい青春を謳おう歌かしようではないか！」

「……………………………………」

　答えは沈黙。

　担任が咳せき払ばらいをして「えー」と唸うなり声ごえをあげた。

「是非仲良くしてやってくれ。んで相あい原はらくんの席だが──」

「決まっている」

　相あい原はらは一ミリも迷うことなく歩を進めた。

　目指す先は階段状になっている教室の最さい奥おう部ぶ──護衛対象の近く。

　つまり久く世ぜ灯あか理りの隣。

　相あい原はらは遠慮会え釈しやくなしに椅子を引きながら宣言した。

「俺の居場所は灯あか理りの隣だ」

「……！　ちょっと道みち真ざねっ！」

　ざわめきが広がった。そこかしこでヒソヒソ話が繰り広げられる。

「あいつ何なんだ？」「自己紹介滑ってたよな」「久く世ぜさんのこと呼び捨てにした？」「もしかして彼氏とか？」──すでにクラスの人気者だった。

　隣の灯あか理りが何な故ぜか慌てたように詰め寄ってくる。

「言い方が変ですっ！　これでは誤解されてしまうではありませんか」

「誤解？　どんな誤解だ？　わからないから教えてくれ」

「…………。……はあ。もういいです」

　異論はないようだった。これだけ近くにいれば突然の襲撃にも対応できるだろう。

　教師が気だるそうに大声を出した。

「はいはい静かに静かに。相あい原はらくんの席はそこで決定な。みんな転入生のことが気になると思うが色々と探るのは休み時間にしてくれ。これから授業を始めるぞ。今日のメニューはチェバの定理とメネラウスの定理と……」

　生徒たちからブーイングが巻き起こった。さっそく欠伸あくびを漏らす者までいる。

　エリート校とはいえ頭のてっぺんから爪先まで真面目というわけではないようだ。

　しかし相あい原はらは克こく礼れい館かん学院の名に恥じぬ生徒でいるつもりだった。

　せっかく入学したのだから真剣に授業を受けなければもったいない。

「灯あか理り。教科書持ってないから見せてくれ」

「仕方ないですね──って近いです」

「近くないと見えないだろう」

「近いと集中できません。鬱うつ陶とうしくて」

「近くないときみを護まもれない」

「教室で仕掛けてくるわけではありませんので。まあ仕掛けてきたとしても私は皆さんを護まもるために率先して死ぬつもりですけどね」

「きみは死にたいのか死にたくないのか、どっちなんだ？」

「死にたくないに決まっています。でも普段の癖で自殺を仄ほのめかしてしまうんです」

「難儀な癖だな。ようするに死にたがりアピールをしないと気が済まないってことか」

　言いながら相あい原はらは教室内を見渡した。

　平穏な授業風景。しかし殺し屋がどこに隠れているかもわからなかった。一年Ａ組にはすでに護衛チームの面々が潜入している。万全の護衛体制ではあるが油断は禁物だった。

　灯あか理りが「人聞きが悪いですね」と頰を膨らませて言う。

「私だって死にたがりアピールなんてしたくありません。でもしなければ今まで私のために死んでいった人たちに申し訳ない気がするんです。というか『生きたい』と主張すると罪悪感に押し潰されてしまいそうになるんです。……面倒くさい女なのはわかってますよ」

「今までの自殺未遂はすべて本気じゃなかったということだな」

「はい。でも私の自殺用具コレクションは年々増加していますよ。刃物とか銃器とか……使う予定はありませんが集めるのが趣味なんです。ああでも家で射撃の練習はしてますね。銃は楽に死ねそうな予感がするので万が一のときの第一候補にしてるんです」

「物騒だな」

「最近では的に命中させられるようになってきました。ちなみに今日もお気に入りのＸＤを持ってきているのですが──あれ？　おかしいですね。鞄かばんに入れておいたはずなのに」

「その銃なら俺が盗んで分解してゴミに出しておいた」

「はあ!?　何な故ぜですか!?」

「万が一にでも自殺されたら困る。あと銃刀法違反だ」

「返してくださいっ！　あれ日本ではなかなか手に入らないモデルなんですからねっ!?」

　灯あか理りは顔を真っ赤にして怒っていた。

　しかし教師に「いちゃつくなら外でやれ」と注意されてもっと顔を赤くした。

　シャーペンを握りしめながら涙目で睨にらんでくる。

「……あなたのせいで𠮟られてしまいました。優等生を演じてきたのに台無しです」

「べつにいいではないか。𠮟られるのも生徒の仕事だ──まあそれはともかく。俺の仕事はきみを護まもることだ。これから四六時中行動を共にする予定だが構わないな？」

「そんなに気を張っていたらお腹を壊してしまいますよ」

「心配してくれてありがとう。だが昨日の一件で灯あか理りもわかったはずだ。きみに殺害予告をしてきた組織は克こく礼れい館かんに近しい者の可能性が高い。殺し屋ってのは無害そうな笑顔で近づいてきてナイフで刺してくるような連中なんだ」

　灯あか理りは「ふっ」と皮肉っぽく笑って言った。

「大歓迎ですけどね。切腹は日本人の浪ロ漫マンです」

「その包丁は俺が破壊しておこう」

「待ってくださいそれ日本に三つしかない高級三徳包丁で──あああああああ!!」

　こんなやり取りができるうちは平和なのかもしれない。

　相あい原はらは破壊した包丁をゴミ箱に放り投げながら昨日の出来事を反はん芻すうする。

　それは灯あか理りを救出して理事長室に戻ってきた後の話だった。





◇






「護衛チームへようこそ。歓迎するぞ暗殺者よ」

　相あい原はらを出迎えたのは仏ぶつ頂ちよう面づらの桃色少女──高たか辻つじだった。

　どう見ても歓迎されている雰囲気ではない。同僚として上う手まくやっていけるかどうか不安である。しかしそれよりも相あい原はらには気になることがあった。

「久く世ぜさんは？」

「帰った。あの男は自分の娘に情というものがないからな──おっと失礼」

「構いませんよ。お父様はいつだってそうですから」

　灯あか理りが諦めたような声でそう言った。

　冷え切った親子関係……なのだろうか。両親を失った相あい原はらにはよくわからない領域である。しかし娘の無事を自分の目で確認しないのはさすがに薄情すぎると思うのだが。

「月つき影かげ」

　高たか辻つじがこちらに向き直った。

「私は高たか辻つじ翠すい花かだ。護衛チームでは暫定的にリーダーを任されている。裏世界では〝桃色の旋せん風ぷう〟などと呼ばれていたりもするよ。数々の難事件を解決してきた名探偵だ」

「よろしく頼もう！　協力して灯あか理りの護衛を頑張ろうではないか」

　笑顔で相あい原はらは手を差し出した。

　しかし高たか辻つじは「ぷいっ」とそっぽを向いてしまった。

「暗殺者と慣れ合うつもりはない。さっそく仕事の話に移ろうじゃないか」

「そんなことでは友達ができないぞ？」

「キミと友達になる気はないってことだよっ！　いいかね。今回の事件は単なる試験だったんだ。ようするに時間さえあれば私たちで何とかすることができたんだよっ！　ちょっと役に立ったからって天てん狗ぐになられては困るぞ！」

「ご忠告ありがとう！　よき同僚に巡り合えて俺は嬉うれしいぞ！」

「私は全然嬉うれしくないからな！　おいこら！　気安く頭を撫なでるなっ！」

「高たか辻つじさん。お仕事の話をお願いします」

　灯あか理りが相あい原はらの腕をつかんで止めた。冷静に考えれば女子の頭を（帽子の上からとはいえ）無遠慮に撫なで回まわすのはデリカシーに欠ける行為だったかもしれない。

　高たか辻つじは恥ずかしそうに「すまない」と呟つぶやいた。

「正直言ってキミのことは気に食わないよ。だが久く世ぜ殿が雇った護衛ならば一応仲間ということになる。今後は私の指示のもとで働いてもらうぞ」

「わかった。とりあえず仕事内容を教えてくれ」

「うむ。護衛チームというのは」

　高たか辻つじはズレたハンチング帽を直しながら言った。

「一カ月前の殺害予告をきっかけに結成された即席のチームだ。もともと灯あか理り殿のボディーガードを務めていた人間が四十名、そして私のように在野から発掘された俊しゆん英えいが十二名──合わせて五十二名いた。しかし現在はたったの四名しか生き残っていない」

「それだけ敵の攻撃が苛烈だったというわけか」

「しかも生き残った四人のうち三人は〝後衛〟──つまり頭脳労働や工作を本分とする者たちなのだ。キミのような戦闘職が望まれるのは自明の理といえる」

「──そういうこと！　つまりあなたは肉壁として雇われたんだよ」

　無邪気な声が聞こえた。

　壁に背を預けるようにして少女が立っている。

　その黒髪ツーサイドアップには見覚えがあった。

「……乙おと坂さかさん。まさかとは思うがきみも護衛だったのか」

　高たか辻つじが「紹介しよう」と不機嫌そうに言った。

「彼女は乙おと坂さか美み咲さき。チームの一員にして裏世界で有名な詐欺師だ。本来なら手を組みたい相手ではないが今回は妥協することにした」

「詐欺師？　どういうことだ」

「そのヘボ探偵の世よ迷まい言ごとだよ。私が久く世ぜさんに雇われた護衛であることは間違いない。でもこんなに清く正しい一般市民が人を騙だましたりするわけないでしょ？」

　乙おと坂さかは克こく礼れい館かん学院の風紀委員のはずである。しかしこの場にいるということは灯あか理りの護衛に間違いないわけで──さらに言えば久く世ぜに何らかの技能を買われたスペシャリストなのだ。

「確かに詐欺師というのは信じられないな。きみは俺に色々教えてくれたいい人だし」

「ふふ──まだ生徒手帳読んでないの？　そんなだと取って食われちゃうよ？」

「すまん。いきなり誘拐騒ぎがあって読む暇がなかった」

「べつにいーけど。前衛の肉壁に知性なんて必要ないだろうし。まあ善意から教えてあげるけど──克こく礼れい館かん学院に罰金制度なんて存在しないよ」

「ん？」

「そもそも通行妨害なんてアホみたいな罪状があると思う？　もっと言えばこの学院にあるのは『風紀委員』じゃなくて『粛正委員』だよ。腕章には〝粛正〟って書いてある」

「……………………」

「意外とちょろいんだね！　相あい原はら道みち真ざね」

　乙おと坂さかは小馬鹿にしたように笑みを深めた。

　思えば爆弾も妙だったのだ。誘拐犯の態度からして仕掛けられている気配はなかった。どうやら相あい原はらの「無関係の人間を傷つけたくない」という正義感を利用して体育館へ向かうように仕向けたらしい。しかも思い返してみればこの少女には二千円を奪われている。

「あれ？　怒った？　怒っちゃった？　言っとくけど騙だまされるほうが悪いに決まって──」

「──天あつ晴ぱれだな！　次は騙だまされないように気をつけようじゃないか。とにかく俺たちは一緒に灯あか理りの護衛として働く仲間だ。よろしくな」

「…………」

　握手を求めて右手を差し出した。

　乙おと坂さかが幽霊でも見るかのような目でこちらを見つめてきた。

「そ──その手は何？　お金なら返さないけど？」

「握手だ。イヤか？」

「……へえ。あなたって欧米的な挨拶を好むんだね」

　そう言いながら乙おと坂さかは（何な故ぜか）震える手を伸ばしてきた。しばらく躊躇ためらう素振りを見せてからようやく握り返してくる。ちょっと湿っているけど汗っかきなのだろうか。

　高たか辻つじが「これは重症だな」と溜ため息いきを吐ついていた。

「あと一人も紹介しよう。そこに座っている巫み女こさんは裏世界最高の占い師・牧まき田た胡こ鈴すずだ」

　じゃらーん！　と何かが散らばるような音が響いた。

　テーブルの上に爪つま楊よう枝じがぶちまけられている。ぶちまけた張本人はこれまた見覚えのある人物だった。今朝旧華族の令嬢に虐いじめられていた少女──牧まき田た。

「す、すみませんっ。急に名前を呼ばれたので……」

「彼女はチームの運勢を占ってくれる大事な存在だ。ちなみに裏世界じゃ有名な占い師なんだぞ？　通り名は〝衰すい運うん雪せつ花か〟。月つき影かげも聞いたことくらいはあるんじゃないか？」

　確かに聞いたことはあった。百発百中と謳うたわれる希代の占い師・衰すい運うん雪せつ花か。

　最近の極道界かい隈わいでは抗争を開始する前に彼女のもとを訪れて吉凶を占ってもらうのが流は行やりだという。それにしても正体がこんな女子高生だったとは驚きである。というかイジめられていた女子高生の正体が凄すご腕うでの占い師だったことに驚きである。

「なるほどな。しかし何な故ぜ巫み女こ服ふくを着てるんだ？」

「あ……その。家が神社なんですけど……」

「それもあるが胡こ鈴すずの場合は巫み女こ服ふくがリミッターの役割をしているんだ。彼女の異能はあらゆる未来を予知する破格の力。しかし強力すぎて知らなくていいことまで頭の中に入ってきてしまう。放っておけば精神がおかしくなるから巫み女こ服ふくで力を抑えているのさ。着衣状態の胡こ鈴すずの能力は『触れた人間の未来がなんとなくわかる』程度のものだ。これでも十分強力だが」

「つまり脱げば強くなるということか。それは是非とも拝見してみたいな」

「!?」

　場に衝撃が走った──ような気がした。

　灯あか理りが脇腹を小突いてくる。

「馬鹿ですかあなたは」

「いや珍しい異能だったからどんなものなのか気になって」

「その様子だと心の底からそう思っているようですね。手に負えません──ごめんなさい牧まき田たさん。道みち真ざねは暗殺者なのでデリカシーが一ミリもないようです」

「…………」

　牧まき田たの顔が真っ赤に染まっていった。

　そうして気づく。これは失言だったかもしれない。

　しかし彼女は覚悟が決まったような顔をして「わかりました」と呟つぶやくのだった。

「……相あい原はらくんなら……私の本気の力を見せてもいいかなって……」

　何な故ぜ「相あい原はらくんなら」なのか理解できなかった。

　不意に灯あか理りが睨にらんできた。話題を変えたほうが賢明である。

「機会があれば見せてもらおう。そんなことよりその爪つま楊よう枝じは何だ？」

「えっと……異能以外の占いも練習しているんです。周しゆう易えきを用いた占術は爪つま楊よう枝じでもできますので。ちなみに先ほど相あい原はらくんの今日の運勢が出ました」

「是非お聞かせ願いたい」

「すみません……オブラートに包んで言えば大凶です……」

「わっはっは！　では明日は大吉だな！」

　適当に笑いながら相あい原はらは部屋にいる人間たちを見渡した。

　全員が克こく礼れい館かんの制服を着た高校生である。しかしその正体は裏世界に精通した各分野のスペシャリスト。平穏な生活からどんどん遠ざかっているような気がしなくもない。

　高たか辻つじが「まあこんなところだ」とまとめにかかった。

「護衛チームは今日から動き出すことになる。あとチームに入った順番をもとに識別番号を設けることにした」

「なんで番号をつけるんだ？」

「恰かつ好こいいからだ。ちなみにキミは認めたくないので補欠にしておいた」

　ナンバー１。探偵〝桃色の旋せん風ぷう〟・高たか辻つじ翠すい花か。

　ナンバー３。占い師〝衰すい運うん雪せつ花か〟・牧まき田た胡こ鈴すず。

　ナンバー４。詐欺師（？）・乙おと坂さか美み咲さき。

　そして補欠。暗殺者〝月つき影かげ〟・相あい原はら道みち真ざね。

「……ナンバー２がいないように思うが？　誘拐犯に殴られて気絶したんだっけ？」

「それは噓うそだ。裏世界最高の武闘家がただの誘拐犯に負けるはずがないだろう。彼は現在事件に関する情報収集のために外を走り回っているんだ。今回の騒動はキミの実力を測るための試験でもあったが、誘拐自体はマジモンだからな」

「よくわからないが無事ならよかった」

「さて」

　高たか辻つじは相変わらず不服そうに相あい原はらの顔を見つめた。

「メンバーの紹介も済んだことだし仕事の話をしようではないか。もちろん私は暗殺者がチームに加わるなど天地がひっくり返っても認めたくはないのだが、クライアントが『仲良くやっていけ』って言うから仕方がない。キミにも事情は説明しておこう」

「仲良くやろうじゃないか。とりあえず俺と友達になってくれないか？」

「まずは敵勢力の確認だ」

　無視された。まだまだ心は開いてくれないらしい。

「一カ月前に灯あか理り殿に殺害予告をしてきた組織の正体は不明。おそらく本日の誘拐事件にも関係しているのだろうが、まあ、これは犯人どもの自白待ちだな。私はひとまず犯人グループを〝フェイス〟と呼称したい」

　隣の灯あか理りが「ネーミングセンス大丈夫でしょうか」と呟つぶやいた。

「大丈夫だよっ！──何な故ぜ〝フェイス〟なのかというと顔が潰されるからなんだ。ここ一カ月間の襲撃で犠牲になった者は大勢いるが、その七割近くが顔面を潰されて殺されている。あるいは殺された後に潰されている。ここに被害者の写真があるから見てみたまえ」

「え？──ふわああああっ!?」

　写真を見せられた牧まき田たがひっくり返っていた。

　裏世界には得体の知れない暴力組織が星の数ほど犇ひしめいている。

　好んで人間の顔面を破壊したがるような異常集団がいてもおかしくはなかった。

「クライアントはどこのどいつなんだ」

「フェイスに殺しを依頼した者のことか？　それは考えても仕方がないだろう──何な故ぜなら最大標的を狙っている人間なんぞ腐るほどいるからだ。あるいはフェイス自身が何らかの理由で灯あか理り殿を狙っている可能性も十分にある」

「敵を捕まえて吐かせるしかないということか。面倒だな」

「尋問や拷問は是非とも天才ペテン師にお願いしたいものだ──なあ乙おと坂さか美み咲さき殿」

「どうしよう……握手してもらっちゃった……汗が止まらないよ……」

「おいっ！　キミはいつまで腑ふ抜ぬけてるんだよっ！　そんなに月つき影かげが好きなら愛の告白でもなんでもして玉砕すればいいじゃないか！」

「は──はあああああ!?　こんなヤツなんて眼中にもないんだけど!?」

　二人はぎゃあぎゃあと口論を始めた。やはり探偵と詐欺師では相性が悪いらしい。チームとして連携が上う手まく取れるのだろうか──そんなふうに相あい原はらは少しだけ不安を覚えるのだった。

　高たか辻つじが「キミはもういいっ！　勝手にしてろ！」と吐き捨てるように言った。

「とにかくだな月つき影かげ。これは単純に護衛しているだけでは何も解決しないんだ。受け身では相手の思う壺つぼ。我々は防御をしながら攻撃もしなければならない」

「つまり久く世ぜさんが求めているのは単なる護衛じゃないってことか」

「その通り。むしろこちらから敵をぶっ叩たたいて殲せん滅めつする攻撃部隊が求められているのだよ──というわけで積極的に行動をしよう。策はリーダーの私が練るから」

　自信満々に胸を張る探偵の胸を眺めながら相あい原はらは「なんだかなあ」という気分に陥ってしまった。表の世界に来たはずなのに裏の人間ばかりとつるんでいる気がするのだ。この様子だと平穏な学校生活はまだまだ遠そうだな──いや待て。もう三時間目が始まっているのではないか？　まずい。転入初日から不良生徒のレッテルを張られてしまう。

　そんな感じで焦燥感に駆られていたとき、ふと、

「あれ？　お父様が忘れ物をしています」

　灯あか理りが口を開いた。

　彼女の視線の先──久く世ぜが座っていた高級机の脇に鞄かばんが置いてあった。

　相あい原はらは少しだけ違和感を覚えた。あの神経質な男が忘れ物などするだろうか。

　乙おと坂さかが耳みみ聡ざとく反応する。

「忘れていくほうが悪いよね！　ちょっと漁あさってみよっかな」

　椅子から立ち上がる。鞄かばんのほうに歩み寄る。

　そのまま取っ手を摑つかもうとしたところで──

　じゃらーん!!　と爪つま楊よう枝じがテーブルの上にぶちまけられた。

　またか。そう思って全員が牧まき田たのほうを向く。

「……大凶。このまま進めば大変なことになります」

　高たか辻つじがハッとして顔をあげた。

「待て。久く世ぜ殿は自分で鞄かばんを持って帰ったはずだ」

「見間違いじゃないの？　だってこれ久く世ぜのと一緒のはずだよ」

　乙おと坂さかが鞄かばんを持ちあげた。

　カチリ。機械が作動するような音が聞こえた。

　次いで何かが流動するような気配。

「おい詐欺師！　不審物を勝手に触るんじゃないっ！」

「え？　だって」

　相あい原はらは考えるよりも早く床を蹴っていた。

　目を白黒させている乙おと坂さかから鞄かばんを引ひっ手た繰くる。

　瞬時に状況を把握した高たか辻つじがガラッ！──と窓を開け放った。

「投げろ！　なるべく遠くに！」

　言われるまでもなかった。威力が控えめならいいんだけどな──内心危惧しながらも相あい原はらは全力で鞄かばんを外に放り捨てた。

　その直後。

　耳を聾ろうするような衝撃が克こく礼れい館かん学院を揺るがした。

　乙おと坂さかが悲鳴をあげる。高たか辻つじが床に伏せる。牧まき田たは最初からテーブルの下に隠れている。そして相あい原はらは──即座に身を引いて灯あか理りの身体を抱きしめていた。

　すさまじい爆風が理事長室に吹き荒れた。

　こうして護衛チームは見事に出鼻を挫くじかれたのである。
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　取っ手を摑つかむことで起動する液体爆弾だったらしい。

　高たか辻つじによれば仕掛けられたのは昨日の夜から今朝までの時間帯。犯人は理事長室で護衛チームの会議が開かれることを知っていた人間。ようするに身近な存在である可能性が高いわけだが──推理パートは暗殺者の領分ではないので深く考えるのはやめておく。

　爆発による怪け我が人にんは幸いにもゼロだった。

　あの壮絶な音は学院中の人間が耳にしたはずである。しかし久く世ぜ財閥から何かしらの圧力がかかったらしく、教頭先生の口から「あれは化学の実験による爆発事故です」という荒こう唐とう無む稽けいな説明がなされ、安全確認が必要であるという理由で全校生徒はそのまま下校と相成った。

　いきなり煮え湯を飲まされた高たか辻つじは地じ団だん駄だを踏んで悔しがっていた。

「殺やらなければ殺やられる！」──そう考えたらしい。彼女はさっそく敵を追いつめるための策を実行せんと護衛チームに指示を下したのである。

　曰いわく、「囮おとり作戦」。

　よくわからないがすごそうだった。




「──感動した！　まさか授業がこんなに楽しいものだったとは」

　一時間目の終わりを告げるチャイムが鳴っている。

　相あい原はらは満たされたような気分を嚙かみしめていた。これが授業。これが日常。これほど素晴らしいモノを今日だけであと五回も味わえるなんて素晴らしいにもほどがある。

　隣の灯あか理りがジト目で見つめてきた。

「内容理解してました？　図形の意味とかわかってます？」

「三角形には種類がたくさんあって知的だということが理解できた」

「……あなたに護衛を任せるのが不安になってきました」

「俺はこれから努力を重ねて学年一位を取るつもりだ」

「いや無理だと思いますが……」

　不意に「月つき影かげぇ！」という甲高い声が聞こえた。

　探偵の高たか辻つじ翠すい花かがぷんぷん怒りながら近づいてきた。

「何を暢のん気きに勉強なんかしてるんだ！　キミは一応護衛チームの補欠なんだから自覚を持ちたまえっ！──ほら作戦会議を始めるぞ。胡こ鈴すずもこっちに来い」

「翠すい花かちゃん……みんな見てるから……」

　白銀巫み女こ──〝衰すい運うん雪せつ花か〟の牧まき田た胡こ鈴すずが恐縮したようにトテトテと近寄ってくる。

　同級生たちが何事かと視線を向けてきた。高たか辻つじの声がでかいからである。それと公衆の面前で〝月つき影かげ〟と呼ぶのはやめてほしい。コードネームは滅多に使わないから恰かつ好こいいのだ。

「あの……あんまり注目浴びたくないんですけど……正体ばれたくないし……」

「大丈夫だ。会話の内容が荒こう唐とう無む稽けいすぎてゲームの話としか思われんよ。それにクラスメートに敵が潜んでいるとしたら何らかの反応を見せるはずだからな」

「一理あるな。ところで乙おと坂さかさんは休みか？　朝から姿を見かけないが」

「あの詐欺師は昨日の誘拐犯を尋問しているところだ」

　高たか辻つじは不服そうに言った。

「ちなみに経過報告を聞いた限りだとやつらは下請けのチンピラ集団にすぎないらしい。誰かに雇われて誘拐したのは確かなようだが、肝心の雇い主の正体を知らないそうだ」

「でも学校に来ないのはもったいないぞ。尋問なんかしてたら次の現国が受けられない」

「現国どころじゃないだろぉ！　爆弾がドカンしたんだぞ！　死ぬところだったんだぞ！」

　言われてみればそうである。

　乙おと坂さかや高たか辻つじは学校生活を楽しむために克こく礼れい館かんにいるわけではないのだ。

　相あい原はらは学校生活を楽しむために克こく礼れい館かんにいるわけだけど。

「爆弾を仕掛けた犯人はわかったのか？」

「調査中だ。だがフェイスの関係者であることは間違いない」

「フェイスって何だっけ」

「キミは人を殺しすぎて脳のう味み噌そが腐ったのか!?　灯あか理り殿に殺害予告をしてきた犯人グループのことだよっ！──そしてそいつらが手紙を寄越してきたんだ！」

　高たか辻つじは憤ふん怒ぬをあらわにしてポケットから紙を取り出した。

　定規で書いたような文字がでかでかと綴つづられていた。

〈バクダン　カオ　エグレズ　ザンネン　ムネン〉

「おちょくってるとしか思えん！　だいたい顔を抉えぐるってなんだ？　そんな特殊性癖を理解できるやつがこの世にいるのか？　まったく人殺しどもは──」

　高たか辻つじがクドクドと敵に対する文句を述べ始めた。

　これに対して当の灯あか理りはというと──至極落ち着いた表情で二時間目の準備を始めていた。

「怖くないのか？」

「ここには皆さんがいるので『爆弾で顔を抉えぐられず残念無念でしたね』と言っておきます」

　理解した。ようするに「怖かった」ということだろう。

「でも護衛のみんなが巻き込まれなくてよかったです。あなたのおかげで──なんとか大事に至らなくてすみました」

「きみに死なれたら困るからな。退学になってしまう」

「そうですか」

　灯あか理りはむすっとした様子だった。彼女の思考がよくわからない。

　相あい原はらは久く世ぜ灯あか理りが無事でよかったと思っている。しかし本人はそうは思っていない──というよりも思わないように努力しているのだろう。まったく不ふ憫びんな境遇だなと相あい原はらは思う。

「とにかくこの犯行予告を書いたやつは絶対に捕まえてやらねば気がすまん。私がグーで殴ってやろうじゃないか。そのためにはまず会議を──おや」

　不意に高たか辻つじが何かに気がついた。

「斎さい藤とう殿ではないか。遅かったな」

　相あい原はらはつられて視線を教室前方へと向ける。

「──結局収穫はなかったね。今日から学校に復帰するつもりだよ」

　背の高い男子生徒が近づいてくる。

　柔らかな笑みを浮かべた所いわ謂ゆる〝イケメン〟がそこにいた。

　相あい原はらは只ただならぬものを感じて身構えた。穏やかな物腰の奥に猛たけ々だけしい戦意のようなものを感じたからだ。こいつは注意するべきか──と思っていたのだが、

「こんにちは。僕は斎さい藤とう嗣つぐ仁ひと。きみが新しい護衛だよね？　仲良くしてくれると嬉うれしいな」

　思っていた以上に友好的な雰囲気で右手を差し出してきた。

　この男こそが護衛チームのナンバー２にして〝武闘家〟なのだろう。

「こちらこそよろしく頼む！　俺は相あい原はら道みち真ざねという」

　相あい原はらは感動して彼の手を握った。そうしてふと気づく──武闘家にしては少々柔らかめな手だった。いったいどんな武術をやっているのか興味をそそられる。

　高たか辻つじが「紹介しておこう」と軽やかに割り込んできた。

「彼は斎さい藤とう嗣つぐ仁ひと。裏世界最高の武闘家だ。よく知らないがどこかのバーリトゥード世界大会で優勝したんだよな。インドの戦せん象ぞうを素手で昏こん倒とうさせたという話も聞いた」

「詳しいことは秘密だけどね。最大標的の護衛にとって不足はないと自負しているよ」
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　確かに堅かた気ぎとは思えないほど緊張感に満ち満ちた立ち居振る舞いである。

　聞けば護衛チームの前衛は斎さい藤とうを除いて軒並み死んでいったという。こうして今日まで生き延びている事実が彼の実力を如によ実じつに物語っていた。

「なんて呼べばいいかな？　月つき影かげくんとか？」

「それは遠慮してもらえると助かるのだが……」

「じゃあ『道みち真ざねくん』と呼ばせてもらうよ」

「えっ」

　ドキリとした。同世代の男に名前で呼ばれたのは初めてだったからだ。

『スタハイ』の主人公には下の名前で呼び合う親友が数人いる。斎さい藤とう嗣つぐ仁ひとともそういう関係になれたらいいのだが──そうと決まればこのチャンスを逃がすわけにはいかない。

　相あい原はらは「ごほん」と咳せき払ばらいをしてから口を開いた。

「……では俺もお前のことは嗣つぐ仁ひとと呼ばせてもらおう。これで友達も同然だ」

「そうだね。せっかくだから友達になろう」

「!?!?!?!?」

　銃弾で撃ち抜かれた時よりも激しい衝撃が全身を貫いた。

　友達。友達。友達──

　友達ができた。人生で初めての友達が。

「さて！　詐欺師を除いて全員揃そろったことだ。作戦会議を始めようではないか……って聞いているのか月つき影かげ。サボるようなら久く世ぜ殿にチクって解雇してもらうぞ」

「……すまない。ちょっと歓喜に打ち震えていたのだ」

　目から汗が。

「まあよい。さっそく昨日伝えた〝囮おとり作戦〟の概要を発表しよう。諸君も理解しているだろうが敵を待つだけでは何も解決しない。ゆえにこちらから〝攻撃〟を仕掛けることにした。読んで字のごとく──灯あか理り殿を囮おとりにして敵を誘い出すのだよ」

　常識的に考えれば常識外れな気がする。

　しかし高たか辻つじは自信満々で灯あか理りに笑みを向けた。

「思うに灯あか理り殿は満足に外出することもできていないのだろう？」

「ええまあ。お父様に無断で外に出ることは禁止されています」

「ならば思う存分出かけよう。襲いかかってくる敵を逆に捕まえてやるのだ」

「それは……面白いですね。私の命を粗末にした素晴らしい作戦だと思います」

　灯あか理りが不敵に笑ってそう言った。

　かと思ったら──ずいっ！　と相あい原はらのほうに身を寄せて小声で訴えてきた。

「大丈夫なんですか？　明らかに危険な作戦ですよねこれ？」

「きみは死にたくないんだよな？」

「死にたくないんですっ！　でも皆の前では死にたいって言わないと落ち着かなくて」

「俺の前では言わなくていいのか？」

「あなたには私の本性がバレてますからね。癖で言っちゃうときもありますが」

「それもそうだな。まあ任せておけ。きみのことは命に代えても護まもろう」

「っ……。……じ、自分の命は大切にしてくださいね」

　灯あか理りは恥ずかしそうにそっぽを向いた。

　高たか辻つじが「決まりだな」と嬉うれしそうに言った。

「灯あか理り殿は何も考えずに思いっきり遊ぶといいぞ」

「遊ぶ……ですか？」

「そうだ。何かやりたいことはあるか？」

「自殺か自殺未遂ですね」

　相あい原はらは呆あきれた。またそんなこと言って。

「質問が悪かったな。灯あか理り殿はどこか行きたい場所はあるか？」

「そうですね。最近の推しスポットは東とう尋じん坊ぼうとか青あお木きヶが原はら樹海でしょうか」

「前々から思っていたがキミは中二病なのか？　それともメンヘラ？」

「…………」

　頰がみるみる赤く染まっていった。確かに死ぬ死ぬ詐欺の中二病と思われても仕方がないかもしれないな──と思っていたら突然だーん!!　と灯あか理りが立ち上がった。

「そ──そこまで挑発するのなら死んであげますっ！　ちょうどここは三階ですよね。頭から飛び降りれば上う手まい具合に血のお花を咲かせることができると思いますから！」

　そう言って灯あか理りは窓に向かって歩き始めた。これには誰もが啞あ然ぜんとするしかない。このまま本当に死ぬのか？──と思ったが途中で相あい原はらのほうをチラチラ振り返って口パクをする。

　曰いわく──「た・す・け・て」。

　仕方ない。助けてやるとしよう。

「──まあ待て！　ここで死んだら学校が休みになって皆に迷惑がかかるぞ！」

「ちょっ──放してくださいっ！　私の本気をみんなにお見せしてあげるんですっ！」

「灯あか理りが死ぬと俺を含めた皆が悲しむのだ。今日のところは思いとどまってくれないか？」

「…………」

　灯あか理りが動きを止めた。自然に心変わりをしたように見せかけるための間だろう。

　やがて彼女は冷静な声色で「わかりました」と呟つぶやいた。

「……しょうがないですね。そこまで言うのなら死なないであげます」

　灯あか理りを放してやる。すると彼女はすたすたと自分の席に戻ってきて無言で座った。

　斎さい藤とうや牧まき田たが「何やってんだこいつら」みたいな顔でこちらを見つめてきた。その気持ちは人の心がわからないとよく言われる暗殺者でも十分にわかった。

「いつもの発作は収まったか灯あか理り殿」

　高たか辻つじが問う。灯あか理りは不機嫌そうに「発作ではありません」と呟つぶやいた。

「……作戦頑張ってくださいね。どうなっても知ったことではありませんが」




　その日は何事もなく放課となった。

　相あい原はらにとっては夢のような時間だった。授業内容は八割がた理解できなかったが大満足である。家に帰ったらしっかり予習復習をして学生の本分に努めようではないか──

「道みち真ざね。今日から私の家に住んでもらいますからね」

「唐突だな。引っ越しの準備なんてできていないが……」

「メイドの奏かな理りがあなたのアパートに侵入してすべての荷物を運び出してくれたそうです」

「それはありがたい。でも冷静に考えれば横暴すぎないか？」

「道みち真ざねは護衛チームの中でも特別なんです。だから私の近くにいないと意味がないんです……ってお父様が言ってました。決して私の意見ではありません。勘違いしないように」

　現在相あい原はらは久く世ぜ家けが所有する高級車の後部座席にいた。

　校門に迎えの車が待っていたのである。

　左隣には灯あか理り。さらにその左隣には緊張でカチコチになった牧まき田たが座っている。

「牧まき田たさんも住み込みで働くのか？」

「はい。高たか辻つじさん曰いわく『暗殺者一人を護衛対象の近くに侍はべらせるのは危険だ！』だそうで。道みち真ざねは信頼されていませんね」

「では信頼を勝ち取るために頑張ろうではないか！」

「どうしてそんなに前向きなんですか……」

　というわけで護衛チームは二つに分けられたのだった。

〝Ａ班〟──灯あか理りのすぐ近くで直接的に護衛する二人。暗殺者・相あい原はらと占い師・牧まき田た。

〝Ｂ班〟──灯あか理りの状況を離れた位置で調査する二人。詐欺師・乙おと坂さかと武闘家・斎さい藤とう。

　ちなみに探偵・高たか辻つじはこれら二つを統括するリーダーらしい。

「あの……灯あか理りさん」

　牧まき田たがモジモジしながら口を開いた。

「私は見ての通りのフツツカ者ですが……どうぞよろしくお願いします。占いが何の役に立つのかわかりませんけど……」

「まったくですね。占ったところで死の運命は変えられないというのに」

「ひうっ……」

　牧まき田たが涙目になった。さすがの灯あか理りも「失敗した」と思ったらしい。

「……すみません。占いを貶けなしているわけではありませんよ」

「いいんです。私なんて役立たずのヒョーロク玉ですから……」

「いえ、そんなことは……」

「そんなことはないぞ」

　相あい原はらは車窓の景色を観察しながら言った。

「現状いちばん活躍しているのは牧まき田たさんだからな」

「え……、そ、そうなんですか？」

「牧まき田たさんのおかげで俺たちは命拾いをした。爆弾の占いがなければ護衛チームは今頃全員三さん途ずの川かわを渡っていたことだろう。きみの力は間違いなく素晴らしいものだよ」

「相あい原はらくん……。…………ありがとね」

　十デシベルもないような「ありがとね」だった。

　それきり牧まき田たは耳まで赤くなって俯うつむいてしまう。しかしときおり何か言いたそうにチラチラと視線をこちらに向けてくるのだった。灯あか理りがむすっとした態度で睨にらんできた。

「道みち真ざね。そんなことよりも囮おとり作戦はどうするんですか」

「ん？　ああ──俺と灯あか理りと牧まき田たさんの三人で街を散策することになっている。他のメンバーは裏方に徹するそうだ。高たか辻つじさんは明日までに行き先を決めてくれと言っていたが」

「行きたいところなんて思いつきません」

「そうか。牧まき田たさんはどこか行きたいところはあるか？」

「えっと……相あい原はらくんの行きたいところに行きたいです……」

「わかった！　では俺が勝手に決めさせてもらおう！」

　相あい原はらは笑みを浮かべながら隣の少女を振り向いた。

「──さて灯あか理り。契約を履行してもらうときが来たな」

「契約……？　何でしたっけ」

「俺はきみを護まもる。そのかわりきみは俺を楽しませる。そういう約束だったはずだ」

　灯あか理りが「そういえば」といった感じで表情を引き締めた。

「クラスメートと休日にお出かけなんていかにも青春らしくて素晴らしい。俺と一緒に一生忘れられない思い出を作ろうじゃないか。きみも刺客のことなんか忘れて普通の女子高生のように楽しむといい。とりあえずは定番の浅あさ草くさとかスカイツリーに行ってみたいのだが」

「スカイツリーが爆破されても責任は取れませんよ」

　灯あか理りがシニカルに笑う。相あい原はらもつられて笑った。

「安心しろ。楽しむのは当然だが護衛の役目もきちんと果たす」

「…………。……わかりません。道みち真ざねはどうしてそこまでポジティブになれるのですか」

「きみも命の危険がなくなったらネガティブから脱却できるだろう」

「たとえ今回生き延びたとしても幸福な未来が待っているとは限りませんので」

「まあ最大標的である限りは苦労するだろうな」

「それもありますが──」

　灯あか理りは何かを言いかけて口を噤つぐんだ。

　不意に車が停とまる。いつの間にか久く世ぜ邸ていに到着したらしい。

　ステレオタイプな豪邸の景色が広がっていた。まるでヨーロッパの王宮のような建物が屹きつ立りつしている。さらにその前庭では生垣やら噴水やらが存在感を主張している。

「漫画に出てくる金持ちの家みたいな佇たたずまいだな」

「お父様の趣味です。私はあんまり好きではありません」

「でもすごいですよ……シェーンブルン宮殿みたい」

　牧まき田たが車から降りながら目を輝かせていた。こんな豪邸で暮らすのは〝普通の生活〟とは言いい難がたいな──少しだけ不満を感じていたとき、ふと、屋や敷しきのほうから誰かが歩いてくるのを見つけた。ボディーガードらしき人間を従えたスーツ姿の青年である。

　向こうが「おや」とこちらに気づいた。

「灯あか理りじゃないか。おかえりなさい」

　灯あか理りが身構える気配がした。

「……戸と倉くら山やまさん。うちに何かご用ですか」

「用も何も。ここは私の家みたいなものだからな」

　妙に馴なれ馴なれしい態度。相あい原はらは戸と倉くら山やまと呼ばれたその男を観察してみた。

　身長は高め。銀ぎん縁ぶちの眼鏡を装備。年齢は二十代半ばくらいだろうか──挙きよ措そからして上流階級らしい気品が感じられる。しかしその目つきは獣のように鋭かった。

「それよりもこちらの方々は誰だ？　まさかお友達というわけじゃないよな？　克こく礼れい館かんの制服を着ているが品というものがない。灯あか理りがつるんでいいような人間ではないと思うが」

「やめてください。この二人は私の護衛です」

「護衛？──ああ。なるほどな」

　眼鏡の奥から舐なめ回まわすような視線がまとわりついてきた。

　ビクリとした牧まき田たが慌てて相あい原はらの後ろに隠れる。

　戸と倉くら山やまはビジネス的な笑みを浮かべながら右手を差し出してきた。

「私は戸と倉くら山やま興こう業ぎようの戸と倉くら山やま恒つね寿ひさだ。どうぞよろしく」

「こちらこそよろしく。俺は護衛チームの補欠・相あい原はら道みち真ざねだ」

　握手に応じながら相あい原はらは問いかける。

「灯あか理りとはどういう関係なんだ？　やけに親しいようだが──」

「許婚いいなずけだよ」

「ん？」

「灯あか理りは高校を卒業したら私の妻になる予定なんだ。正確には私が久く世ぜ家けに婿入りする形だがね。いずれ久く世ぜ財閥は私が動かしていくことになる」

　戸と倉くら山やまは灯あか理りの肩に手を置いて微ほほ笑えんだ。
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「なあ灯あか理り。いつまでも不ふ貞て腐くされているなよ。私たちは結ばれる運命なんだ」

「わかりませんよ。私が自殺する日のほうが早いかもしれません」

「きみは部屋の中でじっとしていればいいんだ。治癒の能力は存在しているだけで利益になるんだよ。欲しいものなら何でも買ってやるから自殺だけはしないでくれたまえ」

「……浅ましい」

「あ？　何だって？」

　戸と倉くら山やまの空気が変わった。

　しかし灯あか理りは容赦なく言葉を続けた。

「浅ましいと言っているのです。あなたもお父様もお金のことしか考えていない。まるで心が金属のように冷えきっています」

「心？　きみは他人の心の状態が見えるのかね？　まるでファンタジーだな。生あい憎にく私は自分の目で見えるものしか信じない性格なんだよ」

「いかにも利益優先主義者の言いそうなことですね」

　戸と倉くら山やまは「はぁああ」とオーバーに溜ため息いきを吐ついて言った。

「そんなことを言っちゃあ駄目だぞ灯あか理り。金を持っている者だけが強くなれるんだよ。日本はこの五十年でそういう仕組みになってしまったんだ。たとえばそこにいる相あい原はら道みち真ざねという人間を見たまえ。彼は金がないから護衛なんていう卑いやしい職業に従事せざるを得ない。私たちは金があるだけ恵まれているんだ。それを理解しなくちゃあ──」

「差別をする人は嫌いです」

　ぴくりと戸と倉くら山やまの眉が動く。

「──嫌いと言ったか？　まったくなんという口の利きき方かたをしているんだ。これはまだ教育が必要だな。何度言ってもわからないんだからな……」

　じりじりと灯あか理りに近づいていく。

　そのままゆっくりと腕が振り上げられて──

「やめておけ」

　相あい原はらは戸と倉くら山やまの手首をつかんでいた。氷柱つららのような視線が差し向けられる。一触即発の空気を悟った牧まき田たが小動物のように震えながら「喧けん嘩かはよくないですよ……」と漏らす。

「……この手はなんだ？　相あい原はら道みち真ざね」

「そんなに怒ることはないだろう？　暴力は最低の行為だからな──ところで一緒にお茶会でもしないか？　フラれた愚痴については俺が聞いてやろう」

「何を言っている？　貴様」

「やめてください戸と倉くら山やまさん。この護衛は頭がお花畑なんです」

　戸と倉くら山やまが「ふん」と不快そうに頰を歪ゆがめた。

「わかっているさ。貧乏人というものは私のような上流階級を妬ねたむ生き物だ。いちいち腹を立てていても仕方がない」

「それはありがたいな。ところで灯あか理りに対する怒りは収まったのか？」

「何を勘違いしている？　冗談に決まっているじゃあないか。きみは私が未来の妻に乱暴するとでも思ったのか？　これだから短絡的な思考の持ち主は困るな」

　戸と倉くら山やまは強引に相あい原はらの手を振り払うと踵きびすを返した。

　温ぬくもりの感じられない微笑が印象的だった。

「私はこの辺りで失礼するとしよう。──灯あか理り、この護衛のことをあまり信用するんじゃあないぞ。どうにも胡う散さん臭くさいからな」

　ではごきげんよう──眼鏡の貴公子は手を振りながら去っていった。

　相あい原はらはその後ろ姿を眺めながら灯あか理りに問いかける。

「絵に描いたような悪役だな。普段からあんな調子なのか」

「あの人はお父様と同じように金の亡もう者じやですからね。許婚いいなずけである私のことも所有物としか思っていないのです」

「ふむ……」

「お馬鹿な道みち真ざねでもわかったでしょう？　たとえフェイスを撃退したとしても私に未来なんてないのです。政略結婚によって戸と倉くら山やま恒つね寿ひさのモノになる運命なのですから」

「家出したいとは思わないのか？」

「家出をしたらすぐに餓死する自信があります。私には生活能力がないので」

「あの……灯あか理りさんは死にたいっていつも言ってますよね……？」

「…………。……死に方に拘こだわりがあるんです。私の好きな自殺方法ランキングを発表しましょうか？　一位・切腹。二位・飛び降り。三位・爆死」

「えっと……大丈夫ですよ灯あか理りさん。占いによれば灯あか理りさんは幸せになれるみたいですから」

　牧まき田たが灯あか理りの腕に手を添えながら言った。

　未来予知の異能だろう。どんなふうに見えているのか非常に気になる。

「温かい未来が広がっています。私たちが……相あい原はらくんがいれば心配はいりません」

「……お気遣いありがとうございます」

　素直な気持ちがこもったお礼だった。牧まき田たの純粋な心に感化されたのかもしれない。

　相あい原はらは笑って言った。

「あの〝衰すい運うん雪せつ花か〟の言葉なら間違いはないな。とにかく煩わしいことなど忘れて週末のお出かけを楽しもうではないか。灯あか理りの好きなホラー映画を観に行くのもいいな」

「映画館ならうちの屋や敷しきの中にもありますけど」

　お金持ちってすごい。

　そんなふうに感心しながら相あい原はらは頭の中で予定を組み立てていく。

　戸と倉くら山やま恒つね寿ひさも問題だが──いま重要なのは囮おとり作戦だ。
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　風のない夜。〝フェイス〟のボスは街を歩いていた。

　無分別な経済活動により空前の好景気を迎えた東京。日が沈んでも輝きが衰えることのない不夜の都市。飲み屋の執しつ拗ような客引きを無視して銀行の角を曲がる。喫煙所の手前で漫画雑誌を読みながら目当ての人物が来るまで待機することにした。

　久く世ぜ灯あか理りの暗殺依頼を受けてから一カ月。これまで小手調べ程度に手を出してみたが殺害は達成できていない。そろそろ本腰を入れなければクライアントからお𠮟りを受けるだろう。

「──お！　あなたが横よこ山やまさんですね？」

　ヘラヘラした男が近づいてきた。

　金で買った使い走りである。盛り場を練り歩いて情報収集をしているような輩やからだ。

「真っ黒いコート来てるからすぐにわかりましたよ。そんなカッコで暑くないんすか？　もう五月ですよ五月。いやあ稼ぎ時っすよね。これから野外イベントが盛りだくさんだし──」

「人気のない場所で話そう。ついてこい」

「いいですね。イカした雰囲気のバーとかですか？」

　そんなところに行くつもりはない。

　雑居ビルの隙間に入り込んで話を促すと情報屋は「はぁ」と肩を落とした。

「扱い雑じゃないすか？　こっちは死に物狂いで走り回ったってのに」

「金は払ったはずだ」

「まあいいっすけど──〝最大標的〟の話でしたよね。界かい隈わいじゃ久く世ぜ灯あか理りちゃんを狙おうって動きは控えめになってるみたいです」

「どういうことだ」

「あの〝月つき影かげ〟が護衛についたからっすよ」

　月つき影かげ。裏世界最高の暗殺者。

「ウン十人もいた護衛はほとんどくたばったらしいっす。残りは五人だけ。探偵・武闘家・占い師・詐欺師・暗殺者というラインナップです。暗殺者が突出してヤバイんですが」

「付け入る隙を教えろ」

「耳寄りな情報がありますよぉ」

　男は狐きつねのような顔をして言った。

「俺が出入りしてるサークルで仕入れた話なんすけどね。どうやら久く世ぜ灯あか理りちゃんは日曜日にオトモダチとお出かけするんだとか。行き先も知りたければ追加料金いただきますよ」

「その情報はどれだけ正確なんだ」

「複数人から聞きました。ほぼ確実だと思いますよ」

　なるほどなと思わず舌を巻く。

　これは探偵が考え出した罠わなである。本当に友人と出かけるならば徹底的に情報漏ろう洩えいを防ぐはずだ。こんな見え見えの誘いに乗る犯罪組織はいないだろう──自分を除いては。

　情報を求めると男は得意げにべらべらと語ってくれた。

「──とまあ、こんなところですかね。にしても久く世ぜ灯あか理りちゃんは可か哀わい想そうっすよねえ。こんな怖い人から狙われちゃうなんて」

「…………」

「いやいや。マジで怖い顔しないでくださいよ。俺はこれで失礼しますから」

　顔？　自分はいったいどんな顔をしているのだろうか。

　情報屋がポケットに手を突っ込みながら去っていく。その後ろ姿を眺めながら黙考する。

　都会の夜景がきれいなのは弱者の命を燃料にして輝いているからだ。燃料にされないためには頭を使って生き延びる必要がある──しかしこの情報屋は何もかも杜ず撰さんだった。

「──待て」

「はい？──うぎッ!?」

　背後から男の首を鷲わし摑づかみにした。

　ぬくかった。この不健康そうな人間にもきちんと血は流れているのだ。

「な……何するんすか。情報ならもう出しましたよ」

「私の個人情報を余よ所そに売っているそうだな」

　華きや奢しやな肩がびくりと震えた。すでに調べはついているのだ。顧客の情報を横に流すなど情報屋の風上にも置けない。こんなロクでなしに依頼した自分が愚かだったと思うしかないが。

「勘弁してくださいよ。何か証拠でもあるんすか？」

「先ほど私を隠し撮りしていただろう。靴の爪先にカメラがついている」

「ッ──そんなことは」

「蝙こう蝠もりは嫌われるぞ」

　怯おびえるような気配が伝わった。手心を加える必要はなかった。腕に力を込めて男を引き寄せると、身体を捻ひねらせ、小汚いビルのモルタル壁に勢いよく叩たたきつけてやった。

　断末魔の悲鳴が轟とどろいた。

　それでもまだ死んではいなかった。猿を思わせる絶叫を漏らしながら逃れようとする。足払いで転倒させる。そのまま懐ふところから取り出したナイフで何度も顔を突き刺した。

　血が飛び散る。路上を赤く汚す。だんだん呻うめき声ごえすら聞こえなくなる。

　いくらもしないうちに情報屋は顔の潰れた死体となり果てた。

「……護衛は五人」

　死体の靴のカメラを奪いながら呟つぶやいた。

　くだらない。どんな護衛が何人集まろうと関係ないのだ。

　探偵・武闘家・占い師・詐欺師──このうち一人は殺害済みである。残りの連中も脅威にはなり得ないだろう。真に警戒するべきなのは暗殺者だけだった。

　先日お試しで仕掛けた誘拐事件を解決したのはあの男なのだから。

「月つき影かげ。今度こそ失敗しないぞ」

　夜の街はすさまじい喧けん噪そうに満ちている。路地裏で行われた殺人に気づいた者はいない。

　コートのポケットから携帯電話を取り出して操作した。

「もしもし。〝蜥蜴とかげ〟か？　お前に指令を下そう──」
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　土曜日。体育の授業。

　男子はソフトボール。女子はテニスである。もちろん相あい原はらは級友たちとスポーツに興じるつもりだったのだが、さすがに護衛対象を放置するのはマズイということで見学をすることになった。男子のソフトボールを見学するわけではない。女子のテニスを見学するのである。

「なんであいつこっち見てるの……？」

　テニスコートの女子たちが疑いの視線を向けてくる。まるで不審者になった気分だな──と思いながらも相あい原はらは微動だにせず彼女たちの様子を観察していた。

　灯あか理りは居心地悪そうにフェンスのそばにしゃがんでいる。

　ラケットは持っているが試合をするつもりはないらしかった。

「久く世ぜさんはいつもあんな感じだよ」

　護衛ナンバー２・武闘家の斎さい藤とう嗣つぐ仁ひとが腕を組みながら言う。

　女子が「斎さい藤とうくーん！」と声をあげて手を振った。斎さい藤とうは爽やかな笑みを浮かべて手を振り返す。すると彼女たちはきゃあきゃあ黄色い悲鳴をあげて飛び跳ねるのだった。

「嗣つぐ仁ひとは人気者だな！　羨ましいぞ」

「そんなことないさ。彼女たちは僕の外面に惹ひかれているだけだしね──それよりも久く世ぜさんだ。護衛対象としては優等生だけど、あれじゃあ少し寂しそうだよね」

　灯あか理りに話しかけるクラスメートはいない。巨大財閥の令嬢という大層な肩書きがそうさせるのだろうか。あるいは自殺未遂の奇行が多いため敬遠されているのだろうか。

　と思っていたのだが高たか辻つじが彼女の腕を引っ張ってむりやりコートに連れて行った。

　灯あか理りは迷惑そうな顔をしている。しかし内心では満更でもなさそうだった。

「──久く世ぜさんテニスの相手がいてよかったね」

「高たか辻つじさんが気を遣ってくれたんだな」

「そうだね。高たか辻つじさんだ。彼女を始めとした護衛チームは久く世ぜさんの心のケアも任されているんだよ。異能は心が万全でないと摩耗していくから。あと自殺でもされたら困るしね」

「自殺はしないと思うが……」

　斎さい藤とうが「？」と首を傾かしげた。しかし大して気にならなかったらしい。

「ようするに僕たちは金で用意された友達でもあるのさ。お金持ちらしいやり方だよね──正直久く世ぜ義よし直なおさんの考えにはちょっと反感を抱いてしまうよ」

「同感だな。でも金がきっかけでも真の友達になれる可能性は大いにあるだろう？」

「なるほどさすがだね。道みち真ざねくんはどこまでも前向きだ」

「…………！」

　思わずドキリとした。褒められたことが嬉うれしかったわけではない。斎さい藤とうの何気ない「道みち真ざねくん」という発言が空前絶後の衝撃をもたらしたのだ。改めて下の名前を呼ばれると感激してしまう。自分にも友達ができたのだ──そういう実感がじんわりと胸の奥に広がっていった。

「……そうだな。うむ。俺はお前とも仲を深めたいと思っているよ」

　ぎゅっ。相あい原はらは唯一の友達の手を包み込むようにして握った。

　斎さい藤とうがたじろぐ。

「……え？　そ、そうだね。……あの、どうしていきなり手を握ってくるの？」

「感動してしまった。お前に名前を呼ばれたことが嬉うれしかったんだ」

「…………。……あはは……そうなんだ……」

「なあ嗣つぐ仁ひと。俺たちも一緒にテニスしないか？　灯あか理りの隣のコートを使えば護衛も同時にこなすことができるぞ」

「さすがに女子に交じってやる勇気はないかな……」

　斎さい藤とうはさりげなく相あい原はらの手を振りほどいた。引かれている気がしたけど勘違いだろう。だって斎さい藤とうは友達なのだから。

「──では会話を弾ませながら灯あか理りを見守るとしよう。どこに刺客が潜んでいるかわからないから他の女子もひとりひとり穴が開くほど観察していく必要がある」

「ははは……ほどほどにね……」

「ほどほどでは足りないぞ。〝フェイス〟は厄介な連中だからな──」

　そのときだった。風を切るような音が聞こえる。

　何かが高速で接近してくる気配。相あい原はらは咄とつ嗟さに身を翻ひるがえして回避行動をとる。

　まさか敵からの狙撃か？──と思ったが違うらしかった。

　次の瞬間──だんっ！　と何かが爆発するような音が響いた。

　斎さい藤とうが右手を前にかざして直立していた。

　彼の掌てのひらからぱらぱらと粉のような残骸がこぼれ落ちていく。

「──ソフトボールか？」

「うん。ただの偶然みたいだね。殺意はない」

　遠くでクラスメートが「すまん大丈夫かー!?」と叫んでいる。

　本当にただの偶然のようだった。斎さい藤とうは「大丈夫！」と大声で返事をする。

　相あい原はらは驚嘆の念を禁じ得なかった。

　さすが裏世界最高の武闘家といったところだろうか。素手でボールを破壊するなど人間技とは思えない。しかも彼がボールを受け止めたときに金属か何かがこすれ合うような異音が聞こえた気がする。異能が発動したのかもしれなかった。

「明日は本物の刺客が来るかもしれないな」

「道みち真ざねくんなら大丈夫でしょ。裏世界最高の暗殺者なんだから」

「そこまで言われると照れる」

　相あい原はらは踵きびすを返してテニスコートに目を向けた。灯あか理りと高たか辻つじは意外にもハイレベルなラリーを続けている。どちらも運動神経は抜群のようだった。とりあえず明日は彼女が楽しめるように頑張ろうではないか──そんなふうに考えながら相あい原はらは女子生徒の観察を開始するのだった。

　ちなみに後ほど相あい原はらは覗のぞき行為を先生に報告されて𠮟られることになった。

　だが𠮟られることすら楽しみにしていた相あい原はらにとってはノーダメージである。これを聞いた灯あか理りが「お馬鹿ですね」と呆あきれたように溜ため息いきを吐ついていたのが印象的だった。
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　そうしてあっという間に騒がしい休日がやってくるのだった。

　日曜日。天気は快晴。囮おとり作戦決行の時。

「──ワクワクが止まらないな。灯あか理りもそう思わないか？」

「今日はたしか仏滅ですよね。私の死を暗示しているようで気分がいいです」

「仏滅だからといって縁起が悪いわけではありませんよ。六曜の解釈は流派によって異なりますから……あ、でも、えっと、一般的には避けられる日ですよね！」

　灯あか理りに睨にらまれた牧まき田たがしどろもどろになっていた。相変わらず〝死にたがりの癖〟を存分に発揮しているらしい。相あい原はらは呆あきれながらも周囲を観察した。

　人。人。人──休日の都会は眩暈めまいがするほどに混雑している。

　しかし胸が高鳴って仕方がなかった。暗殺の仕事で都内を駆け回ったことは幾度もあるが、そういう殺伐とした事情を抜きにして級友と街を歩くのは初めてのことだったのだ。

　現在、相あい原はら・灯あか理り・牧まき田たの三人は渋しぶ谷やのハチ公前にいた。

　若者といったら渋しぶ谷やだろ？──そういう短絡的な考えのもと相あい原はらが決めたのである。

「さて！　まずは茶屋に行こうではないか」

「道みち真ざね。ちょっといいですか」

　灯あか理りが相あい原はらの腕を引いた。牧まき田たから少し距離を取ると声を潜めて訴えてくる。

「本当に大丈夫なんですよね？　死んだりしないですよね？　電車に乗ったら電車ごと爆発したりしないですよね？」

「そこまで大掛かりなことはしないと思うが」

「あなたがスゴイ暗殺者だということは承知しております。でも不安なんです。だって相手は今まで何人もの護衛を葬ほうむってきたバケモノなんですよ？　冷静に考えたら囮おとり作戦って愚策じゃないですか？　いつもの癖で承諾しちゃいましたけど──」

　ぽん。相あい原はらは灯あか理りの頭に手を置いた。

　びっくりしたような視線が向けられる。

「怖がる必要はない。きみには優秀な護衛がついているからな」

「な……こ……こ……、」

「だからきみは泰たい然ぜん自じ若じやくと構えていればいい──ん？　どうしたんだ？」

「怖がってなんかいませんっ！　あと子供扱いしないでください！　私の誕生日は四月二日なので確実にあなたより年上なんですからね」

「そういう部分を強調すると逆に子供っぽく見えるよな」

「……やかましいですね。私があなたより長生きなのは事実ですよ。戸籍でも何でも調べてみればいいじゃないですか」

「わかった。悪かった。しかしおかしいな……漫画では主人公に頭を撫なでられたヒロインは喜んでいたのに……」

「私はヒロインじゃないしあなたも主人公ではありませんっ！　もう最悪ですっ」

　最近『スタハイ』を参考にしすぎるのは良くないのではないかと思う相あい原はらだった。

　牧まき田たが不思議な顔をして近づいてきた。

「どうしたんですか？　話し込んでいたようですけど……」

「なんでもないぞ。さあ思う存分に楽しもうではないか。こういう時こそ羽を伸ばさなくてはな。灯あか理りも行きたいところを遠慮なく言うといい」

「相あい原はらくんの言う通りですよ。今日は灯あか理りさんのためのお出かけなんですから」

「……ルートは道みち真ざねが勝手に決めたのでは？」

「融通は利きくさ。ほら行きたいところを言ってみたまえ」

「……………………」

　灯あか理りは何な故ぜか口をモゴモゴさせていた。やがて何かの決意が固まったらしい。

　無理に平静を装よそおったような顔で「そうですね」と腕を組んだ。

「せっかくですからね。こんな機会なかなかないですからね。刃物屋さんにでも──」

『おい月つき影かげぇ！』

　突然ハンズフリーの無線機から大声が聞こえた。

　遠隔で様子を見守っているはずの高たか辻つじから通信が入ったのだ。

『いつまでたむろしてるんだ。日が暮れてしまうぞ！』

「ああ悪い。これから移動を開始する」

『これだから暗殺者は……キミたちを尾行しているのは我々だけじゃないかもなんだぞ』

　高たか辻つじは灯あか理りが外出することを裏世界のコミュニティにリークしたらしい。

　こんな作戦に本当に引っかかってくれるのだろうか？──懐疑的なものを感じていると高たか辻つじが『案ずるな』と心を見透かしたように言った。

『フェイスは劇場型犯罪に憧れを持つ子供じみた人間だよ。稚拙な予告状や脅迫状からもよくわかる。この見え見えの挑発に対しても必ず乗ってくるだろう』

「何な故ぜそこまでわかる？　実際に会ったのか？」

『推理さ。それと私が操っていた情報屋のうち一人がそれらしき人物と接触したらしい。写真を撮ってくると豪語して突っ込んでいったようだが……あれから連絡がないな』

　それは確実に殺されているだろう。

『とにかくキミたちは街を練り歩きたまえ。せいぜい自分の役目を果たせよ』

「わかっているさ。ところで高たか辻つじさんはどこにいるんだ？」

『みんなでカフェにいる。ちょうどパフェがやってきたところだ』

『おいヘボ探偵。それ私が頼んだやつでしょ──ってこら！　食べるな！』

『私は財布を持っていないのだ。金持ちが貧者に施しを与えるのは当然のことだろう？　キミも詐欺はほどほどにして徳を積むといい──おい引っ張るな！　こぼれる！』

『私は誰にも奢おごったりしないの！　私の財貨はぜんぶ私のものなのっ！』

『頭脳労働には糖分が必要なんだよ！　このペテン師めぇ────!!』

『落ち着いて二人とも！　目立ってるから！　僕が奢おごってあげるから静かにして！』

　三人とも仲良くやっているらしい。自分も一緒に大騒ぎができるような友達がほしいものだ──と思ったがいるではないか。先日友達になったばかりの男が。

『──道みち真ざねくん。こっちのことは気にしなくていいから久く世ぜさんをお願いするよ』

　ナンバー２・武闘家の斎さい藤とう嗣つぐ仁ひとが困ったように話しかけてきた。

『敵を誘おびき出だすためには襲いやすいシチュエーションが大事だね。無邪気にデートを楽しむ高校生カップルくらいの空気がちょうどいいと思うよ』

「デートか。したことないけど承知した」

『ああそうそう。スナイパーにも気をつけてね。きみなら大丈夫だろうけど』

「わかっている」

　そこで相あい原はらは何気ないふうを装よそおって提案してみることにした。

「──ところで嗣つぐ仁ひと。明日あたりに二人きりでファミレスにでも行かないか？」

『えっ……二人で？　六人じゃなくて？』

「お前と仲を深めたくて」

『…………』

「その後は朝までカラオケでもしないか？」

　何な故ぜか動揺する気配がした。

　誘い方が急すぎただろうか？　それともファミレスが苦手？　あるいはカラオケが嫌いだった？　ダメだ。友達というモノがわからない──と絶望的な気分に陥っていたのだが、

『あ、あはははは……気が向いたらね』

　内心ガッツポーズをする。斎さい藤とうは前向きに検討してくれているようだった。

　にわかに背後から牧まき田たが服をつまんできた。

「相あい原はらくん……灯あか理りさんが」

「ん？」

　言われて灯あか理りのほうを振り返る。

　むーっと頰を膨らませている。明らかにご機嫌ナナメだった。

「……道みち真ざね。人に要望を聞いておきながら斎さい藤とうさんと楽しくお話ですか」

「すまなかった。灯あか理りはどこに行きたいんだ？」

「べつに行きたいところなんてないです。予定通り喫茶店にでも参りましょう」

　そう言ってずんずん歩き出してしまった。

　最大標的は相変わらず気難しいな──相あい原はらは暢のん気きに考えながら彼女の後に続いた。




　近くの喫茶店に入るとさっそく注文をした。

　相あい原はらはメロンソーダ。牧まき田たはハニーミルク。灯あか理りはアイスコーヒー。

「──さて本日の予定を発表しよう。まずは渋しぶ谷やでカラオケとゲーセンを楽しむ。ファミレスで昼食を食べた後は原はら宿じゆくでショッピング。さらに新しん宿じゆくに移動して映画『団地に蠢うごめく白骨』を鑑賞する。その後は池いけ袋ぶくろのアニメショップで漫画を購入してファミレスで夕飯を食べる」

「どこから突っ込めばいいんですか？」

「ちなみにこの予定は高たか辻つじさんによって裏世界に流されている。個人的にフェイスが襲ってくるのは映画館あたりな気がするな。暗所は殺し屋の独壇場だから」

「あの……試しに占ってみたいと思うんですけど」

　牧まき田たが控えめにこちらを見つめてきた。

「……相あい原はらくん。いいですか？」

「おお！　未来を視みてくれるのか!?　是非ともお願いしたい」

「ありがとうございます……」

　そう言って銀髪巫み女こはゆっくりと相あい原はらの手を握ってきた。

　ひんやりとした指が絡からみついてくる。まるで恋人のような仕草だなと相あい原はらは思った。

「ちょっと……牧まき田たさん……？　何やってるんですか……？」

　灯あか理りがソワソワした様子でグラスを握りしめた。牧まき田たはしばらく無言のままジーッとしていた。しかし不意に「視みえました」と上目遣いでこちらを見上げてきた。

「相あい原はらくんの言う通りです。いちばん死のにおいを醸かもしているのは映画館ですね」

「なるほど。これがきみの異能か」

「はい。脱がなくても……こうしてくっつくと少しクリアに視みえるので……」

「さすがだな。後でもっと詳しく占ってもらいたいものだ。俺の将来のこととか」

「え？　あ……相あい原はらくんがよければ……是非」

　だんっ！──とテーブルが震えた。牧まき田たの肩も震えた。

　灯あか理りが力強くグラスを叩たたきつけたようだった。

「……白昼堂々いちゃつかないでください。そういうのはヘイトを向けられますよ。だいたい占うなら道みち真ざねでなく私を占ってくれればいいじゃないですか」

「ご……ごめんなさい。そうですよね……」

　牧まき田たは慌てて離れていった。べつにいちゃついていたわけではないのだが。

　灯あか理りは「でもわかりました」と達観したような表情で言った。

「ようするに映画館が危険なんですね。では一日中映画館にいましょう。ホラー映画二十四時間ぶっ続けです。そうすれば簡単に死ぬことができるはずですから」

　とかなんとか言いながらこっそりメモ用紙を相あい原はらにわたしてくる。

『映画はいやです』

　面倒くさい護衛対象だった。

「──そうだな！　では映画館には必ず行こうじゃないか」

「!?　話を聞いていたんですか!?」

「話を聞いていたから映画館に行くんだよ。何か問題があるのか？」

「っ……!!」

　灯あか理りが涙目になってぷるぷる震えていた。

　護衛チームのメンバーに〝死にたいアピール〟をする必要はないだろうに──と思いながらも相あい原はらは安心させるように「大丈夫だ」と笑みを浮かべた。

「何があってもきみは護まもる。そのかわりに俺を楽しませてくれるんだよな」

「…………」

　灯あか理りはしばらく無言だった。

　しかし唐突に「はあああ」と盛大な溜ため息いきを吐つく。

「……道みち真ざねは本当に能天気なお気楽さんですね。生きるか死ぬかの瀬せ戸と際ぎわなのに」

「そんなこと言って灯あか理りも楽しみにしていたんじゃないか？　こないだ久く世ぜ家けのプロキシサーバを調査したら『東京』『観光』『人気』『楽しいところ』みたいな検索履歴が残っていたぞ」

　がたーん!!──と灯あか理りが勢いよく立ち上がった。

「な──な、な、何ですかそれ!?　私が検索したという証拠がどこにあるんですか!?」

「同じアドレスで『新しん小こ岩いわ／ホームドア』『護衛／うざい』『ホラー映画／おすすめ』などと検索した記録があったから間違いはないだろう」

「わかりました首を吊つります。ここにロープがありますから──」

「そのロープは予あらかじめ五センチずつに切り刻んでおいた」

「何やってるんですか!?　それ職人に作ってもらった高級ロープだったのに！──というか人の履歴を見るなんてプライバシーの侵害ですからね!?　わかってますか!?」

「悪かった。以後控えよう」

「お願いしますよまったくもう」

　灯あか理りは顔を真っ赤にしながら椅子にふんぞり返った。

　牧まき田たが「意外です」と嬉うれしそうに言う。

「灯あか理りさんも楽しみにしてくれてたんですね。興味ないかと思ってました」

「別の意味で楽しみでしたけどね。死ねる可能性が高いので」

「囮おとり作戦の吉きつ左そ右うは悪くありませんよ。相あい原はらくんもいるので死んだりしないと思います」

　久く世ぜの命令により護衛チームは牧まき田たの占いに基づいて方針を決めることになっている。

　この少女が適当なことを言い出したら崩壊しそうだな──そんなふうに危惧しながら白銀巫み女この表情を見つめる。彼女は目が合ったことに気づくと頰を染めて視線をそらした。

「あの……どうしましたか？」

「牧まき田たさんはどうして護衛チームに入ったんだ？」

「えっと……それは……秘密です……」

　彼女の表情に影が落ちた。恥ずかしいから隠している──というふうでもない。

　まあいいだろう。高たか辻つじ曰いわく「胡こ鈴すずは信用できる」とのことだし。

「それよりも。灯あか理りさん楽しんでますか？　コーヒーおかわりします？」

「いえ大丈夫です──正直なところ緊張していますよ。街を歩くのは久しぶりですから」

「そうですよね。一緒に出歩く友達もいないだろうし……」

「牧まき田たさんはナチュラルに失礼ですね」

「ごめんなさいっ！　私も友達いないので安心してください……」

「確かに友達と出かけたことはありません。でも姉とはよく街で遊びましたよ」

「姉がいるのか。一人っ子の身としては羨ましいな」

「死にましたけどね」

　牧まき田たが「えぇ……」といった感じでオロオロしていた。

　さすがに灯あか理りも失言だと思ったのか「ごほんごほん」とわざとらしく咳せきをした。

「……まあ。こうしてクラスメートと東京観光をするのは初めてです。せっかく道みち真ざねが予定を立ててくれたのですから付き合ってあげることにしましょう」

「おお……！」

　相あい原はらは嬉うれしくなってしまった。

　やはりこの少女は根っこの部分が優しいのだ。

「よしわかった！　さっそくカラオケに行こうじゃないか」

「この三人で盛り上がるとは思えませんね。闇属性の人間しかいませんから」

「問題ない。タンバリンとマラカスを用意してきた」

「満面の笑みでそんなモノを出されても困るんですが……」

　ドリンクを飲み干してから喫茶店を後にする。

　刺客の気配はまだない。
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『──こちら〝ニュートラル〟。周囲に怪しい人影はなし』

『こちら〝隅すみ田だ川がわ〟。人身で止まっていた山やま手のて線せんが動きました。予定に支障はないかと』

『はいこちら〝連邦政府〟です。先ほど標的をチラチラ見ていた男はナンパ目的の一般人のようですね。問題はなさそうです』

　部下たちの定期連絡を聞きながら高たか辻つじ翠すい花かは注文したフライドポテトをつまむ。

　フェイスらしき人物は今のところ気配を見せない。やつの性格なら手を出してくるに決まっているのだが──とりあえず現在は様子見をしておくとしよう。

「ねえヘボ探偵。護衛チームって私たち以外にもいるの？」

「ん？　ああ──いま連絡してきたのは私の探偵事務所に所属する人間だ。正式な護衛チームというわけではないが〝桃色の旋せん風ぷう〟の手足として動いてもらっている」

「ふーん」

「キミも食べたらどうだ。美お味いしいよ」

「誰がここの料金払うの？　フライドポテトもタダじゃないんだけど」

　詐欺師の乙おと坂さかが手と足を組みながら不満そうに言った。

　高たか辻つじを含めたいわゆるＢ班は現在カラオケにいる。

　隣の部屋では暗殺者〝月つき影かげ〟が往年の流行歌を熱唱していた。

「いやあそれにしても月つき影かげは歌が下手だな。ジャイアンというほど大おお袈げ裟さではないが絶妙に音程が外れている。灯あか理り殿の微妙な顔が目に浮かぶわ」

「馬鹿なの？　そういうところも魅力的なんでしょ？──あーあ。私もＡ班がよかったなあ。そうすればみっくんと一緒に東京観光ができたのに」

「誰だよみっくんって」

「道みち真ざねだからみっくん！」

　満面の笑み。高たか辻つじは思わず顔をしかめてしまった。

「……詐欺師は前衛には向かないだろ。だいたいあんな殺し屋の何がいいのか全然わからん」

「あんたの目は節穴か!?　相あい原はら道みち真ざねは最強の暗殺者なの！　裏世界の誰もが恐れている究極のカリスマなの！　はああああ……かっこよすぎる……」

「それを本人の目の前で言えばいいのに。キミはツンデレにもほどがあるな」

「だ……誰がツンデレだ!?　このヘボ探偵……!!」

「まあまあまあ落ち着いて！　ほら乙おと坂さかさんもフライドポテト食べたら？」

　一触即発の空気を察知した斎さい藤とうが間に割り込んでくる。

　彼は引きつった笑みを浮かべながら「ところで高たか辻つじさん」と話題を変えた。

「僕たちはここで待機していていいのかな。油断しすぎな気もするけど……」

「灯あか理り殿の部屋はここの隣──つまり廊下の突き当りだ。この部屋の中から扉の向こうを監視していれば襲撃者に気づけるというわけだ。人が通ったら月つき影かげに連絡を入れればいい」

「でも前みたいに爆弾が仕掛けられていたら……」

「安心したまえ。カラオケに行くことをリークした日からこのフロアをずっと監視させていたのだ。カメラ・盗聴器・爆弾等々のブツが仕掛けられた様子はない」

「なるほどね。じゃあこれから行く場所も事前調査してあるってことか」

「ゆえに遠隔で殺すことは不可能のはずだ。まあそれはさておき──」

　高たか辻つじはデンモクを引き寄せながら笑みを浮かべた。

「歌わなければ怪しまれる。いちばん点数が低かったやつは罰ゲームな」

「余裕ぶっこいてていいの？　灯あか理りを殺されたらまーた久く世ぜに𠮟られるよ？」

「どうした詐欺師。おうたには自信がないのかね？──おっと」

　にわかに通信が入った。

　ブチギレ寸前の乙おと坂さかを無視して「あーこちら〝名探偵〟。どうぞ」と応じる。

『〝黒猫〟です。ボスにお報しらせしたいことが』

「どうしたメグちゃん」

『コードネームで呼んでください。えっとですね──』
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「……疲れました」

　カラオケを出た途端に灯あか理りがぐったりした様子でそう言った。

　結局襲撃はなかった。拍子抜けといえば拍子抜けである。

　しかし純粋にカラオケを楽しむことができたので相あい原はらにとっては大満足だった。

「灯あか理りさんって歌上う手まいですよね。尊敬しちゃう……」

「小さい頃からピアノやヴァイオリンを習っていたので。人並みには歌えますよ」

「意外とノリノリだったよな」

「全然ノリノリではありませんね。空回りしていた道みち真ざねに合わせてあげたんです」

「そうだな。確かに俺は歌の才能がないのかもしれないな」

「…………。……才能のせいにしていたら人間は成長できませんよ。道みち真ざねはリズムや音程に無頓着すぎるんです。上う手まくなりたいのなら正しい練習をする必要があります」

「ん？　ああ」

「具体的には自分の歌を録音してみるといいでしょう。どれだけ酷ひどいかわかりますから。あと自分のキーを知って歌いやすい曲を選ぶことも大切です。あとは腹式呼吸とか……」

「ふふ。灯あか理りさんって優しいですよね」

　牧まき田たに指摘されて灯あか理りがハッとしたように言葉を止めた。

「……何を言っているかわかりませんね。自分の下手すぎる歌に絶望してカラオケが嫌いになられたら寝覚めが悪いだけです。道みち真ざねが望むならば音楽的指導をしてあげてもいいですよ」

「いやあしかし楽しかったなカラオケ！　週一で行きたいものだ！」

「相あい原はらくん、全然気にしてないみたいですね……」

「…………」

　何な故ぜか灯あか理りが「心配して損した」みたいな顔をしていた。

　相あい原はらは腕時計を見下ろしながら言う。

「次はゲームセンターだな。こちらも楽しみで仕方がない」

「それよりも……フェイスの刺客はまだ来ないのでしょうか」

　灯あか理りが辺りをきょろきょろ見回した。渋しぶ谷やの街並みは人で溢あふれている。この中に殺し屋が混じっていたとしても普通の人間は気づけないだろう──しかし相あい原はらにはなんとなくわかる。

　殺意の流動性が薄い。つまり灯あか理りを狙っている人間の気配がない。

「大丈夫ですよ灯あか理りさん。さっき占ったので……」

「道みち真ざねにひっついたやつですか？　占いの方法はあれしかないんですか？」

「いえ……そういうわけじゃないですけど」

「だったら道みち真ざねには近寄らないほうがいいですよ」

「どうして怒ってるんですか？」

「怒ってません。公序良俗の問題を言っているのです」

　灯あか理りはぷんぷん怒りながら歩き出す。相あい原はらと牧まき田たは顔を見合わせてから彼女の後を追った。

　そうして渋しぶ谷や駅えきから徒歩数分の距離にあるゲームセンターに到着する。

　入店するとポップでデジタルな喧けん噪そうが耳じ朶だを打った。相あい原はらにとっての教科書『スタハイ』の主人公・土と岐き川がわ蓮れん斗とが不ぶ愛あい想そなヒロインと仲を深めた聖地でもある。

「騒々しいですね。道みち真ざねは何を目的にここへ来たんですか？」

「プリクラを撮ろうプリクラを」

「嫌です」

「それは残念だ。牧まき田たさんは何かやりたいゲームとかあるか？」

「あ……じゃあ音ゲーとかどうですか？」

「音ゲー？　そんなものがあるのか」

「えと……興味ないなら別にいいんですけど……三階に音ゲーコーナーがあるので」

　灯あか理りを振り返ると「好きにしてください」と肩を竦すくめている。牧まき田たは「ありがとうございます！」と嬉うれしそうに笑った。そのまま軽やかな足取りで階段をのぼっていく。

　三階も三階で熱気がすごかった。

　牧まき田たは一つの筐きよう体たいに近寄ると財布から謎のカードを取り出した。

「何だそれ」

「ユーザーデータを保存できるＩＣカードです。対応しているゲームなら複数種類のデータを記録できて……あとこれにお金をチャージしておくこともできます」

「詳しいな。この店にも慣れているようだし」

　牧まき田たが少し頰を染めた。

「……ゲーム好きなので。よければ相あい原はらくんもやってみませんか？」

「是非やってみたい！　でもルールがよくわからないな」

「簡単ですよ。お手本を見せますね」

　そう言って牧まき田たは筐きよう体たいにカードを突っ込んだ。

　やがて軽快なＢＧＭとともに画面が切り替わる。牧まき田たは無数の選択肢の中から一曲選んでボタンを押した。どうやら曲に合わせてタイミングよくノーツを弾いていくゲームらしい。

「カラオケでは歌に詳しくなさそうだったのに音ゲーは得意なんですね」

「こっ……これはですね。最近やってたアニメの曲なので……」

「アニメが好きなのか？」

「嫌いじゃないです……」

　曲が始まると大量の音符が降ってきた。難易度『SS-expert』。意味は不明だが難しそうだった。牧まき田たは目にもとまらぬ速度でノーツを処理しながらたどたどしく言葉を続ける。

「あの。ずっと気になってたんですけど……今日の予定にアニメショップありましたよね」

　ノーツをタッチするたびに『Excellent!!』という文字が煌きらめいた。

　灯あか理りが「へえ」と感心したように声を漏らす。

　普段の自信なげな様子からは想像もできないほど流麗な手さばきだった。

「もしかして……もしかしてですけど……相あい原はらくんもアニメとか好きなんですか……？」

「好きだよ。『スタハイ』のアニメはよく観みていた」

「!!──そ、そうなんですか……あの。どんなジャンルが好きですか？」

「青春モノかな。普通の世界を追体験できるものがいい」

「わ、私もそういうの好きです！　ちなみに最近は何観みてますか？　相あい原はらくんなら『さよ花』とか『テラクラ』とかチェックしてるかもですけど。今期はけっこう豊作ですよね！」

「すまん……今期とはどういう意味だ？　豊作とは米の収穫量の話か？」

　ブーッ!!　と小さなエラー音が鳴り響いた。

『Bad』の文字とともに音符が下のほうへと流れていった。

「あ……ああ……あああああ！　ミスっちゃった！」

「わっはっは！　気にするな。ゲームは楽しんでこそだぞ」

　がばっと牧まき田たが振り返った。何な故ぜか涙目になっていた。

「音ゲーは命なんですっ！　お二人は別のゲームを楽しんでください。私は……私はひとりでこれをやっていますので。ＥぱーＸふえＣくと達成したらそっちに行きます……！」

　そう言って猛烈な勢いで手を動かし始める。

　感情の機微がわからない。灯あか理りが「しょうがないですね」と溜ため息いきを吐ついた。

「この様子だと何を言っても聞きませんよ。私たちのことなんて視界に入ってません」

「そうだな……じゃあ一階に戻って別のゲームをするか」

　相あい原はらと灯あか理りは音ゲーに熱中している牧まき田たを置き去りにして階段を下りた。

　護衛の一人と離れるのは危険な気もしたが牧まき田たの役割は「危険予知」である。ゲーセンはまだ安全らしいので少しくらいなら平気だろう。

「牧まき田たさんは繊細ですね。今どき『今期アニメ』という単語を知らないほうが変なのに」

「そうなのか？　それは勉強不足だった」

「あなたも私と同じでかなりの世間知らずのようですね」

「まあずっと裏世界で汚れ仕事をやっていたからな」

　灯あか理りが振り返って首を傾かしげた。

「正直、あなたが人を殺している姿を想像できないのですが」

「誘拐されたときに犯人を退治してみせただろう？　あのときは殺さなかったが基本的にはあんな感じだ──とりあえずクレーンゲームでもしよう。どれがいい？」

「そうですね……じゃああれで」

　灯あか理りが指差したのはいちばん近くにあるファンシーな筐きよう体たいだった。

　死神やゾンビをデフォルメした感じのダークでポップなぬいぐるみが山と積まれている。

　百円玉を投入しながら灯あか理りは言う。

「これは今期アニメ『シャドウ・トリックの受難』に出てくるバケモノたちですね。可か愛わいい絵柄なのに意外とホラーテイストなところが見どころです」

「面白そうだ。きみと話を合わせるために後で観みてみよう」

　アームがのろのろと移動する。死神を摑つかもうとして──スカッと空振り。

　灯あか理りは無表情で五百円玉を投入した。

「これは純粋な疑問なのですが。どうして道みち真ざねは生きていられるのですか？」

「いきなり辛辣だな。どうした」

「あなたは暗殺者として多くの人間を殺してきたのでしょう。そういう人間が胸を張って普通の人間として生きるのは──こう言ってはなんですが虫が良すぎるのではないですか」

　スカッ。スカッ。二連続で失敗。

　相あい原はらは「ふむ」と顎に手を当てて考える。久く世ぜにも似たようなことを言われた。

「べつに殺したくて殺していたわけじゃないが……いや。これは言い訳か」

「……すみません。偏見だったかもしれませんね」

「孤児みたいなものだったんだ。俺の両親は息子に多額の借金を押しつけて死んだ。金を集めるのになりふり構っている余裕はなかった。裏世界の借金取りは怖いからな」

「返済できたのですか」

「もちろん。だから俺はこうして克こく礼れい館かん学院に通っている」

　スカッ。スカッ。五回目でようやく死神の鎌を摑つかむことに成功──しかし運んでいる最中に落っこちてしまった。灯あか理りがムッとした様子で再び五百円玉を突っ込む。

「……あなたは図太いですね。羨ましいです」

「灯あか理りは何な故ぜ自殺を仄ほのめかすんだ」

「何度も言ったじゃないですか。私がいると周りの人に迷惑がかかるんです。胸を張って『生きたい』なんて言えませんよ──だから私は死にたいと思わなければならないんです」

「俺たちは似ているのかもしれないな。境遇のせいで本当にしたいことができない。……とはいえきみは人を殺したわけじゃないだろ？　気に病む必要はないと思うが」

「先ほど私は『姉が死んだ』と言いました。あれは私が殺したも同然なんですよ」

「事情を聞いてもいいか」

「私と間違えて殺されました。それだけです」

　摑つかんでは落とし摑つかんでは落としを繰り返すアーム。

　相あい原はらは五百円玉の無駄遣いを見つめながら思う──やはりこの少女は心が優しいのだ。自分には幸福になる資格がないと思い込んでいる。だからこそ死んでしまいたいと思おうと努力している。しかしそれは相あい原はら道みち真ざねとは対極に位置する考え方なのかもしれなかった。

　──生きることを諦めては駄目ですよ。きっとお月様は微ほほ笑えんでくれるから。

　かつて暗殺者に救いの手を差し伸べてくれた人の言葉。

　この言葉があるからこそ相あい原はらはどんな目に遭っても生を楽しもうとするのだ。

「──ダメですね。二千円も使ったのにとれません。このアームちょっと貧弱すぎるんじゃないですか？　理不尽すぎません？」

「理不尽な運命は破壊するためにあるのだよ」

　灯あか理りが「は？」と眉をひそめる。

　相あい原はらは最後のクレジットを利用して筐きよう体たいのボタンを押した。

　アームがゆっくりと動いていく。死神に狙いを定める。タグを引っかけて宙ちゆ吊うづりにすることに成功。そのまま恐ろしいほど不安定な空中浮遊をして──アームが開き、

　ぼふん。

　景品が出てきた。

「ほら。これは俺を楽しませてくれたお礼だ」

　取り出し口からぬいぐるみを引っ張り出すとそのまま灯あか理りの胸に押しつけてやった。

　彼女は呆ぼう然ぜんと死神を抱きかかえていたが、やがて我を取り戻したらしい、

「──む、」

「む？」

「むかつきますっ!!　なんでそんなに上手なんですか!?」

　何な故ぜかキレられていた。

　相あい原はらは正直に答えることにした。

「この程度の器用さがなければ暗殺者なんて務まらない。それに漫画では必ずといっていいほど出てくるんだ──主人公がＵＦＯキャッチャーでぬいぐるみを獲得して女の子にプレゼントするという展開がな。ゆえに密ひそかに練習しておいた」

「理由がもっとむかつきますっ!!　死にたくなりましたっ!!」

　怒られた理由がよくわからなかった。

　灯あか理りは「はああ」と本日何度目かもわからない溜ため息いきを吐ついた。

「私があれだけ頑張ったのに。まったくあなたという人は……」

「そう文句を言うな。楽しかっただろ」

「…………。……まあ。ゲームセンターというのも悪くはないですね」

　灯あか理りは死神のぬいぐるみをモミモミと揉もんだ。

　揉もみながら「道みち真ざね、」と恥ずかしそうに名前を呼んでくる。

「あなたは本当に奇特な人ですね。こんな私に付き合ってくれるなんて」

「逆だろう。きみが俺に付き合ってくれているんだ。そのぬいぐるみは大切にしてくれよ」

「ほとんど私のお金でとったやつですけどね」

「細かいことは気にするな。──まあそういうことなんだ。俺もきみも理不尽な罪悪感を押しつけられてきたのかもしれない。だが生きていれば楽しい思いをすることはできる──闇の中でも月が微ほほ笑えみかけてくれる。きみはもっと世界に対して希望を抱くべきなんだ」

「私のせいで人が死ぬかもしれないのに？」

「そうならないために俺がいる」

　灯あか理りの表情が少しだけ柔らかくなった気がした。

「……今日のところは楽しむことにしましょう。せっかくのお出かけですから」

「一緒に青春を謳おう歌かしようではないか。もう一回クレーンゲームでも──」

　そのときだった。

　無線機から声が聞こえてきた。

『──おい月つき影かげ。灯あか理り殿を口説いている場合ではないぞ』

「口説いてなどいない」

『胡こ鈴すずはどうした』

「牧まき田たさんか？　一人でゲームをやっているはずだぞ」

　高たか辻つじが息を吞のむ気配がした。

『暗殺者に任せた私が馬鹿だったな。さっき部下を一人偵察に向かわせたのだが──音ゲーの画面に連中からのメッセージが残されていた』

「どういうことだ」

『胡こ鈴すずが消えた。フェイスに誘拐されたんだ』




〈オトモダチの顔を潰されたくなければ自殺しろ!!〉

　牧まき田たがプレイしていたはずの音ゲーに張り紙が張られていた。

　白銀巫み女この姿は忽こつ然ぜんと消えていた。『顔を潰す』という文句から考えてもフェイスの仕業に違いないだろう──つまり牧まき田た胡こ鈴すずは本当に誘拐されてしまったのだ。

　こういう手を使ってくるのかと相あい原はらは感心すらしてしまった。

　フェイスは物理的にではなく精神的に灯あか理りを暗殺しようとしているのだ。

「──やってくれたな。まさかゲーセンで仕掛けてくるとは」

　裏方に徹していたメンバーも灯あか理りのもとに集合していた。

　高たか辻つじの部下〝黒猫〟曰いわく──数分前にゲームセンターを出入りしている作業服の男がいたそうだ。裏に停とめてあるワゴンと店内を何度も往復して脚きや立たつやらゴミ袋やらを運んでいたので何かの業者だと判断したらしいが、先ほど店員に聞き込みをしたところ「業者が来る予定はない」とのこと。運ばれた荷物の中に牧まき田たが含まれていたのかもしれない。

「どうするの？　牧まき田たは護衛対象じゃないでしょ？　見捨てる？」

　乙おと坂さかが冷酷に言い放った。高たか辻つじが「馬鹿を言え！」と怒鳴り返す。

「胡こ鈴すずは大切な仲間だろうが。それにあの子が護衛チームにいるだけで敵に対する強い抑止力になる。未来予知ができる衰すい運うん雪せつ花かに手を出すのは余程の馬鹿者だよ」

「相手は余程の馬鹿者みたいだね」

「まったくだ！　道理を弁わきまえず本能だけで行動しおってからに」

　高たか辻つじは憤慨しながら部下たちに指示を飛ばし始めた。

　しかし相あい原はらは少し引っかかりを覚えた。本当に牧まき田たが占いによって未来予知できるならばむざむざ誘拐されるとは思えない。あるいは敵も異能を持っていたりするのだろうか。

「──これが、」

　不意に呟つぶやくような声が聞こえた。

　灯あか理りが顔面蒼そう白はくになって立ち尽くしていた。

「これが久く世ぜ灯あか理りの有害性ですよ。牧まき田たさんも死んでしまうのでしょう……何の罪もないのに……お姉ちゃんと同じように……誘拐されて殺されてしまうのでしょう」

「そうとは限らないだろう」

「誘拐犯の言う通りに……私が自殺してしまえば……」

　いつの間にか彼女の手にはナイフが握られていた。

　乙おと坂さかと斎さい藤とうがぎょっとしたように振り返った。灯あか理りの声に本気の〝殺意〟が宿っていたからだ。震える手がゆっくりと動く。鋭利な切っ先が細い喉元に突きつけられて──

「え？──」

「きみが死ぬ必要はない。こんな脅迫に屈したら駄目だ」

　相あい原はらはナイフの刃の部分を握りしめていた。

　指の薄皮が裂けてぷくりと血液がにじんでくる。灯あか理りが悲鳴をあげて柄を手放した。

　相あい原はらは奪い取ったナイフをそのまま背後に投とう擲てきしてダーツの的に突き刺してしまった。

「な──何をやっているんですか！　はやく治療しないと……」

「高たか辻つじさん。牧まき田たさんを乗せた車がどこへ行ったかわかるか」

「部下が追跡中だ。渋しぶ谷やを離れようとしているらしい」

「詳しい場所を教えてくれ。俺が助けに行く」

「それは時期尚早──いや、」

　高たか辻つじが自分のスマホの画面を見下ろした。何かのトークアプリが開かれているようだが詳細はわからなかった。やがて彼女はいつものように自信満々な笑みを浮かべて言う。

「やっぱり胡こ鈴すずの命は大事だ。キミに頼むのは癪しやくだが──救出に向かってくれ」

「馬鹿なの？」

　乙おと坂さかが口をはさんできた。

「敵はどう考えても灯あか理りが一人になるのを狙ってるでしょ。相あい原はらがここを離れたら誰が最大標的を護まもるわけ？　私は嫌だからね」

「じゃあ僕が久く世ぜさんのそばにいようか？」

「その必要はないぞ斎さい藤とう殿。灯あか理り殿は私と詐欺師で護まもる。交番に駆け込めば敵も簡単には手出しできないだろうからな──というわけで実際に誘拐犯を追いかけるのは、」

　高たか辻つじは相あい原はらと斎さい藤とうの顔を順々に見つめて言った。

「──暗殺者と武闘家だ。よろしく頼んだぞ」

「わかった」

　相あい原はらは灯あか理りのほうに向き直った。

　彼女は悄しよう然ぜんとした様子で死神のぬいぐるみを抱きかかえていた。

「灯あか理りは高たか辻つじさんや乙おと坂さかさんと一緒に待機していてくれ。牧まき田たさんは必ず連れ戻す」

「待って──」

　呼び止める声は聞かなかったことにした。

　相あい原はらは斎さい藤とうを引き連れてフェイスのもとへ向かう。





◇






　国道２４６号を爆走しながら〝蜥蜴とかげ〟と〝鶴〟は笑っていた。暗殺者〝月つき影かげ〟と相対して生き延びた人間はいない。しかし相対することさえなければこっちのものだった。

　ボスから下された指令は「衰すい運うん雪せつ花かを誘拐せよ」である。

　久く世ぜ灯あか理り本人を狙うのではなく周りから削そぎ落おとしていくという作戦だ。

〝蜥蜴とかげ〟は予あらかじめゲームセンターの女子トイレに潜伏していた。音ゲーコーナーを偵察していた〝鶴〟から「衰すい運うん雪せつ花かが一人になった」という報告を受けたことで作戦決行を決意。標的がトイレにやってきた瞬間を狙ってスタンガンで気絶させる。ズダ袋に放り込んだ後は作業員を装よそおってゲームセンターを脱出すれば完璧だ。

「──愉快だな。俺たちはあの〝月つき影かげ〟を出し抜いたんだ」

〝蜥蜴とかげ〟は煙草たばこを咥くわえながら笑みを浮かべた。ハンドルを握る〝鶴〟が首を傾かしげる。

「しかしトカさん。何で誘拐なんですかね？　殺しちまえばいいのに」

「ばぁか。衰すい運うん雪せつ花かの身柄を望んでいるヤクザ屋さんは山ほどいるんだよ。生きたまま引き渡せば一生遊んで暮らせるだけの金が手に入るぜ」

「顔は潰さなくていいんですか」

「衰すい運うん雪せつ花か本人じゃなくていいだろ。そこらの小娘を拉致って殺して顔を潰した写真を送りつけろって命令だ。そうすりゃ勘違いした久く世ぜ灯あか理りは壊れちまうだろうよ」

　後部座席には両手両足を縛られた白銀巫み女こ──牧まき田た胡こ鈴すずが横たわっている。

　顔面蒼そう白はく。猿さる轡ぐつわを嚙かまされているため声も出ない。意識を取り戻した直後は釣り上げられた魚のように暴れたが、拳銃をちらつかせると恐怖に身を竦すくませ大人しくなった。

「──ははあ。金ですか。ボスも色々と考えてるんですね」

「うちが〝死し屍し会かい〟から独立するためには金がいるからな。今回の依頼の報酬もめちゃくちゃ高額らしい。ニューヨークにマンションが建つほどだってよ」

「そりゃ依頼主が依頼主ですからね。そのぶん難易度は激高ですよ──もしかして久く世ぜ灯あか理りが死ぬまで護衛を一人ずつ始末していく方向ですか？　それじゃ月つき影かげはどうするんですかね」

「そこはボスがなんとかするって言ってたから平気だろ」

〝蜥蜴とかげ〟は吸い殻を灰皿に押しつけながら煙を吐いた。

　裏世界最高の称号をほしいままにする暗殺者〝月つき影かげ〟。

　確かに恐るべき相手ではあるが──ボスの前では脅威になり得ない。何な故ぜなら月つき影かげは人間の範はん疇ちゆうでの最強にすぎないから。ボスは生物という範囲において最強の力を誇っているから。

「ボスは死し屍し会かいが作った傑作ですからね。でもそういう意味じゃトカさんも強いんじゃないですか？　その腕──」

〝鶴〟に指摘されて〝蜥蜴とかげ〟は苦い表情を浮かべた。

　死し屍し会かいは人間をより強い生命体へと進化させようとしている。

〝蜥蜴とかげ〟が蜥蜴とかげと呼ばれている理由はこの腕にあった。

　改造された義手である。多くの刺客たちはこの腕に仕込まれた武器に不意打ちされて命を落とすのだ。また義手であるがゆえに破壊されたとしても痛いたくも痒かゆくもない。新しいものを準備すればいいだけなのである──蜥蜴とかげの尻尾のように。

「どうでもいい……そこを右折しろ。Ｄ地で車を捨ててＦ地に向かうぞ」

「はい承知しました──ん？　ちょっとトカさん、」

〝鶴〟が何かに気づいた。バックミラーをちらちら見ながら不審そうに眉をひそめる。

「どうした」

「いや……なんか追っかけてきますよ」

　思わず振り返ってしまった。

　そうして〝蜥蜴とかげ〟は見た──こちらが運転するワゴンの尻にぴったりくっつくようにして爆走する軽自動車。その助手席の窓からハンドガンを構えている暗殺者の姿を。
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　ぱぁん!!──チープな銃声が轟とどろいた。

　しかし弾丸は敵の車に命中することなくあらぬ方向へと飛んでいってしまった。

「威嚇射撃程度にしかならんな。やっぱり銃器というモノは苦手だ」

「あのさ道みち真ざねくん……何もこんな街中で戦いを始めなくてもよくない？」

　ハンドルを握る斎さい藤とうが呆あきれのにじむ笑みを浮かべて言う。

　ゲームセンターを飛び出した二人は路上に停とまっていた車を拝借することにした。

　どうやってエンジンをかけるのかと疑問に思ったが、斎さい藤とう曰いわく、

「言ってなかったけど僕はあらゆる施せ錠じようや電子ロックを無効化する【破壊】の異能を持っているからね。乗用車のイモビライザー程度なら触れただけで壊すことができる」

　そんなマジックみたいな能力が存在するのか？──しかし容易たやすくロックは解除されてしまったので真実なのだろう。そうして相あい原はらは斎さい藤とうの運転する車に乗って誘拐犯を追った。

　敵の位置は高たか辻つじがスマホで連絡してくれた。

　どうやら連中は港湾部に向かっているらしい。だが目的地に到着させる気はなかった。

　牧まき田たにこれ以上つらい思いをさせるのは憚はばかられたからだ。

「やつらが本拠地に着いたら人質事件になってしまう。さっさと片付けよう」

「了解。何かあってからじゃ遅いしね」

　相あい原はらは「うむ」と頷うなずきながら敵の様子を観察する。

　男が二人。どちらも見るからに裏世界の人間だった。

「──それにしても友達とドライブするのは楽しいな！　誘拐犯とカーチェイスではなく普通に路上を走りたかったが」

「そうだね」

「今度レンタカーで長距離ドライブしないか？　車中泊しながら列島を北上していくんだ。ああもちろん二人きりでな。道の駅を巡ったり一緒に温泉に入ったりしよう」

「そ、そうだね……」

　相あい原はらはじっと斎さい藤とうの横顔を見つめる。警戒されている気がするのは勘違いだと思いたい。

　不意に誘拐犯たちのワゴンが加速した。反撃ではなく逃走に徹するつもりらしい。これに応じて斎さい藤とうが思いっきりアクセルを踏んだ。

「追いつけるか？」

「どうだろう」

　辺りではクラクションの嵐が巻き起こっていた。休日の都内は交通量も多い。ワゴンが赤信号を強引に突破するのを目撃した斎さい藤とうは同じように交差点に突入。流星のごとく迫りくる無数の車両を韋い駄だ天てんの速度で切り抜けながらさらにスピードを上乗せした。

　これは警察に捕まりそうだな──そんなふうに考えているうちに誘拐犯は目前。

　乗用車をワゴンの右隣につけると驚きよう愕がくしたような二人組の顔が見えた。

　相あい原はらは左の窓を開けながら静かに声をかける。

「牧まき田たさんは返してもらうぞ」

「うるせえ!!　死ね!!」

　助手席に座っていた咥くわえ煙草たばこの男がいきなり銃口を向けてきて──発砲。しかし相あい原はらは車の扉を勢いよく開くことによって銃弾を撥はね飛とばしていた。

　驚きのあまり目を見開く煙草たばこ男おとこに向かってナイフを投とう擲てき。

　手首に突き刺さって銃がどこかへ飛んでいった。

　運転手の男が「トカさん!?」と悲鳴をあげた時にはもう遅かった。相あい原はらはワゴンの窓に足をかけるとそのまま転がりこむようにして車内へと滑り込んだ。

「ひ──ひいいいいい月つき影かげぇ!?」

「少し邪魔するぞ」

「ふざけんな！　ぶっ殺してやるッ！」

　そう言ってトカさんと呼ばれた男がナイフの突き刺さった手首を向けてきた。

　そんな腕では何もできないだろう──と思っていたら手首がいきなりスライスされたバターのようにぽとりと座席に落ちた。切断面から姿を現したのは鋭利な刃物である。腕の中に武器を仕込んでいたのだ。男はそのまま奇声をあげながら刃物を振るう。

「ぶっ!?」

　振るわれる前に肘鉄を顎に食らわせてやった。

　それだけでトカさんは脳のう震しん盪とうを起こして気絶してしまった。びっくり人間のくせして呆あつ気けなさすぎる。相あい原はらは興きよ醒うざめした気分を抱きながら足元に転がっていた古めかしい拳銃を拾い上げた。その銃口を運転手の側頭部に突きつけながら言う。

「死にたくなかったら車を止めろ」

「と──とめ、」

　男はがたがたと震えながら叫んだ。

「止められるかよっ！　この任務に失敗したらボスに殺されるんだ！　こうなったら……月つき影かげもろともビルに突っ込んでやる！」

「そんなことをしたら死んでしまうではないか」

「知ったことか！　テメエにむざむざ殺されるよりは百倍マシだ！」

　相あい原はらは嘆息した。手荒にやりすぎたせいでパニックになっている。

　無理にハンドルを奪おうとすれば暴れて大惨事になる可能性もあった。

　ワゴンの速度はすでに100km/hに突入している。このまま男の言う通りビルにでも突っ込まれれば裏世界最高の暗殺者でもただでは済まないだろう。

　ふと後部座席を見やる。両手両足を縛られ猿さる轡ぐつわを嚙かまされた牧まき田たと目が合った。

　ぼろぼろと涙をこぼしながら必死に視線で助けを求めている。

「おい止まれ。さすがに洒落しやれにならんぞ」

「ふ……ははは……このまま突っ込んでやるぜ……やるぜ……」

「ここで気絶しているのは仲間じゃないのか？　勝手に巻き込んでいいのか？」

「いいんだよッ!!　トカさんだって月つき影かげを殺せるなら本望だろうッ!!」

　ワゴンが車道を外れて歩道に乗り上げる。すぐそこに街路樹が迫っている。

　相あい原はらは思案する──通行人はいない。べつにコンビニに突っ込むわけでもないので巻き添えを食くらう一般人はいないはずである。となれば──

「──まあいいか！　そんなに死にたいなら勝手に死んでいろ」

「は？」

　相あい原はらは銃を引っ込めると後部座席へと移動した。

　牧まき田たの身体を抱きかかえる。運転手の怒声を無視しながらドアを強引にこじ開けた。びょおびょおと吹きすさぶ突風。恐ろしい速度で流れていくアスファルトの地面。

「道みち真ざねくん！　こっち！」

　後ろのドアを開けたまま並走する斎さい藤とうの車がそこにあった。

　完全に右側走行。そこかしこからクラクションや怒鳴り声が聞こえてくる。

　しかし何も問題はない。斎さい藤とうには伝えてあるのだ──「俺が脱出の合図をしたら乗り移れるように幅寄せをしてくれ」と。

「ま──」

　誘拐犯が何かを言おうとした。しかし相あい原はらは構わずに車を飛び降りた。

　微妙に位置がズレていた。

「あれ？」

「ちょっ……道みち真ざねくん!?」

　足を踏み外した。しかし相あい原はらの判断は迅速だった。

　車内に滑り込むのが難しいと悟った瞬間全力で牧まき田たの身体を放り投げていた。ぼふん！──と座席の上で巫み女こが跳ねるのを見届けた後、なんとかドアに指を引っかけようとして、

　引っかけ損ねた。

　次の瞬間──鼓膜を破るような衝突音を聞いた。

　ワゴンがそのまま街路樹に突っ込んで魚のように飛び上がっていた。

　巻き上がる悲鳴。飛び散る細々とした部品。

　しかしそれどころではなかった。

　相あい原はらの身体は地面に落下してゴツゴツとしたアスファルトの上を転がった。幸いなのは後続車がいなかったことだろう──何度かバウンドしながら辛かろうじて受け身を取る。そうして気づいたときには大の字になって公道に寝そべっていた。

　慌てて停車した斎さい藤とうが「大丈夫!?」と叫びながら駆け寄ってくる。

　大丈夫のはずがなかった。普通の人間だったら死んでいる。

　でもまあ。

　相あい原はらは青空を見上げながら呟つぶやいた。

「………………………………死んでないからよしとするか」

　骨は折れたかもしれないが。

『おい月つき影かげぇ！　そんなところで寝ていたら轢ひかれて路上のシミになるぞ！　立て！』

　無線がごうごうと音を立てていた。

　探偵の様子からして向こうも無事らしい。

　相あい原はらは万感の思いを抱きながら目を瞑つぶるのだった。
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　目を開けたらベッドに寝かされていることに気がついた。

　病室かどこかに運ばれたのだろう──と思ったが違った。漫画のつまった本棚しかない殺風景な部屋。久く世ぜ家けに設しつらえられた相あい原はら道みち真ざねの自室だった。

　窓から西日が差し込んでいる。時計を見ると夕方の六時だった。

「……随分寝てしまったようだ」

「道みち真ざね……？」

　声が聞こえた。ベッドの隣の椅子に灯あか理りが座っていた。まるで幽霊でも目撃したかのように目を丸くして──しかしすぐにむすっとした表情を浮かべて腕を組む。

「……起きたようですね。どこか痛いところはありませんか」

「痛いところなどない」

「噓うそですよね。だって車から転げ落ちたって聞きましたよ」

「俺は丈夫だからな」

「道みち真ざねは大おお怪け我がをしたんです。それを私の【治癒】の能力で治してあげたんですよ。あなたは気絶したので知らないでしょうが……内臓が飛び出たりして大変だったんですからね」

「内臓？　そんな馬鹿な」

「口答えしないでください」

　灯あか理りは伏し目がちに呟つぶやいた。

　この少女はずっとベッドのそばにいてくれたのだろうか。

「……灯あか理りには感謝しなければいけないな」

「まったくですよ。あなたは無茶しすぎなんです」

「囮おとり作戦はどうなったんだ？　牧まき田たさんは無事なのか？」

「無事です。今回の作戦は誰ひとり欠けることなく終わったんです──道みち真ざねのおかげで」

　相あい原はらは達成感のようなものを覚えた。人を殺す任務を失敗したことはほとんどないが、人を護まもる任務を成功させたのは初めてだったからだ。

「──道みち真ざね。あなたは愚かにも満足感を抱いてはいませんか」

　しかし灯あか理りは険しい顔をして睨にらんでくるのだった。

「満足するのは当然じゃないか。みんな無事だったんだから」

「どこが無事なんですか。あなた自身がひどい目に遭ったのに」

　意外なことを言われた気がした。

　だがその意見は的外れなのだ。相あい原はらは諭さとすように語りかけた。

「大したことではないぞ。暗殺者時代はもっとひどい目に遭ってきた。金持ちに使われる側の命はいつだってプラスチックのように軽い。走行中の車から転げ落ちるくらい些さ細さいなことなんだ。まあ確かに一般市民の皆様には迷惑をかけてしまったかもしれないが──」

　ぼすん。

　胸の辺りをグーで殴られた。

「……むかつきます」

　泣きそうな瞳でジッと見つめられた。

「私のためにあなたが傷つくのは許せません。牧まき田たさんだって私がいなければ誘拐されることはなかったでしょう。これで道みち真ざねや牧まき田たさんが死んでいたら私は自殺していました」

「灯あか理り。このグーはめちゃくちゃ痛かった」

「!?──ご、ごめんなさいっ！」

　慌てた様子で拳を相あい原はらの胸から離した。

「気に病むことはない。俺の仕事はきみを護まもることなのだから」

「あなたはゲームセンターで『俺たちは似ている』と言いましたよね。確信しました──全然似てなんかいませんよ。あなたは最大標的ではないのですから。私が前向きになれない理由を心の底から理解できる日は来ないのでしょう」

「……それもそうだな。俺たちは似ていない。きみだって自らの手で人を殺したことがあるわけじゃないんだ。日常を楽しみたい俺の気持ちはわからないだろう」

「私たちは分かり合えないのかもしれませんね」

　それは悲しい響きを伴った台詞せりふだった。

　しかし灯あか理りは「でも、」と泣きそうな顔をして言うのだった。

「私のせいで道みち真ざねが傷つくのは悲しいんです。それだけはわかってくださいね」

「わかった。きみが望むなら無理せずのんびり護衛を続けるとしよう」

「善処してください」

「ああ」

　灯あか理りは「もう護衛をするな」とは言わなかった。

　西日に照らされた彼女のかんばせは真っ赤になっている。

　自うぬ惚ぼれの可能性もあるが──たとえ分かり合うことができなかったとしても──久く世ぜ灯あか理りは相あい原はら道みち真ざねのことを「必要だ」と思ってくれているのだ。

　暗殺者の凍いてついた心が少しだけ溶けていった。

　やはりこの少女は優しい。昔と何も変わっていない。

　早くフェイスの正体を突き止めて危難を取り除いてやらなければ──

「──そういえば敵はどうなったんだ？　正体はわかったのか？」

「さあ。それは高たか辻つじさんが調べている最中で……」

「相あい原はらくん！　目が覚めたんですね」

　開け放たれていた扉の向こうから牧まき田たが現れた。

　小走りでこちらに駆け寄ってくる。

「牧まき田たさん。元気そうで何より──」

「よかった！」

　いきなり右手を包み込むようにして握られた。

　まるで生き別れの恋人に再会したかのようなテンションだった。

「よかったぁ。本当によかったです……裏世界最高の暗殺者でも死んじゃうんじゃないかって不安だったんです……路上をごろごろ転がったそうですから……」

「そうか。でもそんなことはいい──きみが無事なら」

「…………!!」

　牧まき田たが目を丸くしてフリーズした。

　相あい原はらの手を握りしめたまま消え入りそうな声で言う。

「……ありがとうございます。私を助けに来てくれて」

　そこまで感謝されれば悪い気はしなかった。

　灯あか理りが頰を膨らませて「道みち真ざねっ」と名前を呼んでくる。

「今日の夕飯は何がいいですか」

「え？　夕飯？──そうだな。オムライスがいいな」

「では奏かな理りに頼んでおきましょう。それと牧まき田たさんはそろそろ道みち真ざねから離れてくださいね。この人はこんなのでも一応怪け我が人にんなんですから」

「は、はい。すみません」

　灯あか理りは強引に牧まき田たを引き離してしまった。

　この少女は相あい原はらが牧まき田たとくっつくと途端に不機嫌になるのだ。感情の動きがよくわからないな──と思っていたら今度は「月つき影かげぇ！」というお馴な染じみの声が耳じ朶だを震わせた。

「生きていたんだな！　やっぱり暗殺者はドブネズミのようにしぶとい」

　探偵の高たか辻つじ翠すい花かが遠慮ゼロで部屋に入ってきた。彼女の後ろには乙おと坂さかの姿もある。

　高たか辻つじは「はいこれお見舞いの品」と言ってバナナを寄越してきた。

「ありがとう。そういえば嗣つぐ仁ひとはどうした？」

「斎さい藤とう殿は事件の揉もみ消けしに尽力してくれている。このままだとキミは逮捕されるからな」

　それはありがたいが残念である。

　後で「お見舞いに来てくれないか？」と頼んでみよう。

「しかしやってくれたな月つき影かげ。認めたくないがキミのおかげで囮おとり作戦は大成功だ。我々はフェイス撃滅のための大きな一歩を踏み出したのだ」

「そうなのか？　誘拐犯の二人はどうなったんだ」

「死んでないよ」

　乙おと坂さかが言う。

「私が持ってる牢ろう屋やに閉じ込めてあるの。少し探ってみたけどあいつら本当にフェイスの構成員みたいだね。前回みたいな雇われの破落戸ごろつきじゃない」

　あとは詐欺師の乙おと坂さかが情報を引き出せれば解決というわけか。最初はどうなることかと思ったが意外に首尾よく進んだらしい。映画やショッピングの予定が潰れたのは残念だが──

「──いや。すでにフェイスの正体は突き止めたぞ」

「は？　何言ってんのヘボ探偵」

　乙おと坂さかの声を無視して高たか辻つじは牧まき田たに近づいた。困惑する白銀巫み女この前に立った探偵は──いきなり彼女の巫み女こ服ふくに手を突っ込んで容赦なくまさぐり始めた。

「にゃっ!?　ちょっ、あはははははははは!!　くすぐらないで～!!」

「くすぐりではないっ！　じっとしていろ！──よし取れた」

　高たか辻つじは何かを引っ張り出した。小さな機械のように見えたが相あい原はらにはよくわからない。

　乙おと坂さかが度肝を抜かれたような顔をして「まさか」と呻うめいた。

「それ……盗聴器？」

「ご名答！　正確には発信機も兼ね備えたハイブリッド製品だがな」

　高たか辻つじは自信満々に笑っていた。

　牧まき田たが息を荒くしながら恨めしそうな視線を探偵に向ける。

「もしかして……こういうことだったの？　私の身の安全を占ったのって……」

「察しがいいな。この囮おとり作戦の要はキミだったのだよ胡こ鈴すず。とはいっても十二個の作戦パターンのうちの一つにすぎなかったのだが」

「どういうことですか？　詳しく説明してください」

　灯あか理りの疑うような視線を受けた高たか辻つじは「よかろう！」と大おお袈げ裟さなポーズをとった。

「実はゲームセンターに不審者が潜んでいることは承知していた。ずーっと遠隔で監視カメラをチェックしていたからな。そしてその不審者がここ数日胡こ鈴すずをストーキングしている不届き者だということもわかっていた」

「え？　私ストーカーされてたの？」

「最初からやつらはキミを狙っていたのだよ。キミがいる限りトラップの一切は無効化されてしまう。護衛チームで最も厄介なのは探偵でも暗殺者でもなく占い師なんだ」

「わからん。牧まき田たさんのストーカーがフェイスだという証拠はあったのか？」

「フェイスに接触した情報屋によるとやつは執しつ拗ように衰すい運うん雪せつ花かの情報を集めていたらしい。この時点で私はフェイスが最初に護衛を片付けるつもりなのだと理解した。情報屋が消息を絶った日にちとストーキングが開始された日にちはほぼ一致しているのだ」

「ちなみにその情報屋はどうして相手がフェイスだとわかったんだ」

「自分で言ったそうだ──『久く世ぜ灯あか理りに殺害予告をした』とな」

　それは奇妙に思えなくもない。しかし高たか辻つじは「それはともかく」と話を元に戻した。

「胡こ鈴すずが狙われていることを知った私は利用してやろうと思った。すなわち──灯あか理り殿を囮おとりに見せかけた囮おとり作戦を決行した。やつらはまんまと引っかかったというわけだな。ゲームセンターに入る前に私は胡こ鈴すずに指示を出しておいたんだ。『タイミングを見て一人になれ』と」

　確かに牧まき田たが音ゲーに熱中し始めたのは不自然だったような気もする。

「……それで牧まき田たさんが殺されていたらどうするんですか」

　灯あか理りが少し怒ったように言った。

　しかし高たか辻つじは柳に風といった様子で手をひらひらと振る。

「胡こ鈴すずは予あらかじめ自分の運勢を占っておいた。特に問題はなかったのだろう？」

「そうだけど……中吉だったし……相あい原はらくんが助けてくれたし……」

「つまり胡こ鈴すずの身の安全は保障されていたのだよ」

「でも牧まき田たさんはスタンガンで気絶させられただろう」

「む……」

　探偵は罰が悪そうに目を背けた。

「……悪かったな胡こ鈴すず。言われてみればキミの扱いが雑すぎたかもしれない」

「べつにいいけど……翠すい花かちゃんのことだから……」

　牧まき田たの顔色にはどこか諦観めいたものがあった。二人は友達らしいが──牧まき田たが高たか辻つじのせいで苦労を味わってきたことは想像に難かたくない。そういう関係も憧れるなあと相あい原はらは思う。

「まあ胡こ鈴すずはぞんざいに扱ってもいいタイプの人間だしな」

「どういう意味だ」

「後々わかる。この子はキミが思ってるほど純粋な人間じゃないぞ」

「す、翠すい花かちゃん……！」

「話を戻そう。この作戦の目的は『胡こ鈴すずを敵の本拠地に潜らせて情報を探ること』だ。もう少し泳がせて盗聴する予定だったが、その必要がなくなったので早めに救出してもらった」

「目的を達成したということか？」

「ああ。〝トカさん〟と〝鶴〟のお二人はべらべらと雑談しながら組織の情報を暴露してくれた。フェイスの正体はわかったも同然だ。あれ以上深入りするのも危険だったしな」

「雑談内容がデタラメである可能性は」

「〝桃色の旋せん風ぷう〟は真偽を見抜く目を持っているのだよ」

　意味がわからない。異能の一種だろうか。

　乙おと坂さかが「で？」と溜ため息いきを吐ついて言った。

「フェイスって何なの？　あんたが姑こ息そくな策略を練っていたことはわかったけど」

「暴力団〝死し屍し会かい〟の下部組織〝クラスタ〟だ。公式ＨＰホームページによれば構成員は五十人とされているが誇張だろうな。こういうのは盛るのが一般的だから。そしてボスの名前は横よこ山やま時とき平ひら。裏世界ではそれなりに名の通っている殺し屋だ」

「クライアントは？」

「だいたいの見当はついているのだが──ところで詐欺師よ。キミは今回パフェとフライドポテトを食べているだけだったよな」

「は？　それの何が悪いの？　べつに私にできることなんてなかったんだし」

「これでは久く世ぜ殿からいただける報酬が減るかもしれないぞ」

　乙おと坂さかが言葉を詰まらせた。

　苦々しい表情をしながら「はいはい」と腕を組む。

「──ヘボ探偵はいちいち五う月る蠅さいよね。働けばいいんでしょ働けば」

　かくして敵を追いつめるための作戦は進んでいく。

　まさか高たか辻つじが無断でこんな策を巡らせていたとは思いもしなかったが──敵の情報が摑つかめたのだからよしとしよう。裏世界の人間は結果主義なのだ。

　相あい原はらは椅子に座っている灯あか理りの姿を見つめた。

　月色の少女は不満そうに護衛たちの様子を眺めていた。

　しかしその双そう眸ぼうに幽かすかな希望が浮かんでいるのを相あい原はらは見逃さなかった。




　その晩は久く世ぜ邸ていで夕食会が開かれた。

　メニューはオムライス。高たか辻つじ曰いわく「囮おとり作戦の成功祝い＆敵を撃滅するための決起会」という意味合いの晩ばん餐さんらしい。相あい原はらとしてはクラスメートと食事ができるのが楽しくて仕方がなかった。作業を終えた斎さい藤とうがこちらに寄らずに帰ってしまったのは残念だったが。

　夕食中は今期アニメの話になった。灯あか理りが『シャドウ・トリックの受難』を話題に出したら牧まき田たが食いついてきたのである。アニメ好きという意外な共通点が発覚した二人はオムライスを食べながら会話を弾ませていた。あのキャラが好きだとかあのキャラとあのキャラの関係性がこそばゆいだとか。正直相あい原はらにはついていけない領域である。

　一方で高たか辻つじと乙おと坂さかは推理小説について議論をしていた。乙おと坂さかがトリックの例を挙げて「あんたには解けないでしょ？　馬鹿だから」と挑発した途端ムキになった高たか辻つじが「私の異能を使えば一瞬で解決できる！」「異能使ったら意味ないでしょ？」「使えるモノは何でも使うのが合理的だろ」「インチキで解決するなんて探偵の風上にも置けないね！」「なんだとこのっ！」「おい摑つかむなヘボ探偵！　ケチャップがつくでしょーが！」──取っ組み合いの喧けん嘩かが始まる。

　アウェーな空気だったが別にそれでもよかった。クラスメートが楽しそうにしているだけで相あい原はらにとっては満足だからだ。しかしメイドの奏かな理りはそうは思わなかったらしい。

　彼女はくすくすと揶揄からかうような笑みを浮かべながら耳元で囁ささやいてきた。

「相あい原はら様はぼっちですね。灯あか理り様と話せなくて寂しいですか？」

「そうは思わない。みんな愉快そうで何よりだ」

「私がお相手して差し上げましょうか？　将棋でもします？　私に勝てたら灯あか理り様のとっておき情報を教えてあげますよ。かわりに負けたら私のお願いを一つ聞いていただきますが」

「おお！　面白そうだな！　十枚落ちで頼む」

「やる気あるんですかハンデ要求しすぎでしょ」

　奏かな理りは文句を言いながらも将棋セットを用意してくれた。

　ぱちぱちと駒を並べながらメイドは言う。

「それにしても灯あか理り様は明るくなりましたね」

「そうか？　すぐに自殺を仄ほのめかす問題児だと思うが」

「そうですけれど──あなたが来てから別人のようになりましたよ。さあ先手をどうぞ」

　よくわからないのでド真ん中の歩ふを前に進めることにした。

　奏かな理りは「中なか飛び車しやですか」と感心したように呟つぶやきながら角かく道みちを開けてくる。

「前の灯あか理りはどんな感じだったんだ」

「他の護衛の方々を信用していませんでした。慣れ合おうとはしなかったのですね──しかしご覧ください。いまの灯あか理り様はまるで普通の少女のように護衛たちと語らっています」

　灯あか理りは牧まき田たと楽しそうに会話をしている。その口元には微かすかな笑みが浮かべられていた。

「喜ばしいことだな。仲がいいに越したことはない」

「そうですね」

　奏かな理りは相あい原はらの飛ひ車しやを奪いながら言った。

「でも灯あか理り様がいちばん仲良くしたいと思っているのは相あい原はら様なんですよ」

「俺？　何な故ぜ」

　金きんも銀ぎんも角かくも取られていた。もうおしまいだった。

「あなたが来てから灯あか理り様の生活は一変しました。生きることに対して少しだけ前向きになることができたのです。だから……絶対にあの方を死なせないでくださいね。絶対にあの方のもとから離れないでくださいね。これは敗者に対するお願いですよ」

「わかっているさ。……ん？　敗者？」

「詰つみです。激よわですね」

　いつの間にか惨ざん敗ぱいしていた。

　奏かな理りは「さて」と笑いながら立ち上がった。

「私は片付けをしなければなりません。相あい原はら様──ずっと灯あか理り様のことを見守っていてあげてくださいね」

「負けたからには約束を守ろう。護衛を強化すればいいということか？」

「それもそうですが。あの方と心を通わせるように努力をしてください」

　奏かな理りはミステリアスに笑って去っていった。

　そうして夕食会はお開きとなる。

　高たか辻つじと乙おと坂さかは最後まで喧けん嘩かしながら仲良く久く世ぜ邸ていを後にした。高たか辻つじとＢ班（乙おと坂さか・斎さい藤とう）の三人は住み込みで働いているわけではないのだ。一方でＡ班（相あい原はら・牧まき田た）は屋や敷しきに部屋を与えられている。牧まき田たは食器を片付けると「録とり溜ためたアニメを消化しますので！」と言って自室に駆けていった。灯あか理りも「お風ふ呂ろに入ってきます」とその場を後にする。

　相あい原はらは奏かな理りのお願いを忠実に聞き入れることにした。

　風ふ呂ろ場ばまで護衛をするわけではない。あくまで脱衣所で待機するだけである。

　浴室ドアの向こうから灯あか理りの鼻歌が聞こえてきた。今日のカラオケでも歌っていたアニメのオープニングだろうか？──そんなふうに考えながら相あい原はらは目を閉じる。

　ふと思い起こされるのは昼間の楽しい出来事……ではなかった。

　暗殺者として裏世界を駆け回っていた物騒な日々のことだ。

　殺害した人間の悲鳴。血液。肉。借金取りによる暴言。暴力。真っ赤に染まっていく床。こぼれた臓物。腐臭。蠢うごめく蛆うじ虫むし──夜になるとどうしても嫌な記憶ばかりが呼び起こされる。

　表の世界に来れば解放されると思っていた。

　しかしどうだろう。未いまだに相あい原はらを苛さいなむ〝闇〟が切り払われる気配がない。

　このまま克こく礼れい館かんで学校生活を送っていれば解決するのだろうか。

　月の少女のもとで楽しい日々を過ごしていれば浄化されるのだろうか。

　そうだ灯あか理りだ。灯あか理りさえいれば相あい原はら道みち真ざねは救われるはずなのだ──

「えっ」

　がちゃりと浴室ドアが音を立てて開いた。

　驚きに満ち満ちた声が聞こえた。

　振り返る。そこにはお風ふ呂ろ上あがりの灯あか理りが立っていた。

　月のような金髪から雫しずくが滴したたり落おちていった。湿った肌は滑らかな乳白色。こうして眺めていると作り物のように綺き麗れいだなと相あい原はらは思った。

　つまり一糸まとわぬ最大標的。あまりにも無防備だった。

　視線が交錯する。

　次の瞬間──バン!!　と光の速さでドアが閉じられた。

　灯あか理りはそのまま浴室の中へと戻ってしまった。

　数秒間沈黙が場を支配する。やがて上うわ擦ずったような声が漏れ聞こえてきた。

「ご……ごめんなさい。まだ入ってました……」

　どうして謝る必要があるのだろうか。

　擦すり硝子ガラスに浮かび上がる肌色のシルエットを眺めながら相あい原はらは腕を組む。

「入浴しに来たわけじゃない。奏かな理りさんに片時も離れず護衛をしろと言われたんだ」

「お、お風ふ呂ろまでついてこなくていいですっ！　あっち行ってくださいっ！」

「そうはいかない。敵はいつ襲ってくるかもわからないんだ。さらに言えばどんな手段を使ってくるかもわからない。爆弾が仕掛けられている可能性も──」
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　そこでふと相あい原はらは思い出す。高たか辻つじが牧まき田たの服に盗聴器を仕込んでいたことを。

　ああいうことをされている可能性も捨てきれなかった。

　脱衣所のカゴに目を向ける。そこには灯あか理りが脱いだ服が収められていた。

　どうせならこのタイミングで調査しておこうではないか。

「灯あか理り。これからきみの服を調べようと思う」

「は？」

「何か仕掛けられている可能性がある。こういうのは虱しらみ潰つぶしにやったほうがいい」

「ちょっ……やめてくださいっ！　訴えますよ!?」

「さて！　まずは上着から調べようではないか！」

「や──や……、」

「これは問題ないな。だがもっと奥深くに仕込まれているかもしれない」

「やめろって言ってるでしょうがぁ──────────っ!!」

　バンッ!!──と今度は浴室ドアが開かれていた。

　顔を真っ赤にした灯あか理りが飛びついてきた。暗殺者〝月つき影かげ〟の瞬発力をもってすれば回避することは容易たやすかった──しかしここでアクシデントが起きた。

　そうとう慌てていたのだろう。灯あか理りが足を滑らせてつんのめったのである。

　相あい原はらが避ければ彼女は顔面を床に叩たたきつけることになる。

　判断は迅速だった。相あい原はらは下着を捨てて灯あか理りの正面に立ちはだかると──

　ぎゅっ。

　そのまま彼女の裸体を抱きとめていた。

「……へ？」

「──大丈夫か？　滑るから気をつけたまえ」

　灯あか理りの身体から燃えるような熱が伝わってくる。

　表情は見えなかった。しかし鼓動が速い。耳まで赤くなっている。彼女がどんな状態にあるのかはなんとなく想像がついた。何な故ぜなら似たような展開を漫画でよく読んだからだ。

　これはもしかしたらマズイやつかもしれない。

　そう思った相あい原はらは素直に謝罪することにした。

「──すまない！　こういう時どんな対応をすれば殴られないのかわからないんだ」

「道みち真ざねのばかぁっ！」

　殴られはしなかった。

　かわりにぎゅーっと抱きつかれて泣かれた。

　これはやってしまったな──心が痛まない暗殺者でも己の失敗を自覚するのだった。




　三十分後。

「……悪かった。やはり俺には社会常識というものが欠落している」

「……べつにいいですよ。悪気はなかったみたいですし」

　相あい原はらと灯あか理りは食堂で向かい合っていた。水色のパジャマに身を包んだ最大標的は不ふ貞て腐くされて頰ほお杖づえをついている。相あい原はらは珍しく内心で焦燥感が募るのを自覚した。

「俺も同じことをして詫わびよう。服を脱いできみに抱きつけばいいか？」

「そんなことをしたら警察を呼びますよ」

「じゃあどうすればいい」

　灯あか理りは「はああ」と魂の抜けるような溜ため息いきを吐いた。

「……あなたは本当に裏表のない人間ですね。他の護衛の方々とは少し違うようです。そういうところは嫌いじゃありません」

「意味がわからない。それよりも贖しよく罪ざいを──」

「ではお茶を汲くんできてください。ちなみに私は緑茶派ですよ」

　キッチンで緑茶を淹いれてダイニングに持ってくる。

　再び向かい合って座った。灯あか理りは湯ゆ吞のみに両手を添えたままジッとしていた。

　明らかに呆あきれられている。しかし怒りの気配は感じられなかった。

「道みち真ざね。私は礼儀正しい人間でありたいと思っています」

「そうなのか。見習いたいものだ」

「なので今回のことに関しては──囮おとり作戦のことに関してはお礼を言っておきます。ありがとうございました」

　風ふ呂ろの話は終わってしまったらしい。

　彼女が気にしていないのならば深掘りするのは控えておこう。

「仕事だからお礼は必要ない。今月の二十五日には初めてバイト代が振り込まれるんだ。次は自分のお金でカラオケやクレーンゲームをしたいな」

「それですよ」

　灯あか理りが絞り出すように声を漏らした。

「もちろん私を護まもってくれたことには感謝しています。けど……あなたは私を楽しませようとしてくれましたよね。本当は私のほうがあなたを楽しませなければならないのに……」

　自分は何を言われているのだろう？──困惑しているうちに灯あか理りはこう言った。

「……今日は楽しかったです。道みち真ざねのおかげで。それも含めてありがとうございました」

　心がときめいてしまった。

　むしろ自分は灯あか理りに契約を履行してもらった気でいたのに。

　だが結果的に彼女も楽しんでくれたのなら言うことはない。

「──どういたしまして」

「はい」

「灯あか理りさえよければまた一緒に出かけよう。世界は楽しいことに満ちているのだ」

　灯あか理りがかすかに笑った。しかしすぐに表情を曇らせてしまう。

「……私はあなたに噓うそをついているんです」

「噓うそ？」

「明かすことはできませんけれど。本当なら私のような人間にはあなたと一緒にいる資格なんてないんです。だから──あんまり深入りするのはやめてください」

「それを言うなら俺だってきみに隠し事をしているぞ」

　相あい原はらはそこはかとない緊張感を覚えながら言葉を続けた。

「実は昔きみと会ったことがある。その時とんでもない罪を犯してしまった」

「初耳です。何をやらかしたんですか」

「きみと同じで明かすことはできない。知られたらきみに憎まれる。だからまあ──ひとまずお互い様ということにしておこうではないか」

「よくわかりませんが……あなたの罪に比べたら私のほうが百倍浅ましいですよ」

「それは詳細を知らないから言えるんだ。俺のほうが千倍やばい」

「……確かにお互い様ですね。ではしばらく詮索はナシにしておきましょう」

　灯あか理りがどんな噓うそを吐ついているのかは知らない。

　しかし相あい原はらの欺きに比べたら月と鼈すつぽんのような有あり様さまに違いなかった。

「それはさておき。今日のお礼をしてあげたいのですが──何か欲しいものはありますか？」

「いらない。金なら久く世ぜさんからもらう」

「そうはいきません。ドリーを取っていただきましたので」

　ドリーとは死神のぬいぐるみのことらしい。

　律りち儀ぎな人だな──と思いながらも灯あか理りの性格を気に入り始めている自分に気づく。

　だがお礼と言われても困った。相あい原はらの望みは「普通の世界で普通に暮らすこと」である。しかも現在それが手に入りつつある。明日も学校に行ければそれでいいのだ──

　──ん？　学校？　明日は月曜日？

　そこで相あい原はらは雷に打たれたような衝撃を覚えた。

「──宿題」

「え？」

「宿題やってない」

　心底呆あきれ果はてたような視線が注がれた。

「計画性ゼロですね」

「外出が楽しみすぎて完全に忘れていた。ちょっと待っててくれ」

　相あい原はらは一目散に自室へ直行。机の上から数学と古文のプリントを回収すると大急ぎでダイニングに戻ってきた。そうして灯あか理りの隣の椅子にさりげなく座る。

「……なんですか。いきなり隣に来て」

「灯あか理り。手伝ってくれ。というか教えてくれ」

「…………」

　時間が止まったような気さえした。

　やがて灯あか理りは「仕方がないですね」と本当に仕方がなさそうに言った。

「今回だけですよ。私が教えてあげますから」

「おお！　ありがとう！」

　灯あか理りが渋々といった様子で身を寄せてくる。

　月色の髪からふわりと柑かん橘きつ系けいのいいにおいがした。お風ふ呂ろ上あがりだからだろうか。

「きみはいいにおいがするな」

「!?──そ、そんな不ふ埒らちなこと言ってると教えてあげませんよ……!?」

「すまない。悪かった。謝るから見捨てないでくれ」

「…………。……ほらプリント見せてください。今週の復習なのですぐ終わります」

　灯あか理りは少しだけ緊張した様子で丁寧に教えてくれた。

　感慨深いものを感じてしまった。こうして同級生に勉強を教えてもらうのも青春をしているようで素晴らしい──この調子でいけば灯あか理りとも友達になれるかもしれないな。

　そんなふうに希望を抱きながら相あい原はらは数学の問題を解いていく。

「何回言えばわかるんですか。移項したらプラスとマイナスが逆転するんです」

「なるほど！　そういう観点から考えると全部やり直しだな！」

「……死にたくなってきました」

　そうして夜は更ふけていく。これさえ乗り越えれば楽しい楽しい学校の始まりだ──相あい原はらは希望に満みち溢あふれた気持ちでいた。

　だが心配事がないわけでもない。

　目に焼き付いた光景が頭から離れないのだ。

　風ふ呂ろ場ばで目撃した灯あか理りの素肌──見間違いでなければ殴られたような痣あざがあった。

　自殺目的の自傷ではないだろう。灯あか理りにはその勇気がないはずだから。

　となれば誰かに傷つけられたのは明らかだった。たとえば件くだんの許婚いいなずけとか。

　とん。

　不意に灯あか理りの身体が寄りかかってきた。

　うとうとと舟を漕こいでいる。疲れているのだろう──今日あれだけの事件があったのだから無理もない。そう考えると宿題を手伝わせるのは悪い気がしてきた。

「おい灯あか理り──」

　穏やかな寝息が間近で聞こえてきた。

　なんて無防備なのだろうか。この少女には最大標的としての自覚が欠落しているらしい。

　まあいい。陰から月を護まもるのが相あい原はら道みち真ざねの役割だ。こちらがきちんと役目を果たしていれば問題ないだろう──そんなふうに考えながら相あい原はらは自力で数学の宿題に取りかかった。

　意味不明すぎて頭が爆発しそうになった。
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〝蜥蜴とかげ〟と〝鶴〟が失敗した。

　彼らは今頃詐欺師に尋問を受けていることだろう。木に衝突してそのまま死んでしまえばよかったのにと思わなくもない。しかし今回は運に見放されたと思って潔いさぎよく受け入れよう。

　夜の東京は相変わらず騒がしかった。

　ネオン煌きらめく魔の都市。この輝きの背景にどれほどの屍しかばねが積み上げられてきたことか。

　そしてこれから自分がすることも血の儀式に他ならない。都市部の闇をいっそう濃くする殺人行為。そろそろクライアントも怒り心頭だろうからな──辟へき易えきした思いを抱いていると突然携帯電話が鳴った。架空名義で契約した使い捨てのブツである。

「──もしもし。こちら〝クラスタ〟」

『テメエ何を愚ぐ図ず愚ぐ図ずしてるんだよ！』

　余裕のない怒声。最大標的の殺害を依頼した男だった。

『久く世ぜ灯あか理りが生きてるじゃないか！　話が違うぞ！』

「最善は尽くした。桃色の旋せん風ぷうや月つき影かげが予想以上に優秀だっただけのことだ」

『頼むよまったくよぉ……あれが死ななきゃまずいんだよ。金は払うから仕事はしっかりやってくれよ……プロの殺し屋なんだろテメエはよぉ。今日のアレをずっと見てたけどさ。手加減してただろ。殺やるタイミングはいくらでもあったじゃないか』

「見てたのか」

『当たり前だろうが！　普通は自分で確認したいだろ！』

　情緒不安定。この男も社会の闇に吞のまれて気を病んだのだろうか──そんなことは心底どうでもよかった。金さえ払ってくれるのなら文句は言うまい。

　それからは適当に話を合わせることにした。

　最終的に男は泣きながら『絶対に殺せよ！』と吐き捨てて通話を切った。

　そろそろ動いたほうがいいだろう。もう様子見をする必要はなくなったのだ。

　克こく礼れい館かん学院での立てこもり。理事長室に設置した爆弾。そして渋しぶ谷やでの誘拐事件。

　これらのイベントを通して月つき影かげの力が衰えていないことは十分に確認できた。

「殺すか」

　護衛チームの連中は楽観視していることだろう。

　二人の刺客を捕まえたのだから首しゆ魁かいもすぐに捕まえられるはずだ──と。

　そう簡単にはいなかい。

　何な故ぜなら彼らは構造的に欠陥を抱えているからだ。

　そのとき再び携帯電話が鳴った。

　知らない番号。特に警戒することもなく通話ボタンを押す。

「……………………」

　しばらく無言を貫く。ぴったり十五秒経ったところで咳せき払ばらいが二回聞こえた。

　それは裏世界に流る布ふさせた〝クラスタ〟に依頼をするための合図である。

　相手が顧客だとわかったので合言葉で応じてやった。

「いいお薬をご用意しましょうか」

　電話の向こうで笑う気配がした。

　ほどなくして若い女の声が聞こえてきた。

『私は乙おと坂さか美み咲さき。至急あなたに頼みたいことがあるの』
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　翌朝。久く世ぜ邸ていの廊下を歩いているとメイドの奏かな理りにばったり出くわした。

「おはようございます相あい原はら様。お食事のご用意ができていますよ」

「おはよう奏かな理りさん。──ところで灯あか理りを見なかったか？」

「灯あか理り様ですか？　お姿を見かけていませんね……まだお休みなのかしら」

「いつもなら起きている時間だと思うんだがな。そろそろ準備しないと学校に遅刻してしまいそうだ。月曜日の一時間目は全校集会だぞ。今日こそ出席してやらねば気が済まない」

「あなたは本当に人生を楽しんでいらっしゃいますね……」

　奏かな理りは皮肉っぽく言うと灯あか理りの部屋のほうへと歩いていった。

　ついていくのは憚はばかられたので食事に向かうとする。灯あか理りは「これまで遅刻したことは一度もありません」と豪語していた。特に心配する必要はないだろう。

　ダイニングに足を踏み入れるとすでに牧まき田たがいた。

　相変わらずの巫み女こ姿すがたである。彼女はトーストの載った皿を押しのけてトランプタワーらしきものを真剣に組み上げていた。

「──あ。おはようございます相あい原はらくん」

「おはよう牧まき田たさん。何をやっているんだ」

「えっと。これはタロットカードのタワーなんです。私が考え出した占い方法で……異能以外の方法でも占えるようになりたいなって思って……」

「異能は使いすぎると代償が大きくなるからな」

「はい……まあ私のは『見えすぎる』というのが代償なんですけど……だからリミッターの巫み女こ服ふくをいつも着てなくちゃいけないし」

　そういえば渋しぶ谷やを散策したときも巫み女こ服ふくだった。

　年頃の少女がずっと同じ服装を強いられるのは苦痛なのではないかと相あい原はらは思う。

「そうだ」

　牧まき田たが思い出したように言う。

「占いをする約束をしてましたよね？」

「ん？　そうだったか？」

「そうでしたけど……覚えてませんか？」

　泣きそうな顔をされた。相あい原はらは思い出すことにした。

「そうだったな！　是非お願いしたい」

「はい」

　牧まき田たはきょろきょろと辺りを見渡してから席を立った。そうして相あい原はらの隣にちょこんと腰を下ろす。さらにもう一度だけ周囲を確認してから小声で囁ささやいてきた。

「……これは私を助けてくれたお礼ですから。相あい原はらくんの未来を視みてあげます」

「楽しみだ！　友達ができるかどうか占ってくれ」

「わかりました。とりあえず一年後を占ってみますね」

　牧まき田たはゆっくりと身を寄せてきて──

　ぴとり。

　腕にしがみついてきた。いつぞやみたいに手を握ってくるのかと思っていたのに。

　巫み女こ服ふく越しに伝わる柔らかい体温を感じながら相あい原はらは首を傾かしげる。

　何やってるんだ？──こちらの問いを封じるような勢いで牧まき田たが呟つぶやいた。

「こうしたほうがよく視みえますから。あの……ご迷惑でしたか？」

「迷惑ではないが」

「では異能を発動しますね」

　白銀巫み女こは耳まで赤くしながら目を瞑つぶった。

　それからしばらく彼女の鼓動を感じながらジーッとしていた。

　パチリと瞳が開かれる。

　何な故ぜかいっそう頰を赤くしながら彼女は口を開いた。

「その……視みえたんですけど……一年後の今日が」

「おお！　どんな感じだった!?　友達は何百人できていた!?」

「いえ……私と相あい原はらくんだけが視みえました。二人で手を繫つないで下校をしているんです。とても幸せそうでした。これって……いったいどういう意味なんでしょうか……？」

「ふむ。気になるな」

「も……もしかしてですけど。私と相あい原はらくんは──」

「わかった！　手を繫つないで下校するほどの大親友になれるということだな！」

　がくんっ！　と牧まき田たの身体から力が抜けた。

「あ……あはは……そうかもしれませんね……お友達ですね……」

「これは大吉だな。これからも仲良くしていこうじゃないか──ん？」

　そのときだった。

　カタッと何かが床に落ちた。

　どうやら牧まき田たの巫み女こ服ふくの内側から飛び出したらしい。

　相あい原はらは何気なく視線を下に向けた。そうして奇妙なモノを発見した。

「これは──タバコの箱か？」

「!?!?!?」

　予想外のことが起こった。

　まるでストーブに素手で触れたときのような速度で牧まき田たが身を翻ひるがえしたのである。そのまま相あい原はらですら感嘆する身のこなしで床の上のタバコを拾う。それを胸に抱えたままくるりと踵きびすを返す。十秒ほど沈黙が発生する。

　迂う闊かつに声をかけられる雰囲気ではなかった。

　やがて牧まき田たが深呼吸をしてから言葉を紡つむいだ。

「これ……占いに使ってるんです」

「そうなのか。占いとは奥が深いんだな」

「はい。えっと……灯あか理りさんのところへ行ってきますね」

　牧まき田たはこちらに表情を見せることなく去っていった。

　相あい原はらには事情がよくわからなかった。

　気にしても仕方がないので奏かな理りが用意してくれたトーストを食べることにする。
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　牧まき田た胡こ鈴すずは逃げるようにしてダイニングを後にした。

　すれ違う使用人の「おはようございます」という声を無視してひた走る。

　目的地は久く世ぜ灯あか理りの部屋のすぐ隣──つまり自室である。胡こ鈴すずは勢いよく扉を開いて入室すると勢いよく扉を閉めて外部の情報をシャットアウトした。

　扉に背を預けて天井を見上げる。

　ぐしゃりとタバコの箱を握り潰した。中身は入っていない。寝起きに最後の一本を消費してしまったのである。後で捨てようと思って巫み女こ服ふくに忍ばせておいたのが仇あだとなった。

　胡こ鈴すずは溜ため息いきを吐ついてからぽつりと呟つぶやいた。

「……だっる。何なんですかあの男」

　口を衝ついて出たのは文句だった。

　暗殺者〝月つき影かげ〟に対する赤裸々な文句である。

「あれだけ脈ありアピールしたのに反応ゼロ？　胸を押しつけられたのに顔色一つ変えないって何事ですか？　朴ぼく念ねん仁じん？　不能？　それとも異性に興味がない？──ああもうっ！」

　ばこーん！　とゴミ箱を力任せに蹴り飛ばした。

　紙かみ屑くずが床に散らばるのもお構いなしに胡こ鈴すずは絶叫する。

「どうしましょう……あいつを落とさなきゃまずいのに！　神社から𠮟られちゃうのに！　青春を楽しみたいんだったら恋人の一人や二人でも作る気になれってのっ！」

　銀髪をかき乱しながらその場にうずくまる。

　──牧まき田た胡こ鈴すず。護衛チームのナンバー３にして裏世界最高の占い師〝衰すい運うん雪せつ花か〟。

　その正体は裏世界の神職集団〝牧まき田た神社〟から派遣された工作員なのだった。

　その目的は──裏世界最高の暗殺者〝月つき影かげ〟を籠ろう絡らくして牧まき田た神社の勢力に引き入れること。具体的には高校三年間のうちに彼と恋人関係になり結婚の約束を結ぶこと。

　これまで護衛をしながら着々と策を練ってきた。

　気弱で庇ひ護ご欲よくをそそられるような少女を演じてきたのだ。たとえばことあるごとに相あい原はら道みち真ざねにボディータッチを仕掛けた。何度も視線を合わせることにより「気がありますよ」というアピールをした。必殺の上目遣いを食らわせてやったことも一度や二度ではない。

「なのに……なのに何ですかあの男は！　私に魅力がないって言いたいの!?」

　相あい原はら道みち真ざねはまったく動じる気配がなかった。

　あの男は何な故ぜか護衛チームのナンバー２・斎さい藤とう嗣つぐ仁ひとに執心している。もしかして異性ではなく同性が好きなタイプの人間なのではないか？──そんな疑念すら芽生えてくる。

　ちなみに先ほどの「二人が手を繫つないで下校している未来」は真っ赤な噓うそである。相あい原はらに胡こ鈴すずのことを意識させるための策略にすぎない。

　牧まき田た胡こ鈴すずの異能は【未来予知】。

　その効果は周りの人間が思っているほど優秀なものではなかった。

　一年後などという遠い未来を視みることはできなかった。

　わかるのは二十四時間以内のことだけ。手を握れば「大吉」「小吉」「凶」などのちょっとした運勢が（レベル１）。腕を絡めればおぼろげな画像が（レベル２）。もっと密着すれば特定の時間の映像が（レベル３）。全裸になって抱きつけばよりクリアな動画として予知できるのだが（レベル４）──所詮はその程度だった。ちなみに自分を占う場合はレベル１ぶんの能力しか発動しない。欠陥能力である。

「今日の私の運勢は『小吉』……気をつけるべきでした……！」

　先ほど焦あせりのせいでタバコの箱を目撃されてしまった。

　幻滅されたかもしれない。なんとか誤魔化しておく必要がある。

　それはともかく──このままではまずい。

　そもそも胡こ鈴すずが久く世ぜ灯あか理りの護衛を引き受けた理由は父の占いで「護衛任務を引き受ければ月つき影かげとコンタクトを取ることができるであろう」という結果が出たからである。牧まき田た神社は婿養子として月つき影かげを迎えることで勢力拡大を図ろうとしているのだった。

　近頃は牧まき田た神社と対立する暴力団〝死し屍し会かい〟が隆盛を誇っている。連中は人間に改造手術を施してとんでもない破壊兵器を作り出したという噂うわさだ。対抗するためには是が非でも月つき影かげを引き入れなければならない──というのが胡こ鈴すずの父の考えである。

　非力な胡こ鈴すずは家の方針に逆らうことができなかった。

　相あい原はら道みち真ざねと恋人にならなければ地獄のような折せつ檻かんが待っている。

「くっ……早く惚ほれさせないとまずいのに……！」

　胡こ鈴すずは歯は軋ぎしりをしながら拳を握った。

　だいたい護衛という仕事もめんどくせえのだ。こちとら部屋に引きこもって一日中アニメやゲームに浸つかっていたいのに。何が最大標的だ。何が死にたがりの少女だ。死にたいんだったらさっさと死ねばいいじゃないか。おかげでこっちはスタンガンで気絶させられたんだぞ──いやまあ話してみると趣味が一致してて意外と楽しいけど。

　そんなふうに考えながら胡こ鈴すずは何度も壁を蹴る。

　いちばんムカつくのは相あい原はら道みち真ざねだ。

　ふざけんな。性欲ねえのかよ。こっちが勇気を出して誘ってるっていうのに。

　正直言ってあんな男はまったく好みではない。結婚なんて冗談ではなかった。でも神社の命令に背いて折せつ檻かんを受けるよりかは一億倍マシである。あの神社は頭の固いロクでなしどもの集まりだ。娘にこんなクソみてえな巫み女こ服ふくを着させるくらいなのだから。

「……しょうがない。次はお風ふ呂ろに突入して乳を押しつけましょうか」

　胡こ鈴すずは舌打ちをしながら立ち上がった。

　机の引き出しから新しいタバコを取り出そうとして──やめた。そろそろ登校する時間である。さすがに一服していたら色々と面倒なことになりそうだった。




　──狙われているのは最大標的ばかりではない。裏世界最高の暗殺者・月つき影かげの身柄も界かい隈わいではそれなりに重要視されているのである。しかしこの牧まき田た胡こ鈴すずという少女の本性が相あい原はら道みち真ざねにバレるのはもう少し先の話だった。閑話休題。




「──にしても灯あか理りさんは何やってんですか。遅いですね」

　寝坊だろうか。そういえば昨晩は相あい原はら道みち真ざねと食堂で勉強をしていたらしい。まさかあの二人デキてるわけじゃないよな？──不安を覚えながらも荷物をまとめて部屋を出ようとする。

　その瞬間。

　すぐそこの廊下で誰かが悲鳴をあげた。

　あまりに切羽詰まった様子だったのでビクリと肩が震えてしまった。この声には聞き覚えがある──久く世ぜ灯あか理りのメイド・奏かな理りのものだ。胡こ鈴すずは嫌な予感を覚えて部屋を出た。

　眩まばゆい朝日に照らされた静せい謐ひつな廊下。

　久く世ぜ灯あか理りの部屋の前で奏かな理りが尻餅をついていた。

「……奏かな理りさん？」

　クールな微笑がトレードマークの彼女にしては珍しい光景だった。

「あ……あの、これ、」

　彼女が指差す先を見て胡こ鈴すずは胸騒ぎを覚えた。

　予知をするまでもない。絶望的な未来がそこに広がっているのだ。

　あり得ない。この久く世ぜ邸ていは月つき影かげでも侵入するのに手を焼くほどの要塞だ。

　こんなことがあっていいはずは──

「灯あか理り？　どうしたんだ……」

　いつの間にか相あい原はら道みち真ざねも駆けつけてきていた。

　久く世ぜ灯あか理りの部屋をのぞいた彼は一瞬にして表情を失なくした。

「灯あか理り様。灯あか理り様。噓うそでしょう……こんなこと」

　奏かな理りが涙を流しながら呆ぼう然ぜんとしていた。

　そうして胡こ鈴すずも目撃してしまった。

　最大標的の部屋はやけに血ち腥なまぐさかった。路地裏と同じにおいが充満している。強烈な殺意の残ざん滓しが漂っている。〝普通の世界〟には似つかわしくない殺伐とした空気。

　もうアニメの話はできないのだと思うと少しだけ胸が苦しくなった。

　ベッドの上に彼女がじっと座っていた。

　永久に動くことのない久く世ぜ灯あか理りが。血に塗れて。







　五月二十日（月）──高たか辻つじ翠すい花かの報告ノート

『朝。久く世ぜ邸ていの一室にて久く世ぜ灯あか理りの惨ざん殺さつ死体が発見される。顔面の半分がぐちゃぐちゃに潰されていたことから察するに、犯人は名探偵・高たか辻つじ翠すい花かが追っていた〈フェイス〉こと〈クラスタ〉である可能性が高い（顔面のもう半分は綺き麗れいだったので影武者や死体のすり替えなどは考慮する必要がない）。死亡推定時刻は深夜から未明にかけて。久く世ぜ灯あか理りの部屋は内側から施せ錠じようされており完全な密室だった……はずだが何らかの特殊な方法により鍵が破壊されていた。直接の死因は胸に刺さったナイフである。死後顔面が抉えぐられていたことを考えると自殺の可能性は極めて低い。こうして護衛チームはいとも容易たやすく敗北した。』











３　クライアント






　少年には殺しの才能があった。

　どこを突けば一瞬で息の根を止められるか──どのタイミングで襲えば抵抗されずにすむか──そういうことが手に取るようにわかるのである。

　この才能を見み出いだしたのは少年を拾ったテロリストグループの男だった。

　本気で国家転覆を狙っているという裏世界の巨きよ魁かい。関係者には〝魔人〟と呼ばれていた。

「──金が返せないのなら働いて稼げ。幸運なことにお前には素質がある」

　逆らうことはできなかった。

　本当は人など殺したくはない。しかし生きるためには仕方のないことだった。

　少年は〝魔人〟が持ってくる依頼を淡々とこなしていった。

　殺した人間の数は正確に記憶している──二百三十二人だ。

　男が九割。女が一割。裏世界の人間が七割。政界関係者が一割。財界関係者が一割。何の罪もない一般人が一割。標的に気取られることなく殺害できた場合が九割。そうでなかった場合が一割。そのうち命乞いをされたのが三割。命乞いをされる前に殺せたのは七割。

　総合的な任務達成率は十割。

　人を殺し続けることによって才能はさらに伸び続けた。

　裏世界では一般的に〝異能〟と呼ばれている魑ち魅み魍もう魎りようの力。

　少年に発露したのは「目を合わせた相手の五感を奪う」という暗殺に特化した代物だった。

　紅色の稲妻が走れば相手は一瞬にして赤子のようになってしまう。動揺している隙にナイフで急所を抉えぐれば簡単に殺すことができた。

　その代償として失ったのは〝痛み〟だった。

　どんな傷を負っても痛みを感じない。刃物で抉えぐられても銃弾で撃ち抜かれても顔色一つ変わることがない。しかし暗殺業を続けていくうえではむしろ都合がよかった。

「お前ってあれだろ。長年連れ添った恋人の目玉にアイスピックを突き刺しても心が痛まないタイプの人間だろ。やっぱり暗殺者は天職なんだよな」

〝魔人〟はそう言った。確かに天職なのかもしれなかった。

　かくして少年は無感動に任務を遂行していった。

　やはり心は痛まなかった。しかしナイフを振るうたびに濃くなる〝闇〟が自分の将来を取り返しのつかないほど暗いモノにしているような気がしてならなかった。

　そんなときである──あの依頼が舞い込んだのは。

〈とある財閥の令嬢を暗殺せよ〉

　何の変哲もないミッションだった。

　少年はいつも通りに殺害用のナイフやワイヤーを準備して街へ飛び出した。

　標的は財界に名を轟とどろかせる巨大企業グループ〝久く世ぜ財閥〟の娘だった。依頼人は久く世ぜ家けによる暴力的な商戦に敗北して破産に追い込まれた男。つまり娘は完全なとばっちり。可か哀わい想そうだとは思ったが少年には関係のない話だった。

　標的が外出する瞬間を狙って待ち伏せた。

　今回も簡単にことは進むだろう──そう思っていたのだが想定外の事件が起きた。

　別の犯罪グループも彼女を狙っていたらしい。標的は街中で突然武装した破落戸ごろつきどもに囲まれた。そのまま強引に車に押し込まれて誘拐されてしまったのである。

　少年は焦あせった。獲物を横取りされるなど初めての経験だった。

　殺せなければ依頼人から報酬はもらえない。報酬がもらえなければ〝魔人〟から厳しい罰を受ける。同僚と同じように指を切断することになったら暗殺に支障が出るではないか。

　少年は急いで誘拐犯たちの後を追った。

　連中は山奥の廃はい墟きよに移動した。かつて陸軍の工こう廠しようとして使われていた巨大な建造物。どうやら標的をここに幽閉して身みの代しろ金きんを要求するつもりらしかった。

　どいつもこいつも金。金。金──どうして人間は金を欲しがるのだろう。

　しかし少年も同じ穴の狢むじなだった。金を求めて殺人行為をしているのだから。

　このまま見過ごすわけにはいかなかった。標的が外部の者の手によって殺されでもしたら大損を被こうむることになる。少年はコンテナの陰を伝いながら敵を殲せん滅めつすることにした。

　一人目は悲鳴をあげることもなく意識を失った。

　二人目は寸前でこちらに気づいたがなすすべもなく心臓を抉えぐられた。

　異常事態を察知した誘拐犯どもが騒ぎ始めた。少年は飛び交う銃弾の中を縦横無尽に駆け回って一人一人殺していった。少年の【五感略奪】を用いればどんな相手も敵ではなかった。

「容易たやすいな」──そういう考えは慢心だったのかもしれない。

　相手の中にも異能を持っている人間がいた。

　意識の外から放たれた神速のダガーが少年の脇腹に突き刺さる。

　鮮血が埃ほこりっぽい床を汚した。

　敵は勝利を確信したことだろう。一撃で仕留められなくても激痛によって動きが鈍るはずだからだ──それが普通の人間だったなら。

　しかし少年は痛みを感じない特殊な人間だった。

　獲物が潜んでいる場所を瞬時に突き止める。腹から大量の血をこぼしながら疾走。驚きに目を見開いている敵の胸に刃物を突き立てた。意外にも同い年くらいの男の子だった。こいつも事情があってこんな犯罪に手を染めているんだろうな──そう思った。

　彼は絶叫して暴れた。しかし刃物を奥深くに突き刺すとやがて動かなくなった。

　こうして敵の気配は完全に消えた。あとは標的を仕留めるだけだった。

　少年はふらつく足取りで久く世ぜ財閥の娘のもとへと向かう。

　彼女は壁かべ際ぎわに座り込んでいた。

　夢でも見ているかのような表情で少年を眺めている。

　懐ふところから新しいナイフを取り出して──躓つまずいて転んでしまった。

　どしゃり。少女の目前でうつ伏せに倒れてしまう。

　──ああ。痛みはないけど身体から力が抜けている。

　血が止まらなかった。視界がぼやけている。少女の姿が闇に浮かんだシルエットにしか見えない。このままでは返り討ちにされてしまうかもしれない。

「助けに来てくれたのですか……？」

　震える声が聞こえた。それが標的の発したものだと遅れて気づく。

　死にたくなるほどおめでたい人間だ。

　こんな薄汚い暗殺者が正義の味方にでも見えるのか。

「怪け我がをしています。痛いでしょう」

　宇宙語でも聞いたような気がした。

　彼女の言葉には慈いつくしみがこもっていた。少年は愕がく然ぜんとしながら視線を上に向ける。

　月みたいに綺き麗れいな髪だけが脳裏に焼きついて離れなかった。

「私は久く世ぜ灯あか理りといいます。本当はこんなことをしたら怒られてしまうのですが……治して差し上げましょう」

「……月、」

「月？」

　小首を傾かしげられる。しかし少年には彼女のことが本当の月のように思えたのだ。

　暗夜の中で苦しんでいる者を優しく照らしてくれる月。

　標的の少女──久く世ぜ灯あか理りはかすかに微ほほ笑えんで「そうですね」と呟つぶやいた。

「生きることを諦めては駄目ですよ。きっとお月様は微ほほ笑えんでくれるから」

「…………」

　久く世ぜ灯あか理りの言葉は死しに際ぎわの少年に果てしない衝撃をもたらした。

　そうして何かの異能が発動した。

　彼女の手が少年の身体に添えられていた。温かい何かがすうっと沁しみ込こんでくる。

　気づけば血が止まっている。傷口もみるみる塞がっていく。

　少年──相あい原はら道みち真ざねの心を覆っていた闇が晴れていく。





◇






　世界の誰よりも狙われている〝最大標的〟の死。

　この事実が広まれば久く世ぜ財閥は苦境に立たされることになるだろう。

　だが相あい原はらにとっては企業の不利益など頭の片隅にもなかった。

　灯あか理りは暗殺者〝月つき影かげ〟に普通の日常を与えてくれた。あの少女がいたからこそ克こく礼れい館かん学院に通うことができていた。久く世ぜ灯あか理りの喪失は暗殺者の闇をさらに濃くしていった。

　──今日は楽しかったです。道みち真ざねのおかげで。

　あの夜の幸せそうな言葉が思い起こされる。彼女の声はもう永久に聞けないのだと思うと胸が痛くなった。

　都内のセレモニーホール。

　灯あか理りの葬儀は近親者のみで執り行われることになった。彼女の死はまだ公表されたわけではない。今頃久く世ぜは娘の死をどう扱うか頭を悩ませていることだろう。

　棺かん桶おけの前では僧侶がよくわからない経きよう文もんを唱えている。色とりどりの花に囲まれた遺影。彼女の冷めた表情を眺めていると口の中がカラカラに渇いていった。

　参列者は少なかった。しかし護衛チームは全員揃そろっている。

　高たか辻つじ。斎さい藤とう。牧まき田た。乙おと坂さか。そして相あい原はら。誰もが陰鬱な顔をして座っていた。

　その向こうには灯あか理りの婚約者だった男──戸と倉くら山やま恒つね寿ひさがいた。

　顔を涙でぐしゃぐしゃにして「灯あか理りぃ！」と慟どう哭こくしている。暴力を振るっていたわりには盛大な悲しみ方だった。あの男はあの男で許婚いいなずけのことを大切に思っていたのだろうか。

　一方で父親である久く世ぜ義よし直なおは静かなものだった。昆虫のように無機質な瞳で遺影を見つめている。彼にとっては娘など金の生なる木でしかなかったのだろう。

「──胸むな糞くそ悪わるい。腹立たしい」

　高たか辻つじが拳を握って低く呟つぶやいた。

　怒りに染まった表情。敵に出し抜かれたことが悔しくてたまらないのだろう。

「絶対に許さないぞ──どうして灯あか理り殿がこんな目に遭わなければならないのだ。あの少女には何の罪もないではないか。そうは思わんかね月つき影かげ」

「…………」

「しかも参列者が雀すずめの涙だ。この様子だと久く世ぜ殿は徹底的に隠蔽する気だぞ。まあバレるのは時間の問題だけどな。そもそも久く世ぜ家けは金にがめつすぎるのだ。日本が格差社会になった原因の一端は久く世ぜ財閥にあると考えて間違いない。そうは思わんかね月つき影かげ」

「……………………」

「おい月つき影かげ。聞いているのか？──ってひどい顔だなキミ」

　顔？　自分はいったいどんな顔をしているのだろうか。

　一方で探偵の瞳は涙で潤んでいるように見えた。

　彼女は「だらしないな」と呆あきれたように溜ため息いきを吐ついて言った。

「──ちょっと付き合え。この怒りのやり場に困っているんだ」




　高たか辻つじに腕を引かれて式場の裏手のベンチにやってきた。

　隣に腰かけた探偵は「はい」と言ってペットボトルのお茶を差し出してくる。

「キミは緑茶よりも紅茶が好きだよな。学校での昼食時はいつも紅茶を飲んでいる」

「よく知っているな」

「暗殺者が不ふ埒らちなことをしないか見張っているんだよ」

「そうか。ありがとう」

　受け取って口をつけてみる。絶望的にぬるかった。

「──それにしても、」

　高たか辻つじはハンチング帽を深く被かぶり直なおして言った。

　よく考えたら葬儀の最中にそんなものを装着しているのは行儀が悪すぎる。

「最大標的がこんなに簡単に殺されるとは思いもしなかったな。このままだと裏世界の勢力図が激変する可能性もあるぞ」

「犯人はいったい誰なんだ。きみなら予想がついているんじゃないのか」

「推理をここで聞かせてやってもいい。だがそれは重要ではない──私は怒っているんだ。キミだって不満に思っているんじゃないかね？」

　相あい原はらは押し黙ってしまった。高たか辻つじは畳みかけるように言葉を続ける。

「キミは悲しんでいるのか？　悔しがっているのか？　怒っているのか？　復ふく讐しゆう心しんに駆られているのか？　それとも何も感じていないのか？　是非とも聞かせてほしい」

「……空虚なだけだ」

　それは強がりだったのかもしれない。

　奏かな理りのお願いに従って灯あか理りのそばにいればよかった。風ふ呂ろでも寝床でも一緒にいれば彼女が痛みを味わうことはなかっただろうに──不意に探偵が「ふん」と鼻をならした。

「キミはそんな反応もするんだな。冷血な人殺しらしくもない」

「当たり前だろう。俺だって人間なんだ」

「そうだったな──今後の護衛作戦を練るうえで非常に参考になったぞ。キミの腕っぷしが天下無双なのは癪しやくだが認めよう。だが精神のほうは幼おさな子ごもいいところだな」

「……何を言ってるんだ？　きみは灯あか理りの死に対して憤いきどおっているんじゃなかったのか？」

「憤いきどおりの対象はそこではないよ。私はこの葬式自体にブチギレ激おこなんだ」

「でも灯あか理りは戻ってこないんだぞ」

　高たか辻つじは「困ったものだな」と肩を竦すくめて言った。

「いいかね。〝桃色の旋せん風ぷう〟が在野の犯罪組織ごときに後れを取ると思ったか？　思っているのだとしたら私のことを甘く見すぎだぞ月つき影かげよ。私は渋しぶ柿がきよりも渋い頭脳を持っている」

「大丈夫か？　頭でも打ったのか？」

「思い出してみろ。灯あか理り殿はどうして最大標的なんだ？　その所以ゆえんは？」

　高たか辻つじは自信満々な笑みを浮かべた。

　そうして相あい原はらにとっては寝耳に水な情報を得意げに語り始める。

　最大標的を殺したのは誰なのか。彼女の怒りの矛ほこ先さきがどこに向けられているのか。

　間もなく説明を終えた〝桃色の旋せん風ぷう〟は相あい原はらの手からペットボトルを奪って立ち上がった。

「──さて。そろそろ出棺だな」

「これからどうするんだ」

「もちろんカチコミだ。やつはすぐそこまで来ているぞ」

　そう言ってお茶をごくごくと飲む。「……ぬるっ！」と文句がこぼれ出た。

　死の気配を纏まとった春風が吹き抜けていく。

　どうやら坊さんの読ど経きようが終わった頃合いらしい。
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　死んだ。死んだはずだ。これで久く世ぜ灯あか理りは完全に死んだ。

　しかし実際に確かめてみるまではわからなかった。

〝クラスタ〟の横よこ山やまがおかしなことを言っていたのだ。

「久く世ぜ灯あか理りは本当に死んでいるのだろうか。確かに私は手を下した。きちんと顔面の半分を抉えぐりもした。しかし実際に死んでいるとは限らない。やつは【治癒】の異能を持った化け物だ。自分の身体を再生させて蘇よみがえるくらいは簡単にやってのけるだろう」

　怒鳴り散らしたい気分になった。

　思えば最初から信用ならなかったのだ。やつは「殺す殺す」と豪語しながら何度も殺し損ねている。仕事屋の口コミサイト『殺しチャオ』で☆１評価を連投しておくとしよう。

　横よこ山やまは「回復する兆きざしがなければ死んでいるはずだ」と言った。

　久く世ぜ灯あか理りの異能の詳細はわからない。おそらく護衛チームや久く世ぜ義よし直なおも把握していないのだろう。生き返る見込みがあるのなら葬式なんぞ開かないはずだからだ。

　だが異能に詳しい横よこ山やまが懸け念ねんするのなら確認しなければならなかった。

　横よこ山やまは「私が確認しようか」と申し出た。

　冗談ではなかった。

　もともと目で見たものしか信じられない性質だ。立てこもり事件のときも──爆弾事件のときも──渋しぶ谷やでの騒動のときも──ずっと近くで彼女が死ぬのを心待ちにしていたのだ。

　読ど経きようが終わって出棺の時間となる。

　本来ならこのまま荼だ毘びに付されるはずだが、火葬場が混雑しているという理由で一時待機することになった。近頃は死亡率の増加で葬儀業界も潤っているらしい。

　久く世ぜ灯あか理りの遺体を式場に残したまま参列者たちが散っていった。

　併設された休憩所で昼食をいただくようだ。

　またとない好機だった。いったん人の流れに乗ってその場を立ち去る。小うるさい親戚連中が「残念だったねぇ残念だったねぇ」と慰めてくるのを躱かわしながらトイレへ向かう。

　向かうフリをしてそのまま式場に戻ってきた。

　しんと静まり返ったセレモニーホールに人の気配はない。

　周囲を警戒しながら祭壇のほうへ歩み寄った。

　久く世ぜ灯あか理りの棺かん桶おけは「顔面を抉えぐり取とられたから」という理由で小窓がついていないものが利用されている。花や六ろく文もん銭せんを入れる儀式も行われなかった。

　少し確認するだけだ。

　死んでいればそれでいい。何食わぬ顔をして休憩所に戻れば万事解決。

　もしそうでなかったら──そのときは。

　鼓動が速まるのを自覚しながら棺かん桶おけに手をかける。

　力を込めると簡単にフタが動いた。周囲に人がいないことを再度確認してから一気に取り外す。ずり落ちて大きな音が立ってしまったが誰かに気づかれた気配はなかった。

　安あん堵どしながら棺ひつぎの中に視線を向ける。

　そうして目に飛び込んできたのは──久く世ぜ灯あか理りの亡なき骸がら。

　もう動かないはずの最大標的。

「ッ…………!?」

　しかし話に聞いていたものと様子が異なっていた。

　肌に赤みが差している。壊されたはずの顔面が元通りになっている。呼吸をしているような気配すらあった。目は閉じられている。まるで午睡に耽ふけっているかのような──

　怖おぞ気けが走り抜けていった。

　その怖おぞ気けはすぐに怒りへと変わった。

　蘇よみがえっている。蘇よみがえりかけている。こいつは厚かましくも現世に戻ろうとしている。多くの人間があれだけ手を尽くして殺害を試みたのに──まだ未練がましく生にしがみついている。

「ゆ、ゆ、許せない」

　声が震えた。懐ふところにしまっておいたはずの包丁を握りしめている自分に気づく。

　構うものか──どうせ火葬されてしまえば何もかも終わりなのだ。

　さすがに骨と灰だけになれば生き長らえることは不可能だろう。

　このまま放っておいて出棺までに蘇よみがえられるほうが大問題である。

　だから殺し直さなければならない。人に気取られぬようなるべく一瞬で。

　そう思って刃先を首筋に近づけたとき──

　ぱちり。

　久く世ぜ灯あか理りが目を開いた。

　視線が絡からみ合あう。心臓が止まりかける。

　目の前の存在が人間ではないバケモノのように思えてならなかった。

　永遠にも思える硬直は彼女の小さい呟つぶやきによって砕かれた。

「戸と倉くら山やまさん。死とは気分のいいものですね」

　もはや我慢ができなかった。一刻も早く殺さねばならぬと確信した。

　そのまま包丁を振り上げて──その瞬間。

「──何やってるんだ？」

　男の声が聞こえた。

　いきなり横よこっ面つらを殴られて天地が逆転した。





◇






　気配を消して殴り掛かった。ただそれだけのことだった。

　式場に侵入した男──戸と倉くら山やま恒つね寿ひさの身体が吹っ飛んでいった。しかし彼はすぐさま態勢を立て直すと頰を押さえながらこちらを睨にらんできた。

「お──お前ぇえ！　何をするんだッ！」

「それはこっちの台詞せりふだな！　棺かん桶おけに手を突っ込むのは行儀が悪いぞ！」

　相あい原はらは適当にしゃべりながら周囲を確認する。

　出入口は斎さい藤とうによって封じられていた。扉の外側には牧まき田たが「準備中」のプレートを掲げることによって部外者の立ち入りを阻止。獲物を追いつめるための下した拵ごしらえは完了していた。

　相あい原はらはふと正面の祭壇を見やる。

　白しろ装しよう束ぞくを身にまとった久く世ぜ灯あか理りが棺かん桶おけの上に座っている。

　顔はきれいなままだった。呼吸も心臓も止まっていない──つまり死んでいない。

「はは……どういうことだよこれは」

　戸と倉くら山やまは少しだけ冷静さを取り戻したらしかった。

　鼻血を垂らしながら取り繕ったような笑みを浮かべる。

「灯あか理りは死んだはずじゃなかったのか。いやそれにしてもいきなり殴るなんてひどいじゃないか。お前は灯あか理りのボディーガードだったよな確か」

「何を言ってるんだ？　お前は灯あか理りを殺そうとしていなかったか？」

「ば──馬鹿を言うなッ！　どうして自分の許婚いいなずけを手にかけなくてはならないんだ！　葬儀での私の姿を見ていなかったのか!?　涙が出るほど心を痛めていたというのに！」

「そういえばそうだな！　ところでその包丁は何だ？　棺かん桶おけの上で料理でもするのか？」

　戸と倉くら山やまが頰を引きつらせた。

　相あい原はらはゆっくりと距離を詰める。

「俺には殺意の気配がわかる。隠しても無駄だ」

「ち、違う……違う……だいたい話がおかしいんだよ。どうして灯あか理りは生きているんだ？　これが異能の力なのか？　不死の能力なのか？」

「──どうして灯あか理りが死んだと思ったの？」

　声が響いた。

　祭壇の裏から黒髪ツーサイドアップの少女──乙おと坂さか美み咲さきが現れる。

　葬儀が終わった後に忍び込んで戸と倉くら山やまが来るまで身を隠していたらしい。

　彼女は人を食ったような笑みを浮かべて棺かん桶おけに手を置いた。

「葬式が開かれているから？　灯あか理りの死を目撃した人間がいたから？　ヘボ探偵が『死にました』って久く世ぜ義よし直なおに報告したから？　実際に悲しんでいる人間がいたから？──本気で信じていたのならお粗末極まりない思考回路だね」

「ま──まさか」

「私は悪くないよ？　こういうのは騙だまされたほうが悪いんだから」

　乙おと坂さかは邪悪な笑みを浮かべてそう言った。

　いつの間にか隣に立っていた高たか辻つじが「イキイキしてるなあいつ」と呆あきれたように呟つぶやいた。この桃色少女も式場の椅子の下にずっと隠れていたらしい。
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　相あい原はらには作戦の全体像がよく見えていない。

　しかしわかることはいくつかあった。

　そもそも灯あか理りの能力は自分を蘇そ生せいさせるほど強力なものではない。戸と倉くら山やまが懸け念ねんしているような「心臓と顔面を抉えぐられたのに生き返った！」という展開はあり得なかった。

　ゆえに灯あか理りの死は完全なる演出である。

　第一発見者の奏かな理りが見たものは偽りにすぎなかった。胸に刺さったナイフはレプリカ。潰された顔面は化粧の一種。しかし部屋に飛び散っていた血液は本物（輸血用の血）だったので、奏かな理りはおろか牧まき田たや相あい原はらまでもが騙だまされてしまったのである。

　計画の詳細を知っていたのは乙おと坂さかと高たか辻つじのみ。

　その目的は──〝クラスタ〟に依頼したクライアントを誘おびき寄よせること。

「ねえメガネ。あんたが灯あか理りの死体に包丁を突き刺そうとしたことは棺かん桶おけに仕掛けられたカメラがバッチリ捉えてるの。どんな弁解も通用しないよ？　人生終わっちゃったね」

「ふ……ふざけるな！　そんなことをする動機がないだろう！」

「あはははは！　動機なんか知ったことじゃないって！　映像データを久く世ぜ義よし直なおに突きつければ完全終了だよ。まー全財産を私に贈与するっていうなら許してあげてもいいけれど？」

「おいやめろ詐欺師」

　高たか辻つじがツッコミを入れる。

　戸と倉くら山やまの顔面は真っ青を通り越して真っ白になっていた。

「おかしい。聞いたはずなんだ。久く世ぜ灯あか理りを殺害したと……」

「誰から聞いたの？　まさか〝クラスタ〟？　このタイミングで白状するの？　だったら手間が省けていいけど」

「ち、違──」

「違わない。クラスタは私が買収しておいたから」

　高たか辻つじは囮おとり作戦によって〝フェイス〟が〝クラスタ〟であることを突き止めた。正体が知れればコンタクトを取るのは難しくなかった。乙おと坂さかは裏世界の伝つ手てを使ってクラスタまで辿たどり着つき──そのまま殲せん滅めつするのではなく仲間に引き入れたのだ。

　──調べはついてるよ。〝死し屍し会かい〟から独立するのにお金が必要なんでしょ？

　──クライアントからいくらもらってるの？

　──へえ！　ニューヨークにマンションが建つくらい!?　ケチくさいね！

　──護衛チームはその倍出す。私の使い走りになりなさい！

「感情じゃなくて金銭で動くやつは扱いやすくていいよね。友達にはなりたくないけど」

「馬鹿な！　お前のような人間に……私よりも高額な報酬を払えるはずが……！」

「払うなんて一言も言ってないし。でもクラスタさんは『久く世ぜ財閥の使いなら払えるか』って思ってくれたみたい。──でも詐欺じゃないよ？　ちょっとした偽にせの契約書を用意したら向こうが勝手に勘違いしてくれたの！」

「…………」

「クラスタさんには『久く世ぜ灯あか理りを殺したけど生き返るかもしれない』ってクライアントに伝えるようお願いしておいた。そうすればあんたは絶対に動くでしょ？　だって自分の目で見たものしか信じないんだから。ヘボ探偵の部下に聞いたけど囮おとり作戦のときもずーっと灯あか理りを尾行してたんだって？」

「…………………………………………」

「まあ包丁の件を抜きにしても詰んでるよね。何な故ぜならクラスタさんから顧客情報を提供されたから。あんたが久く世ぜ灯あか理り暗殺依頼を出したことは明らかなんだよ──そろそろ自白でもなんでもしたら？　もう逃げられないんだから」

　乙おと坂さかの言葉の調子と反比例するように戸と倉くら山やまの表情が歪ゆがんでいった。

　反応を見るにこの男が諸悪の根源で間違いないのだろう──

「──く」

　戸と倉くら山やまが声を漏らした。

　眼鏡の奥の瞳を血走らせながらフラフラと立ち上がる。

「くく……やってくれたな餓鬼ども……私の……私の気も……知らないで」

「知らないに決まってるでしょ！　だって興味ないもん」

「そうだな……この不幸は誰にもわからないだろうな……」

　乙おと坂さかは油断していたのかもしれない。

　相手はまだ完全に心を折られたわけではなかった。追いつめられた人間が自暴自棄になるのは世の常。戸と倉くら山やまは勢いよく床を蹴るとそのまま包丁を片手に走り出した。

「死ねぇ──────────────────────────────────ッ!!」

　乙おと坂さかではなく灯あか理りのほうを目がけて。

　突如として狙われた灯あか理りは驚きよう愕がくに目を見開いて凍りついた。

「ッ──おい月つき影かげぇ！」

　名前を呼ばれるまでもなかった。

　相あい原はらはわずかに人差し指を動かした。祭壇の前に張っておいたワイヤートラップが作動。戸と倉くら山やまの片足を縛り上げてその場に転倒させてしまった。

　それでも彼は床に這はいつくばりながら憎ぞう悪おの視線を灯あか理りに注ぎ続けていた。

「くそぉ!!　死ねよ──お前のせいで私は……私は……!!」

「武器は預かっておこう」

　相あい原はらは戸と倉くら山やまの右手を踏みつぶして包丁を取り上げた。

　絶叫が木こ霊だまする。涎よだれを垂らしながら暴れる男を見下ろしながら相あい原はらは思う──こいつは何な故ぜ灯あか理りに手を出そうとしたのか。暴力を振るうだけでは飽き足らなかったのか。

「戸と倉くら山やまさん」

　白しろ装しよう束ぞくの灯あか理りが冷ややかな視線を許婚いいなずけに向けていた。

「あなたが私を殺そうとしていたのですね。とても残念なことです」

「悪いかよ!!　お前は生きているだけで他人に迷惑をかける!!　死んだほうが遥はるかにマシな人間なんだよ!!　自殺のフリばかりで死なねぇくせに──生き返ってんじゃねえよッ!!」

「っ…………」

「こんなやつに気け圧おされることはないぞ灯あか理り殿」

　高たか辻つじが一歩前に出た。

「そこの詐欺師は犯人の動機に興味がない冷血漢のようだが、私は『whydunitなぜやつたのか』も重視する名探偵だ。戸と倉くら山やま恒つね寿ひさがどうして灯あか理り殿を殺そうとしたのか当ててみせようじゃないか」

「──いえ高たか辻つじさん。それは無粋ですよ」

　灯あか理りが止める。彼女は悲しみに溢あふれた瞳をしていた。

「戸と倉くら山やまさん。これからお父様にすべてお話しします。何か言い残したことはありますか」

「言い残したことだと……？」

　戸と倉くら山やまは憤ふん怒ぬの形相で灯あか理りを睨にらみつけた。

「そんなものは腐るほどあるッ!!──いいか。お前のせいで私の人生は台無しだ。最大標的の夫だって？　命がいくつあっても足りないんだよ。久く世ぜ灯あか理りの親族というだけで刺客に狙われるんだ……！　父親の久く世ぜ義よし直なおも日々暗殺に怯おびえていると聞く。そんな息苦しい生活は真っ平ごめんだ。私は平穏に暮らしたかったのに……私のもとにも何度も脅迫状だの殺害予告だのが届いているんだ！　お前の許婚いいなずけになったからこんなことになってしまったんだ！　お前さえいなければよかったんだ──」

　戸と倉くら山やまの弁は理解できないものではなかった。

　この男は哀れな小心者にすぎない。久く世ぜ灯あか理りの家族になるプレッシャーに耐えきれなかったのだ。灯あか理りと同じでこの男も様々な呪縛に囚とらわれているのかもしれなかった。

　相あい原はらは彼を責めることはできなかった。

　そういう人間を今まで何人も見てきたからだ。

「──話はわかりました」

　灯あか理りはしゃがんで戸と倉くら山やまに目を合わせた。

「私のせいで道を踏み外してしまったのですね。申し訳ありませんでした」

「ッ──今更謝るんじゃねえッ!!」

　戸と倉くら山やまが懐ふところからナイフを取り出した。

　そのまま獣のような動きで灯あか理りの眼球に突き刺そうとして──

　ぱんっ。

　乾いた音が葬式会場に木こ霊だました。

　ナイフが吹っ飛んでいく。ついでに眼鏡も吹っ飛んでいく。

　灯あか理りは右手を振り上げながら泣きそうな顔をしていた。

　彼女の平手が戸と倉くら山やまの頰をしたたかに打ったのだ。

「──あなたには申し訳なく思います」

「灯あか理り、私は」

「ですが……あなたは私の大切な護衛を危険な目に遭わせた！　それだけで重罪です！　許婚いいなずけの関係は解消になることでしょう。今後一切私の目の前に現れないでくださいっ」

　切実な叫びを受けた戸と倉くら山やまは呆ぼう然ぜんとしていた。

　それ以降、彼は言葉を発することがなかった。すべての計画が瓦が解かいし──未来が真っ暗に染まっていくのを自覚して──ただただ絶望の表情を浮かべて床に伏していた。

　灯あか理りは「お父様に蘇よみがえりましたと報告します」と言って出口のほうへ歩いていった。

　こうして殺害予告に端を発する事件は幕を下ろした。




　戸と倉くら山やま恒つね寿ひさは久く世ぜ義よし直なおのボディーガードに連れ去られていった。

　これでクライアントは消失した。〝クラスタ〟は乙おと坂さかが上う手まく丸め込んだので襲撃の心配はもうない。護衛チームの活躍によって久く世ぜ灯あか理りの危難はひとまず去ったようだった。

「いやしかし。灯あか理り殿が我々を『大切な護衛』と言ってくれたのは嬉うれしいな！」

　セレモニーホールの休憩所。

　灯あか理りと護衛チームの五人は長テーブルで向かい合っていた。

　高たか辻つじが「どうせならお弁当を食べていこう！」と皆を引っ張っていったのだ。

「……お給金を支払っていますからね。私は今でも護衛なんて不要だと思っていますが、ビジネスパートナーを大事にするのは人として当然のことかと」

「え？　護衛いらないのか？　俺も辞めたほうがいいか？」

　立ち上がりかけた瞬間ガシッと灯あか理りに腕をつかまれた。

　そうして皆に聞こえないほどの小さな声で囁ささやくのだった。

「待ってください辞めないでください。あなたがそばにいないと死んでしまいます。いつもの死にたがり癖に決まっているでしょうが」

　涙で潤んだ切実な瞳。未いまだにこの少女は相あい原はら以外の人間の前では「死にたい少女」を演じたいらしかった。そろそろ本性を打ち明けたらいいのにと思わないでもない。

　再び灯あか理りの隣に腰をおろす。斎さい藤とうが「それにしても」と不思議そうに言った。

「虚偽の葬儀とは驚いたね。これだけの人数を騙だますなんてさすがだよ」

　全員の視線が黒髪の少女──乙おと坂さか美み咲さきのほうに集まった。

　彼女は小馬鹿にしたように鼻で笑った。

「みんなが勝手に騙だまされただけでしょ？　私は灯あか理りが死んだように見せかけただけだし」

「それを騙だましたと言うのだよ詐欺師。クラスタまで言いくるめたのだから天あつ晴ぱれだな」

「あんたが素直に褒めるなんて気持ち悪いね。どうしたの？　詐欺でも企たくらんでるの？」

「ああそうか。私の賛辞なんていらないか。キミは月つき影かげに褒めてほしいんだもんな」

「!?」

　乙おと坂さかがびくりと肩を震わせた。小声で「あんた何言ってんの馬鹿じゃないの」と高たか辻つじに詰め寄っている。相あい原はらとしては何な故ぜ自分の名前が出てくるのかよくわからなかった。

「ほら月つき影かげ。大役を果たした乙おと坂さか美み咲さきを讃たたえてやってくれ」

「よくわからないが──すごかったな乙おと坂さかさん！　俺では到底できない芸当だ」

　何な故ぜか乙おと坂さかの耳が真っ赤に染まっていった。

　腕を組んで明後日あさつての方向を向く。

「ふ……ふん！　当たり前でしょ？　あなたみたいな貧相な脳のう味み噌その持ち主には一生かかってもできないことだよ。それにしても痛快だったよね！　相あい原はらも灯あか理りが死んだと思ったんでしょ？　馬鹿みたいに悲しそうな顔しちゃってさあ。まるで捨てられた子犬みたい」

「俺をここまで綺き麗れいに騙だました人間は初めてだ！　さすがは乙おと坂さかさんだな。尊敬する」

「………………」

　乙おと坂さかはしばらく口をぱくぱくさせるだけで言葉を発しなかった。

　お茶を一口飲む。深呼吸をしてから普段のニヤニヤした笑みを無理に作り上げる。

「──なに勘違いしてるの？　べつにあなたのためにやったんじゃないんだからね」

「いや知ってるが」

「それよりも一つ気になったんだけど」

　斎さい藤とうが口をはさんでくる。

「そもそもどうして葬式なんだい？　犯人を誘おびき出だすなら他にも方法はあったよね」

「なんでもいいんだけど……まあ理由は二つある。まず灯あか理りが死にたがってたから」

「そうですね。一度死ぬ気分を味わってみたかったのです」

「クライアントの要望は聞くべきだしね。そしてもう一つは──」

「私の要望だ。灯あか理り殿が死んだら周囲がどんな反応をするのか見てみたかったのだ」

　高たか辻つじが唐揚げを齧かじりながら言った。

「最大標的に対する心理的な扱いを知っておきたくてな。灯あか理り殿本人を前にして言うことではないかもしれないが──あれはひどいものだった」

　高たか辻つじが葬儀中にキレていたのはそういう理由だったらしい。

　確かに久く世ぜ義よし直なおや親戚連中は灯あか理りの死に対して心を動かしていた様子がなかった。

「久く世ぜ殿は最初なんて言ったと思う？──『代わりになる娘を用意しようか』だぞ。あの男は娘の死を隠蔽して影武者を立てようとさえしていたんだ。尋常の思考とは思えん」

「お金持ちなんてどこもそうですよ。戸と倉くら山やまさんだって……親の言いつけでむりやり私の許婚いいなずけにされたんですから。その点を強く責めるべきではありませんね」

　灯あか理りの表情にはある種の慣れが浮かんでいた。

　軽んじられることに対する慣れ。それはひどく悲しいことのように思われた。

　しかし占い師の牧まき田たが「大丈夫ですよ」と笑いかける。

「灯あか理りさんのことを想おもってくれている人はいますから。それだけで大吉です」

「そうですか。そんな方がどこにいるのかわかりませんね」

「私は灯あか理り殿のことを憎からず思っているぞ。中二病なところも含めて嫌いじゃない。胡こ鈴すずも斎さい藤とう殿もそうだろうし──詐欺師だってそうだろう？」

「さあね。でも灯あか理りみたいな金を持ってるやつは嫌いじゃない」

「だそうだ。それに月つき影かげなんぞはキミが死んだと知って大泣きしていたんだぞ」

　灯あか理りが驚いたような目でこちらを見た。

「泣いてなどいない」

「噓うそつけ。心が泣いていたぞ」

　暗殺者は痛みを感じない。親しい誰かが死んでも心の闇が深くなるだけ。今までもずっとそうだった。でも灯あか理りの場合はどうなのだろう？──よくわからなかった。

「まあ道みち真ざねは純粋ですからね」

　灯あか理りが何かを誤魔化すように弁当のフタを開けながら言った。

「クラスメートが死んだら悲しくなるのも当然です。私みたいないつ死ぬかもわからない死にたがり女と関わっていたら心が死んでしまうかもしれませんね」

「だが護衛を辞めるわけにはいかない」

　これだけは伝えておいたほうがいいと思った。

　ゆえに相あい原はらは思ったままのことを口にしていた。

「灯あか理りと一緒にいると心が弾む。俺はきみと青春を謳おう歌かしたいと思ったのだ」

　フタが床に落ちた。

　牧まき田たが「えぇえ……」と目を丸くしている。

　灯あか理りは落ちたフタを拾って何な故ぜか再び弁当に被かぶせた。

「わ……私の近くにいても不幸になるのでオススメしませんよ。私はすぐに死んでしまうと思いますので……いえ。これはいつもの自殺願望とかじゃなくて客観的な意見なのですが」

「何言ってるんだ灯あか理り。護衛になってくれと頼んだのはきみじゃないか」

「…………。……いやまあそれはそうなんですけど」

「そう悲観的になるな灯あか理り殿。最大標的はなかなか死なないから最大標的なんだ」

　高たか辻つじが「ごちそうさま」と手を合わせながら言葉を続けた。

「世界にはキミのように狙われている人間が腐るほどいる。しかし大半はすぐに殺されてしまう。最大標的と呼ばれている時点で数あま多たの死線を潜くぐり抜ぬけてきた〝生きる天才〟なんだ」

　高たか辻つじは外のベンチで相あい原はらにこう言った。

　──思い出してみろ。灯あか理り殿はどうして最大標的なんだ？　その所以ゆえんは？──簡単さ。生きる才能があるから最大標的なんだ。葬式が開かれたくらいで死んだと考えるのは早計だよ。

「それに現在は私をはじめ護衛チームがついている。久く世ぜ灯あか理りが死ぬことなんて万に一つもありえないのだ。キミはもう少し生存に対して前向きになったほうがいいと思うぞ」

　以前の灯あか理りなら「前向きなんて無理ですね」と皮肉っぽく笑っていただろう。

　しかし今回は僅かに期待を孕はらんだような目をして呟つぶやくのだった。

「……護衛の皆さんが優秀なことはよくわかりました。今後は少し肩の力を抜きましょうか」

　高たか辻つじが満面の笑みを浮かべた。相あい原はらも思わず笑みをこぼした。

　高校に入ってから数日。このメンバーとも随分仲良くなれたなと相あい原はらは思う。

　そこでふと気づいた。

　仲良く。そうか。そういうことか──

「──なるほど。どうして灯あか理りと一緒にいると心が弾むのかわかった気がするぞ」

「えっ」

　灯あか理りはドキッとしたようにこちらを向いた。他の護衛の面々も「何それ聞きたい」といった様子で面白そうに眺めてくる。相あい原はらは気負うこともなく淡々と言った。

「きみが俺の友達だからだ」

「えっ……」

「友達と一緒にいると楽しいものだと『スタハイ』にも書いてあった。そういうことなのだろうな。勉強を教え合ったり街を出歩いたりするうちに俺たちは友達になっていたんだ」

「…………」

　空気が固まったような気がした。

　灯あか理りが盛大な溜ため息いきを吐ついて冷ややかな視線を向けてきた。

「……道みち真ざね。私とあなたは友達ではありませんよ。未来永えい劫ごう」

「そうか。それは残念……」

　本当に残念な気持ちを抱きながら相あい原はらはお茶を啜すするのだった。





◇






　久く世ぜから指定された護衛期間は殺害予告を送りつけてきた犯罪グループを撃退するまで。

　しかし功績が認められたらしい。雇用期間を延長したいと久く世ぜから打診があったのだ。

　これを聞いた面々の反応は様々だった。

「望むところだ。まあ他の依頼と並行してやるけど」と高たか辻つじ。

「依頼してくれるなら引き続き頑張るよ」と斎さい藤とう。

「灯あか理りさんが心配なので。あとやることもあるから……」と牧まき田た。

「金がもらえるなら別に。みっくんもいるし……いや何でもない！」と乙おと坂さか。

　結局は全員が灯あか理りの護衛チームとして働き続けることになった。

　そうして一時的に平穏な日常が訪れる。

　灯あか理りの死亡騒ぎのせいで学校を四日も休んでしまった。貴重な青春は一分一秒でも無駄にはしたくない。そういうわけで相あい原はらは全力前進で授業を楽しむことにした。

　居眠りなんてもってのほか。先生が「この問題わかるやついるか？」と問いかければわかるわけもないのに手を挙げて滔とう々とうと回答をする。そして見事に間違える。隣の灯あか理りに「楽しいのはわかりましたから落ち着いてくださいっ！」と窘たしなめられたのは少しショックだった。

　夢のような時間はあっという間に過ぎ去った。帰りのＳＨＲショートホームルームが終わって放課後に突入。

　しかしここからも相あい原はらにとっては夢のような時間であることに変わりはない。

「嗣つぐ仁ひと。ファミレス行こうぜファミレス」

　前方の席に座っている友人に声をかけた。

　斎さい藤とうは少し引きつった笑みを浮かべていた。

「ははは……遠慮しておくよ。久く世ぜさんの護衛もあるだろうし……」

「そうか。じゃあ今夜は一緒にお泊まり会でもしないか？」

「……え？　えっ？　話が急すぎない？」

「こないだの食事会に嗣つぐ仁ひとは来られなかったからな。せっかくだし一緒に夕飯を食べよう。その後一緒に風ふ呂ろに入って一緒に寝よう」

「そ、それはちょっと……」

「まあ無理にとは言わないが。お前の都合も色々あるだろうし」

「──道みち真ざね。斎さい藤とうさんがドン引きしてますよ」

　制服の裾を引っ張られた。

　灯あか理りが不満そうな顔をして突っ立っていた。

「どうして斎さい藤とうさんばかりをそんなに誘うのですか。あなたが普通の高校生らしい青春に憧れていることはわかります。だったら他の人も……たとえば。そうですね。あれですよ。高たか辻つじさんとか牧まき田たさんとか乙おと坂さかさんとかも誘えばいいじゃないですか」

「嗣つぐ仁ひとは友達だからだ。友達と一緒に寄り道をするのは俺の夢なんだよ」

　灯あか理りは一秒だけ動きを止めた。すぐに緊張をにじませたような様子で言葉を紡つむぐ。

「……では。では私があなたの夢を叶かなえて差し上げましょうか？」

　意味がよくわからなかった。

「そもそもそういう契約ですからね。実は行きたいところがあるのですが。道みち真ざねさえよければ一緒に──」

「灯あか理りは協力者ではあるが俺の友達じゃないだろう？」

「!?!?!?──わ、わかりましたっ!!　もう道みち真ざねなんて誘いませんっ!!　ちょうど自殺用の練炭を持っているので今すぐトラックの中で一酸化炭素中毒になってやりますっ!!」

「その練炭ならさっき昼食用の肉を調理するのに全部使ったぞ」

「なんで学校で調理してるんですか!?　でもありがとうございますっ!!」

　傍はたから見れば意味不明なやり取りらしい。

　斎さい藤とうが「よくわからないけど」と困惑気味に間に入ってきた。

「友達かどうかはいいじゃんか。久く世ぜさんはどこへ行きたいの？　道みち真ざねくんが連れていってあげるってさ」

「何やら釈然としませんが……」

「そうだな。嗣つぐ仁ひとの言う通りだったな──一緒に出かけようじゃないか」

　灯あか理りはしばらく不服そうにしていた。

　やがて相あい原はらをまっすぐ見据えてこう言った。

「──ではお墓参りに行きたいです。今日は姉の命日なので」




　東京郊外にある霊園だった。

　墓石がずらりと建ち並ぶひっそりとした空間。相あい原はら・高たか辻つじ・斎さい藤とう・乙おと坂さかの四人は灯あか理りの護衛として付き添っていた。ちなみに牧まき田たは委員会の集まりがあるとかでこの場にいない。

「姉は私より二つ上でした」

　花屋で購入した花を供えながら灯あか理りが言う。

「よく遊んでもらったのを覚えています。【治癒】の異能に束縛されていた私に構ってくれたのは姉だけでした。だからこそ──私のせいであんなことになったのが許せないのです」

「調査させてもらったよ」

　高たか辻つじが線香に火をつけて灯あか理りに手渡した。

「キミの姉は犯罪組織に誘拐されて殺された。遺体はバラバラに切断されたとか」

「おいヘボ探偵。そういうことズケズケ言うから嫌われるんだよ？　わかってる？」

「構いませんよ。事実から目を背けるのは性に合いませんので──というか線香つけちゃったんですか。普通はお掃除をしてから拝むものだと思いますが」

「え？　そうなの？　まあよいではないか。ほら無駄になってしまうぞ」

「仕方ないですね。姉も細かいことは気にしない性たちでしたし」

　灯あか理りは線香を墓に添えて合掌した。

　無言で待つ。ほどなく彼女は目を開けて立ち上がった。

「さっそくお掃除を始めましょう」

「墓とは掃除をするものなのか」

「当たり前でしょうに。道みち真ざねは来たことないんですか」

「親戚がいないからな。相あい原はら家けに墓はない」

　灯あか理りは淡泊に「そうですか」と呟つぶやいた。

「でも個人のお墓を生前に作っておくのも一興ですよ」

　そう言って隣の区画を指差す。

　そこにはファンシーな墓石が屹きつ立りつしていた。墓石なのだろうか？──台座に突き刺さった伝説の剣を模したかのような一品である。刀身には『久く世ぜ灯あか理り之の墓はか』と書かれていた。

「私の死後のおうちです。切れ味鋭そうでかっこいいでしょう？」

　灯あか理りはドヤ顔で自慢していた。

　そういえばこの少女は刃物とか銃とかを集めるのが趣味だったのだ。

「……確かにかっこいいな。墓に切れ味を求めるところがハイセンスだ」

「理解してくれたのは道みち真ざねが初めてですね──さて。お水を汲くんできましょうか」

「荷物運びなら俺が担当しよう」

「べつに手て桶おけくらい自分で運べるのですが。そこまで言うのならお願いします」

「僕もついていくよ。ちょっと気になることがあって」

　笑顔の斎さい藤とうが近づいてきた。灯あか理りが不思議そうに首を傾かしげた。

「気になること？　ここでは駄目なのですか？」

「ちょっとね。高たか辻つじさんや乙おと坂さかさんには感づかれたくなくて」

　斎さい藤とうがちらりと二人のほうに目をやる。高たか辻つじは剣の墓を目にして「すごいすごい見てみろ詐欺師！」とはしゃいでいた。乙おと坂さかは探偵に引っ張られて鬱うつ陶とうしそうに眉をひそめている。

「……二人がどうかしたのか？」

「大したことじゃないんだけど。道みち真ざねくんには伝えておいたほうがいいかなと思って」

　そう言って斎さい藤とうは真剣な眼まな差ざしを向けてくる。




　水道の近くには無料貸し出しの墓参り道具が置かれていた。

　灯あか理りは手て桶おけを摑つかみ取とると蛇口を捻ひねって水を注ぎ始める。

　空は茜あかね色いろに染まりつつあった。本来ならば閉園時間なのだが久く世ぜ家けの権力を使って延長しているらしかった。こんな墓場でも幅を利きかせられるのだから財閥というものは度どし難がたい。

「──正直、僕は護衛チームがこんなに機能するとは思ってなかったよ」

　相あい原はらと斎さい藤とうは水道から一歩引いたところで言葉を交わしていた。

　斎さい藤とうは苦笑しながら腕を組んでいる。夕日の似合う眉び目もく秀しゆう麗れいな男だった。

「道みち真ざねくんが来る前のチームは惨さん憺たんたるものだった。いちおう各分野のスペシャリストが集められていたんだけどね。クラスタの猛攻に太刀打ちできずほとんど全滅してしまったよ。ちなみにリーダーは高たか辻つじさんじゃなかった」

「ではそれだけ高たか辻つじさんが優秀ということだな。さすがは〝桃色の旋せん風ぷう〟」

　新生護衛チームは確かによくやっている。

　今までの護衛とは違って〝フェイス〟を撤退させることに成功した。

　さらに久く世ぜ義よし直なおの信任を勝ち取って灯あか理りの護衛を延長することになった。

　年齢が近いのもあるだろうが護衛対象との関係も良好といえる。

　そこで相あい原はらはふと思いついた。

「──嗣つぐ仁ひと。ちょっと身体を触らせてもらっていいか？」

「!?」

「いや。お前は武闘家として雇われたのに武闘家らしいことをしていないよな。本当に並外れた戦闘能力があるのか確かめたくなったのだ。意外に細身だよなお前」

「……僕は武闘家だけど着瘦せするタイプだからね」

「脱いでもらっていいか？　見てみたい」

「いや……ここで脱ぐのはちょっと……」

「そうか。それは残念だ」

　やはり引かれているのは気のせいではないかもしれない。

　彼は苦笑をしながら「それよりもさ」と強引に話題を変える。

「とにかく新生護衛チームになってからすごい活躍だよね。道みち真ざねくんの加入は久く世ぜさんにとって転機となったわけだ」

「俺ではない。他の皆が頑張っているからだろう」

「──ねえ道みち真ざねくん。べつに他のメンバーを貶けなすわけじゃないけどさ。たとえばあそこにいる二人と僕たちの間にはちょっとした隔たりがあるんじゃないかなって思うんだよ」

「確かにな。高たか辻つじさんと乙おと坂さかさんは女子で俺たちは男子だ」

「そういう意味じゃないんだけど……」

　相あい原はらはなんとなく来た道を振り返る。

　高たか辻つじと乙おと坂さかは灯あか理りの墓の外がい柵さくに腰かけて何やら言葉を交わしていた。

「いや。まあそういう意味かもね。僕には大おお雑ざつ把ぱな括くくりのほうが合っているのかもしれない」

「それにしても沈みゆく太陽がきれいだな。烏からすがカアカア鳴いているぞ」

「そうだね。護衛チームにおいて本当に血ち腥なまぐさい世界に浸つかっているのは僕と道みち真ざねくんくらいなのかもしれない。牧まき田たさんのことはよく知らないけれど。──だから五人が上う手まくチームワークを発揮するとは思わなかった。久く世ぜさんはすぐ死ぬと思っていたんだよ僕は」

「そういえばお前はインド象を素手で倒したんだよな？　あれは本当なのか？」

「久く世ぜさんは救われたよね。道みち真ざねくんのおかげで前より明るくなった気がするよ」

「そうか。ところでお前は人間の顔を識別することができないのか？」

　一瞬だけ間が空いた。

「……どういう意味だい？」

「久く世ぜ家けのメイドの奏かな理りさんは知ってるよな。彼女の得意技は何だと思う？」

「知らないけど。裁縫とか？」

「モノマネだ」

　斎さい藤とうが息をのむ気配がした。

「あそこにいるのは高たか辻つじさんと乙おと坂さかさんじゃない。高たか辻つじさんと奏かな理りさんだぞ」

「ッ──」

「すまん噓うそだ。あの二人は高たか辻つじさんと乙おと坂さかさんで間違いない──だが今の反応でわかった」

　斎さい藤とうの表情が徐々に険しいものになっていく。

　何か隠し事をしているのではと疑っていたが──まさか本当にそうだったとは。

　思い返してみれば不自然な点はいくつもあった。たとえば体育のとき高たか辻つじの姿を認識できていなかった節がある。また他人に自分から話しかけることが殆ほとんどなかった。さらにこの男は人と対面するとき顔ではなく服装や髪型を最初に確認するのだった。

「──はは。これは驚いたね。まさか見抜かれていたとは」

「黙っていることはないだろう。護衛チームを運営していくうえで重要なことだぞ」

「ごめん。でも顔に拘こだわっていることを知られたくなかったんだ」

「何な故ぜ」

「だって僕が〝クラスタ〟のボスだから」

「──道みち真ざね。荷物持ちを志願したのなら手伝ってください」

　水でいっぱいになった手て桶おけを提げて灯あか理りが近づいてきた。

　陽が沈んでいく。墓石の影が黒々と地面を這はっていく。相あい原はらは不思議な気分で目の前の男の表情を眺めていた。相あい原はらにとって初めての友達である斎さい藤とう嗣つぐ仁ひとの顔は──否、〝クラスタ〟のボス・横よこ山やま時とき平ひらの顔は、至上の幸福を嚙かみしめるかのような笑みに彩いろどられていた。

「どうしたんですか？　二人とも見つめ合って……」

　灯あか理りが怪け訝げんそうに見上げてきた瞬間。

　不意に激げき甚じんな爆発音が轟とどろいた。

　灯あか理りが悲鳴をあげてその場に倒れ伏した。相あい原はらですら足元が少しふらついた。

　信じられないような思いで音の発生した場所──久く世ぜ家けの墓のほうを振り返る。

　濛もう々もうと砂煙が巻き上がっている。いつの間にか墓石は粉々に砕け散っていた。

　爆弾が仕掛けられていたのだ──相あい原はらは遅まきながら気がついた。

「ふ、二人が……高たか辻つじさんが……乙おと坂さかさんが……」

　灯あか理りが口元を押さえて青ざめた。手て桶おけが地面に落ちて水がぶちまけられている。

　斎さい藤とうは邪悪な笑みを湛たたえたまま言った。

「陸軍から横流ししてもらったプラスチック爆薬だ。久く世ぜ灯あか理りが姉の命日に墓参りをするという情報は摑つかんでいた──だから日没時に爆発するよう設定しておいた。やはり邪魔者は一人一人潰していかないとな。今回は二人釣れてしまったが」

「あなたは……何を、」

「動くな最大標的。お前は月つき影かげを殺すための餌だ」

　斎さい藤とうが灯あか理りのこめかみに銃口を突きつけていた。

　相あい原はらは突如豹ひよう変へんした友人の顔を無表情で眺める。

「嗣つぐ仁ひと。お前は何者だ？」

「何者と聞かれても……そんなことはオレにもわからない。他人を見ても。鏡を見ても。顔というものはモノクロのモザイクでしかない。でもお前の顔だけはハッキリとわかる──暗夜に輝く月のようにハッキリとわかる──相あい原はら道みち真ざね。オレはお前に復ふく讐しゆうしにきたんだ」

　耳を澄ます。

　風に乗って呼吸の音が聞こえる。爆発に巻き込まれたはずの高たか辻つじと乙おと坂さかはまだ生きている。しかし立ち上がる気配がなかった。放っておけば死んでしまうかもしれない。

　不意に灯あか理りが「斎さい藤とうさん、」と震える声で呟つぶやいた。

「やめてください。こんなことをしても得はありませんよ……」

「オレは損得で行動してるんじゃない。感情で動いているんだよ」

「事情はよくわかりません。でもこれは間違っていると思います。あなたは護衛チームの一員として皆と仲良くしていたではありませんか。それなのに──」

　言葉が止まった。

　斎さい藤とうが放った高速の掌底打ちが灯あか理りの腹部に命中していた。あまりに突然だったので止めることもできなかった。灯あか理りは短い悲鳴を漏らすとお腹を押さえてその場に蹲うずくまってしまう。

　相あい原はらは無意識に制服のポケットからナイフを取り出していた。

　そのまま斎さい藤とうの顔面目掛けて投とう擲てきしようとして──しかしできなかった。

　すさまじい衝撃が襲いかかった。

　銃弾が相あい原はらの左腕を貫いていた。

　血ち飛沫しぶきが舞う。ナイフが吹っ飛んでいく。バランスを崩してよろめいてしまう。

　灯あか理りが涙をこぼしながら声にならない悲鳴をあげた。

　拳銃をこちらに向けながら斎さい藤とうがせせら笑う。

「そう熱くなるなよ月つき影かげ。状況が把握できていないのか？」

「…………」

「不幸にも探偵と詐欺師は爆発から生き延びたらしい。寸前で気づかれたようだが──これは想定内だ。むしろそうでなくちゃ困る。やつらは墓場のど真ん中で血ち塗まみれになって倒れているぜ。虫の息ってところだろうが」

「……………………」

「オレを相手にしていたら助かるものも助からなくなっちまうよな。言っておくが霊園は予あらかじめ制圧してあるから職員が来ることもない。お前のスマホからもバッテリーを抜いておいた。二人を助けたければ自分の足で走って人を呼んでくるしかない」

「…………………………………………」

「だからここはいったん仕切り直しにしよう。オレの目的はたった一つだ。あのときと同じ場所・同じ条件でお前を殺すことだけ」

　ぼたぼたと血が垂れている。

　痛みはない。心が氷のように冷たくなっていく。

「道みち真ざね……二人を……助けに行ってください……」

「だってさ。場所は連絡するからいったん引けよ。まあ心配するな──お前が来るまでこいつに危害を加えることはない」

　表の世界に来れば物騒な争いごとから逃げられると思っていた。

　しかし暗殺者として非道の限りを尽くしてきた人間には分不相応な望みだったのかもしれない。いくら拒んでも裏世界の柵しがらみは様々な形をとって何度でも目の前に立ちはだかる。

　斎さい藤とうの目的は「灯あか理りを連れ去って月つき影かげを〝特定の場所〟で待ち構えること」だろう。

　相あい原はらの目を盗んで灯あか理りを誘拐するのは難しい。

　だから高たか辻つじと乙おと坂さかを人質にとって言うことをきかせようとしたのだ。

　そしてその作戦は──克こく礼れい館かんのクラスメートを大事に思っている相あい原はらには有効だった。

「なるほどな」

　自然と笑みがこぼれてしまった。

　一年前の月つき影かげだったら高たか辻つじや乙おと坂さかなど無視して目の前の男を殺しにかかっただろう。

　だが今はそれができない。

　このわずかな学校生活の間に随分心が変質してしまったようだ。

　辺りは夕闇に包まれつつある。不気味な紅色の世界はいやな記憶を呼び起こしてやまなかった。暗殺者として路地裏を駆け回っていたときの血みどろの記憶だ。

　やはり人殺しが普通の青春を望むのはおこがましかったのだ。

　相あい原はらはくるりと踵きびすを返して言った。

「護衛対象の意を汲くもう。高たか辻つじさんと乙おと坂さかさんを助ける。その後は──」

　ゆっくりと歩き出す。方針はすでに固まっていた。

「──斎さい藤とう嗣つぐ仁ひとを暗殺してきみを救出する。少しだけ待っていてくれ」
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　少年には殺しの才能があった。

　素しろ人うとに雑草の区別がつかないのと似ていた。

　少年にとっては道行く人々の顔はすべて同じものに──汚いモノクロのモザイクにしか見えなかった。だからターゲットに情など湧くはずもなかった。もとは異能の代償だったはずである。しかし〝殺しへの躊躇ためらいの喪失〟は大きな武器となった。

　少年が属する暴力団〝死し屍し会かい〟は業界でも有名な無ぶ頼らい漢かんの集団だった。

　もとは鉄クズを集めて売り払うバッタ屋の相互扶助同盟だったという。しかしここ三十年の間で非合法な人体実験や特殊な兵器の開発によって急成長。裏世界に散っている破門されたヤクザどもと結びついて一大勢力を築きあげていったらしい。

　弱者は強者に絶対服従──そういう掟おきてのもと少年は目覚ましい活躍を見せた。

　殺した人数は両手の指では数えきれない。余よ所その組との抗争では積極的に先陣を切った。敵の首級をあげたことも一度や二度ではなかった。

　こうして死し屍し会かいにおいて少年の評判は上がっていく。手て練れん手て管くだを尽くして敵対組織の商圏を奪い取ったときには当時の会長をして「未来の会長はお前やもしれぬ」と言わしめた。

　少年自身も満足していた。もともと路地裏に捨てられた孤児だった。たとえそれが暴力の技術であったとしても人から認められるのは嬉うれしかった。

　そんなときである──あの命令が舞い込んだのは。

〈とある財閥の令嬢を誘拐せよ〉

　普段の地上げや借金取りと比べたら遥はるかに心躍る仕事だった。

　会長からは「絶対に成功させろよ」と念を押された。まったく不安はなかった。

　少年は部下を数人つれて街へ飛び出した。標的は同い年くらいの少女だった。街を出歩いているところを襲撃すると容易たやすく誘拐に成功。使われなくなった軍の工こう廠しように少女を運び込んで軟禁することにした。あとは財閥に対して身みの代しろ金きんを要求するだけだった。

　なんて楽な仕事なのだろう。

　しかし運命の歯車が狂い始めたのは間違いなくこの瞬間だった。

「──久く世ぜ灯あか理りは俺の獲物だ」

　突如として闖ちん入にゆうしてきたそいつは光の速さで少年の部下を殺していった。

　気が動転して一瞬手足が動かなくなった。血の海に沈んでいく死し屍し会かいの面々を見つめながら少年は初めて恐怖の感情を覚えた。あれは化け物だ──心の底からそう思った。

　しかし脳髄が強制的に再起動した。

　殺やらなければ殺やられる。作戦に失敗すれば指を詰めて済むような問題ではなくなる。

　最後の一人が悲鳴とともに崩れ落ちた。

　もはや隠れている場合ではなかった。少年はコンテナから飛び出すと即座に異能を発動。

　肉体強化によって音速で放たれたダガーが敵の心臓を狙ってまっすぐ飛んでいく。

　腹部に命中した。噴水のように血が飛び散った。

　やった！──少年は思わず拳を握りしめた。

　その油断が命取りとなった。




　以降の展開はよく覚えていない。

　後で聞いた話によると死し屍し会かいの回収班によって命を助けられたらしい。

　しかしここからが地獄だった。

　死し屍し会かいの会長は少年のことを完全に「不要物」と認識するようになった。悪夢のような虐待が日常茶飯事となった。さらに本部ではなく下部組織の〝クラスタ〟に左遷。そこでもぼろ雑巾のように扱われた。裏世界で名を馳はせるという少年の目標は露つゆと消えた。

　たった一人の襲撃者のせいで。

　そう──あの襲撃者のせいなのだ。彼の顔だけは何な故ぜか克明に思い描くことができる。顔のない暗黒の世界で煌こう々こうと輝く月のような存在。あの凶悪な視線を思い出すたびに憎ぞう悪おが沸き上がって仕方がなかった。調査によればやつの名前は相あい原はら道みち真ざねというらしい。後に〝月つき影かげ〟と呼ばれるようになる裏世界最高の暗殺者だった。

　だから少年は復ふく讐しゆうしようと決意した。

　あの憎たらしい顔を絶対に潰してやろうと思った。

　殺して潰して復ふく讐しゆうを達成して──死し屍し会かいを抜けよう。新しい一歩を踏み出そう。

　少年は他者の顔を破壊しながら殺しの鍛錬を積んだ。地獄のような日々を臥が薪しん嘗しよう胆たんの思いでやり過ごすこと数年、下克上で〝クラスタ〟のボスに就任。ついに準備が整った。

　戸と倉くら山やま恒つね寿ひさから久く世ぜ灯あか理り暗殺依頼が入ったのはその頃である。

　報酬金に釣られたことは否定できない。〝クラスタ〟が死し屍し会かいから完全に独立するためには資金が必要だったからだ。復ふく讐しゆうはこの仕事が終わってからだ──そういう何気ない気分で暗殺依頼を承諾。いつもの流儀に則のつとり久く世ぜ財閥に対して殺害予告を出す。

　だがここで奇跡的なことが起きた。

　色を失った久く世ぜ義よし直なおは新しい護衛を雇うことにしたらしい。その候補の中に月つき影かげも入っていたのである。少年は考えた。やつの為人ひととなりを調査してみるのも一興かもしれない。そうすれば何な故ぜやつの顔だけ思い描くことができるのかわかるかもしれない。

　少年はスパイとして護衛に紛れ込むことにした。

　護衛候補の中で隠かくれ蓑みのに最適だったのは武闘家の斎さい藤とう嗣つぐ仁ひとだった。世界を一人で旅してストリートファイトに精を出している風変りな人間。少年は日本に戻ってきた斎さい藤とうを暗殺して身分証明書を奪った。顔が違うのは「整形しました」と言えばなんとでもなった。

　そうして少年はナンバー２・武闘家としてチームに配属されることになる。

「──顔を。潰してやろうじゃないか月つき影かげ」

　再会した相あい原はら道みち真ざねはふざけた人間だった。

　薄汚れた暗殺者のくせして何食わぬ顔をしながら表の世界を謳おう歌かしていたのだ。

　すぐにわかった。こいつの顔がクリアなのは自分とあまりに対照的だからである。横よこ山やま時とき平ひらが苦痛に耐え忍んでいるのに相あい原はら道みち真ざねは不敵に笑って授業を受けている──許せるはずがなかった。せっかくなので最高の舞台を用意して殺してやろうと思った。

　そうして時は満ちた。

　少年の中で復ふく讐しゆうの殺意がめらめらと増幅していく。





◆






　気絶した牧まき田た胡こ鈴すずが体育倉庫で発見された。

　命に別状はない。しかし身体には暴行を受けたような痕跡があった。

　思い返してみれば「牧まき田たさんは委員会に行ったよ」と証言したのも斎さい藤とうだったのだ。犯行を予知されるのを恐れて動きを封じておいたのだろう。たとえ未来が視みえたとしても行動を起こす前に襲撃されれば衰すい運うん雪せつ花かにできることはなかった。

　一方で高たか辻つじと乙おと坂さかは幸いにも一命をとりとめた。高たか辻つじは軽傷だったが乙おと坂さかは未いまだに目を覚ます気配がない。医師によれば打撲や出血のせいで意識が飛んでいるらしかった。

　病院のベッドでは占い師と詐欺師が仲良く死人のように眠っている。

　護衛チームは崩壊したも同然だな──と相あい原はらは冷静に考える。

「気に食わない。気に食わない……」

　隣の椅子に座っていた探偵の高たか辻つじが悔しそうに言った。

　彼女は爆風に巻き込まれた際に辛かろうじて受け身を取ったらしい。

　膝にガーゼを当てられているが大した怪け我がではなかったようだ。

「本当に気に食わない！　なんで斎さい藤とう殿が裏切るんだよ！　灯あか理り殿を狙っているなら何な故ぜ最初から彼女を殺さなかったんだ!?　何な故ぜ今日まで待っていたんだ!?　わかんないっ！」

「あいつが狙っているのは灯あか理りじゃない。俺なのだろう」

　斎さい藤とうは月つき影かげに恨みを抱いている。つまり護衛チームがひどい目に遭ったのは相あい原はらの責任。灯あか理りが攫さらわれたのも相あい原はらの責任。しかし高たか辻つじはそうは思っていないようだった。

「くそ！　リーダーとして失格だ。護衛対象を奪われてしまうなんて……」

「あまり大声をあげないほうがいいぞ。傷に響くだろう」

「こんなの全然大した傷じゃないっ！　むしろキミのほうこそ大丈夫なのか!?」

　高たか辻つじの視線が相あい原はらの左腕に注がれていた。包帯を巻いて止血が施されている。

「痛くない」

「噓うそつけ！　銃で撃たれたんだろ」

「心配してくれてありがとう。だが銃で撃たれて痛がるのは普通の人間だ」

　本当に痛くなかった。撃たれた瞬間でさえ。

　多少行動に支障は出るが両りよ利うききなので問題はないだろう──相あい原はらはそう楽観している。

　にわかに高たか辻つじが「うぅうぅうぅうぅ」と悲しそうな唸うなり声ごえをあげて頭を抱えた。

「……私はいつもこうだ。肝心なところで詰めが甘いんだ」

「そんなことはないだろ。きみは〝桃色の旋せん風ぷう〟の異名に相応ふさわしい働きを──」

「うぅ……ぅうううううううううううううううううううっ……！」

　相あい原はらはぎょっとして彼女のほうを振り返る。

　高たか辻つじ翠すい花かは泣いていた。

　ちょっと目に涙が浮かんでいるとかそういうレベルではない──完全なる大号泣である。

　椅子に座りながらぼろぼろと大粒の涙をこぼしている。

「私は……ひっく……小さいときから……ダメダメで……ひっく……いっつも最後の最後でこんなことに……」

「落ち着け。鼻水が出ているぞ」

　棚に置いてあった箱ティッシュを手渡す。高たか辻つじは「ありがどう」と言って受け取った。

　嗚お咽えつを漏らしながら言葉がひねり出される。

「本当は……本当は私には才能なんてないんだ。みんなスゴイ能力を持ってる……灯あか理り殿は言うまでもないし……胡こ鈴すずは占いができるし……詐欺師は他人の感情がわかる能力者だし……月つき影かげは……認めたくないけどすっごく強いし……認めたくないけど……」

　わざわざ二回言わなくてもいいだろと心の中でつっこむ。

「私が凡人だから……私みたいな普通の人間には……みんなのリーダーを務める資格なんてなかったんだ……！　探偵養成学校を首席で卒業したけど……あんなものに価値なんてなかったんだ！　何が〝桃色の旋せん風ぷう〟だ……全然旋せん風ぷう起こせてないじゃん……これじゃあ扇風機のほうがよっぽど働き者だよ……！　ふぐうううううううっ……！」

「意味がわからん」

「私はな……月つき影かげ……」

　高たか辻つじは涙を拭いながら身を縮こまらせている。

「実はこれが初めてのマトモな任務だったんだ……」

「……ん？　きみは数々の難事件を解決してきた名探偵じゃなかったのか？」

「それは……それは……探偵養成学校の授業のことだったんだ……数々の難しい課題を楽々解決してきたのは事実だよ。だからみんなからは名探偵って呼ばれてた」

「そうなのか」

「しかもな。私が所属していた探偵学校はな。発はつ寒さむ探偵養成学校といって……日本でいちばんレベルの高い学校だったんだ。さらに私はその中でも〝悪魔の超世代〟と呼ばれる二十七期の首席だった。だから……肩書きだけなら裏世界最高の名探偵といっても過言じゃないだろ」

「…………」

「東京にやってきて。事務所を開いて。今までは迷子の猫を捜したり……落とし物を探したりしていた。だから……今回の護衛任務が私にとって最初の大きな依頼だったんだ……でも。私なら。私ならできると思ってたのに……！　みんなと仲良くなって……灯あか理り殿とも仲良くなって……いい感じにフェイスを追いつめることができたのに……！　でも最後の最後で最悪な結果になっちゃった。みんな斎さい藤とう殿にやられて大おお怪け我がを負ってしまった……やっぱり私は……私は……！　学校の中でだけ優等生のダメダメ名探偵だったんだあっ……！」

　そう言って高たか辻つじは両手で顔を覆ってしまった。

　大胆不敵で傲ごう岸がん不ふ遜そんに思えたこの少女にもコンプレックスはあったらしい。

　とはいえ彼女の不安もわからないではない。詐欺師は意識を失っている。占い師も意識を失っている。武闘家はそもそも敵だった。肝心の護衛対象は誘拐されて姿を消した──

「もうダメだ。灯あか理り殿は私のせいで……私のせいであんなことに……」

「そんなことはない。きみはよくやっている」

「ふぇ──？」

　高たか辻つじはびっくりしたように顔をあげた。

　頭を撫なでてやろうと思ったがやめた。前に怒られたからだ。

「今まできみが立てた作戦はほとんど上う手まくいっていた。今回は運が悪かっただけだ」

「そんなこと言われても……」

「きみは一回失敗したくらいでへこたれるヘボ探偵ではないだろう？」

「…………！」

　高たか辻つじの目が見開かれていく。

　涙をゴシゴシと拭ってキッと睨にらんでくる。

「あ……暗殺者に言われたくないっ！　そんなことは私がいちばんわかってる！」

「じゃあ自分を責めるのはやめておくんだな」

「だけど自分が嫌になるんだ。こんなことも予測できなかったなんて……」

「落ち着け。バナナでも食べるか？」

「え？　うん」

　皮を剝むいて手渡す。

　もしゃもしゃとバナナを食べ始める高たか辻つじを見つめながら相あい原はらは考える。

　この少女は戦闘要員としては期待できないだろう。

　つまり動くことができるのは暗殺者のみ。しかし孤独な戦いとは思わなかった。

　殺し合いとは本来そういうものだ。誰にも頼ることができない暗闇の中で己の勘と技術だけを頼りに死に物狂いでナイフを振るうような泥臭い世界。いつだってそうだった。

　不意にスマホが震えた。先ほど充電しておいたのである。

　斎さい藤とうからＳＭショートメッセージが届いたらしい。飾り気のない文章で決戦の場所・日時が記されていた。

　相あい原はらは無言でそれを確認するとスマホを再びポケットにしまう。

「灯あか理りは取り戻す。きみはここで待っていてくれ」

「でも……」

「問題ない。嗣つぐ仁ひとは致命的なミスを犯している」

　相あい原はらは安心させるように微ほほ笑えみかけた。

「月つき影かげの暗殺成功率は99％。俺を敵に回した時点で勝ち目はない」

「……………………」

　病室の窓から月の光が差し込んでいる。

　月齢カレンダーによれば今夜は満月の翌日らしかった。

　高たか辻つじは呆ほうけたように相あい原はらを見上げていた。視線が交錯する。やがて彼女の中で何かの決意が固まったらしい。バナナを握りしめながら決然とした表情を浮かべる。

「……すまない月つき影かげ。我を失っていた」

「そうか」

「私も戦おう。キミのような暗殺者ひとりに任せてはおけない」

「きみは銃やナイフを使えるのか」

「怖くて使えないよ。私の仕事は頭脳労働だ」

　それでこそ〝桃色の旋せん風ぷう〟である。

　ふと高たか辻つじがこちらに上目遣いを向けた。わずかに躊躇ためらってから恥ずかしそうに言う。

「あと……私が泣いたのは皆に内緒な」

　戦いの準備は整いつつあった。





◆






「──さて。そろそろ時間だが」

　東京西部の山奥。大昔に陸軍の施設として利用されていた廃はい墟きよだった。

　しかし目の届く範囲では手入れが行き届いている。巨大な空間には無数のコンテナが迷路のようにちりばめられている。そしてところどころに人間の居住区のような場所があった。灯あか理りが今いる場所も絨じゆう毯たんが敷かれてお洒落しやれな椅子とテーブルが設置された奇妙な空間。

　克こく礼れい館かんの学生服を身にまとった男──斎さい藤とう嗣つぐ仁ひとはティーカップにお茶を注ぎながら言う。

「紅茶でも飲むか？　ダージリンのストレート」

「私は緑茶派です。狭さ山やま茶ちやを持ってきてください」

「ふん。人質の身で偉そうだなお前」

　灯あか理りは斎さい藤とうを無視して辺りを見渡した。

　特に身体は拘束されていない。逃げられまいと高を括くくっているのだろう。

「──小こ綺ぎ麗れいな場所ですね。まるで秘密基地のようです」

「当たり前だろ。毎月手入れをしているからな──そして今日は良い天気だ。憎たらしい月がよく見えるじゃないか」

　工こう廠しようには巨大なバルコニーがあった。

　開け放たれた扉の向こうには茫ぼう漠ばくとした夜の森が広がっている。

　さらにその奥には宵闇にぽっかりと浮かぶ十六夜いざよいの月が見えた。

「ここはオレが決定的な敗北を喫した場所だ。あの日以来、オレの人生は百八十度変わってしまった。その屈辱を忘れないためにここで寝泊まりをしている」

「道みち真ざねと何かあったのですか？」

「あったさ。お前だって知ってるはずだぜ」

　記憶を探ってみる。三年前の誘拐事件のことだろうか。

「思い出したようだな。あのとき──オレは死し屍し会かいの連中を引き連れてお前を誘拐した。何の変哲もない身みの代しろ金きん目的の誘拐だ。計画は途中まで上う手まくいっていたはずだった。だがあの男が乱入してきて引っくり返された。オレは半殺しにされてすべてを奪われたんだ」

「その復ふく讐しゆうというわけですね」

「ああ。オレは護衛チームに潜り込んで機をうかがっていた。だがあいつと一緒にいるだけで反へ吐どが出る思いだった。殺し屋として散々人を殺してきたくせに……どうしてあいつはあんなに楽しそうなんだ？　どうして学校生活を満喫しているんだ？　オレがこれだけ苦しい思いを味わってきたのに……どうしてあいつばっかり……」

　くだらなかった。そんなことのために多くの人が傷つけられたのだ。

　護衛たちの痛みを想像すると胸が張り裂けそうになって死にたくなった。

　久く世ぜ灯あか理りの周りの人間はボロボロになっていく──そういう現実を再認識させられた。

　斎さい藤とうはブツブツと怨えん嗟さの声をあげながら紅茶を飲み干した。

「──お前は撒まき餌えだ。月つき影かげを誘おびき寄よせるためのな」

「あなたに道みち真ざねを殺すことができるのでしょうか？」

「できる。そのための準備をしてきた。月つき影かげはオレに殺される運命なんだ」

　灯あか理りは歯は軋ぎしりをしてしまった。

　いつもこうだった。久く世ぜ灯あか理りのせいで多くの人間が血を流すことになる。

　相あい原はら道みち真ざねは暗殺者らしからぬお人ひと好よしだ。灯あか理りが誘拐されたとなれば是が非でも駆けつけるはずである。これは自うぬ惚ぼれでも何でもなくそう確信している。

　あの心優しい暗殺者は灯あか理りと同じように〝普通の世界〟に憧れていた。

　ここで斎さい藤とう嗣つぐ仁ひとと死闘を繰り広げるのは彼の本意ではないのに。

「……無理ですね」

　斎さい藤とうの眉がぴくりと動いた。

「あなた如ごときでは道みち真ざねを殺すことはできません。素しろ人うとの私にもわかりますよ。あなたと道みち真ざねの間には大きな差がある。色々と準備したと言っていましたが無駄骨に終わることでしょう」

「何だと……？」

「そもそも復ふく讐しゆうというのがナンセンスです。考え方が古臭いですね。過去の因縁にいつまでも拘こだわっていたら前に進めません。だいたい何ですかこの倉庫は。道みち真ざねに負けた場所だからって綺き麗れいに保存しておく意味あります？　やってることが卑小じゃないですか？」

「ふっ──声が震えているぞ最大標的」

　斎さい藤とうはコンテナのそばにある簞たん笥すへ近寄った。

　引き出しを引いて中身をゴソゴソ漁あさりながら問いかけてくる。

「お前はいつでもニヒルな死にたがりを装よそおっていたよな。そんなに死にたいのか？」

「……当たり前です。私は死ぬべき人間なんですから」

「まあそうだよな。オレがお前だったら生きていられないよ。自分の身を庇かばって何人も死んでいくんだぜ？　マトモな神経をしてたら『生きたい』なんて思えないよな」

「そうですね。私はマトモな神経をしているから自殺未遂を繰り返していて──」

　黒い影のようなものが飛んできた。

　斎さい藤とうが振り向きざまに何かを投とう擲てきしたのだ──そう悟った瞬間焼けるような痛みが全身に襲いかかった。灯あか理りはひとたまりもなく絨じゆう毯たんの上に崩れ落ちてしまった。

「ぇ──、」

　肩の辺りがズキズキといっている。気づけば制服が破れてその下の皮膚も裂けていた。

　じくじくと溢あふれる血液の赤が腕を伝って手首のほうまで滑り落ちてくる。痛みのあまり指先が震えてきた。それでも悲鳴を漏らさなかったのは我ながら大した胆力だと思う。

「じゃあ死ねばいいじゃないか。久く世ぜ灯あか理りが死んでもあいつは来るだろうしな」

　斎さい藤とうはナイフを掌中で弄もてあそびながら笑っていた。

　呼吸が荒くなる。垂れた血がこぼれた紅茶と混じり合って絨じゆう毯たんを汚す。

「ま──まだその時じゃないです。私には死に場所というものがあって」

「ほお。やっぱり【治癒】は自分には使えないのか。これは大発見だ」

「聞いて……聞いてますか……斎さい藤とうさん……」

「聞いてるよ。お前は死にたいんだろ？」

　目の前に刃物を放り投げられた。

　柄にパラシュートコードが巻かれた物騒な山刀マチェット。おそらく南米の軍隊か何かで支給される人殺しのためのナイフだろう。自殺をするにはもってこいの一品だった。

「それでハラキリでも何でもすればいい。死体は東京湾に捨ててやるよ」

「そ……そうですか……なかなかご親切ですね……」

「どうした？　気が進まないのか？　オレが捌さばいてやろうか？」

「いえ。自分でやりますから……」

　灯あか理りは身体を震わせながら山刀マチェットを手繰り寄せた。

　死にたいはずがなかった。まだまだやりたいことはいくらでもあった。普通の人間のように普通の高校生活を送ってみたかった。またクラスメートと一緒にゲームセンターへ行ったりカラオケに行ったりしたかった。みんなと一緒に下校して寄り道をしてみたかった。

　灯あか理りが普段「死にたい死にたい」と言っているのは虚飾にすぎない。

　最大標的でも年頃の少女らしい心は持っている。当たり前のことじゃないか。

　だが──自分が死ねばすべて解決するのではないか？

　久く世ぜ灯あか理りのために命を落とす者はいなくなる。巻き込まれて死ぬ人間もいなくなる。

　灯あか理りはその禍まが々まがしい刃物を自分のお腹に突きつけた。

　このまま自分は死ぬべきなのだ。

　死ぬべきなのに──全身からいやな汗が噴き出してくる。

　歯がかちかちと鳴る。手に力が入らない。山刀マチェットを動かすことができない。

　走馬灯のように駆け巡るのはここ半月ほどで味わった〝少し平和な日常〟。今まで灯あか理りには親しい友人の一人もいなかった。だからこそ護衛チームと過ごした日々が眩まばゆい宝石のように思えてならなかったのだ。

　──灯あか理りさんのことを想おもってくれている人はいますから。それだけで大吉です。

　──私は灯あか理り殿のことを憎からず思っているぞ。

　──灯あか理りみたいな金を持ってるやつは嫌いじゃない。

　──灯あか理りさえよければまた一緒に出かけよう。世界は楽しいことに満ちている。

「駄目だな」

　いつの間にか斎さい藤とうが目の前に立ちはだかっていた。

　いきなり顔面を蹴りつけられた。灯あか理りの身体はそのまま背後に吹っ飛んでいった。あまりの衝撃に一瞬聴覚が失われる。斎さい藤とうは「駄目だ駄目だ」と譫うわ言ごとのように呟つぶやいていた。

「本当に駄目だ。オレはお前のそういうところが嫌いだ。死にたいと言っているくせに本当は死ぬ勇気なんか少しもない。乙おと坂さか美み咲さきもびっくりするほどの詐欺師じゃないか」

「だって……だって……」

「五う月る蠅さいな。さっさと死ねばいいじゃないか。そうすれば周りの方々に迷惑をかけることもなくなるぜ。お前のために死ぬ人間がいなくなって世界は少し平和になるのさ」

「だって……！　私は……死にたくないんだもん……」

　それは心からの叫びだった。

　自分はなんて浅ましい生き物なのだろうか。あれだけ他人の命を奪っておきながらまだ生にしがみつこうとしているのか──斎さい藤とうが呆あきれたように嘆息した。

「──お前マジで言ってんの？　今までの『死にたい』ってのは噓うそだったのか？　てっきり死ぬ踏ん切りがつかないだけかと思っていたが……本当に死にたくないと思ってたのか？」

「当たり前ですっ！　死にたい人間がどこにいるんですか！　私はみんなと同じように……クラスメートと一緒に普通の生活がしたかっただけなのに……！」

「哀れだな。お前」

　斎さい藤とうが歪ゆがんだ笑みを浮かべながら近づいてくる。

　床に落ちていた山刀マチェットを拾う。灯あか理りは呆ぼう然ぜんとしながらその光景を見つめていた。

「笑っちまうくらいに普通だ。自分がどれだけ汚れた存在なのか理解してないんだな」

「そんなことは……わかってます……」

「わかってねえな」

　いきなり腕を引っ張り上げられる。斎さい藤とうはそのまま灯あか理りをむりやり立たせるとバルコニーのほうまで連れていった。痛くて抵抗することもできなかった。

　煌こう々こうと月が輝いている。春の夜風が傷にしみた。

「よく考えてみりゃ部屋の中で死なれるのは困るんだよな。あそこは月つき影かげが死ぬべき場所なんだ。不純物は持ち込みたくないんだよ──お前の血で絨じゆう毯たんを汚されても困るし」

「何を──」

「腹が立った。やっぱりお前には死んでもらおう」

　あまりの所業に開いた口が塞がらなかった。

「自殺がいい？　他殺がいい？　好きなほうを選ばせてやるよ」

「そんなの……選べるわけがないです……」

「自殺のほうが角かどが立たなくていいな。切腹が怖いなら飛び降りでもしたらどうだ？　下はコンクリートだ。頭から落ちれば死ねるだろうよ」

「嫌ですっ！　私は……もう一度みんなと一緒に普通の日々を過ごしたい……！」

「馬鹿だな。乙おと坂さか美み咲さきと高たか辻つじ翠すい花かなら死んだのに」

「────」

　頭が真っ白になった。

　悪魔のような囁ささやきが脳に染しみ込んでくる。

「ついでに牧まき田た胡こ鈴すずも殺しておいた。お前が分不相応にも〝友達〟だと思っていた連中は全滅だ。ぜーんぶお前のせいだ。お前のせいであいつらは死んだんだよ」

「そんな……」

「あいつらのことを忘れてセーシュンを謳おう歌かする気なのか？　まあそうだよな。お前は今までもそうしてきたもんな。あれだけ殺したのに『生きたい』なんてほざくんだもんな──」

　そうして久く世ぜ灯あか理りは冷静な思考を失った。

　無駄な足あ搔がきだったのだ。最大標的になった時点で普通の生活なんて望むべくもない。

　最近は少しだけ毎日が楽しかったので忘れていた。

　大昔からわかっていたことじゃないか──自分は潔いさぎよく生を諦めるべき人間なのだ。

　そうでないと久く世ぜ灯あか理りのために死んでいった人間に申し訳が立たない。

「生きててごめんなさい」

　灯あか理りは一歩前に踏み出した。

「私は死にます」

　斎さい藤とうが少しだけ驚いたような顔をした。

　覚悟は決まっていた。こんな覚悟をする日が来るとは思わなかった。

　息を止める。胸に手を当てる。

　前を向いて落ちるのは怖かった。

　くるりと踵きびすを返し──一歩ずつ破れたフェンスに向かって後退していく。

　この斎さい藤とう嗣つぐ仁ひとという男は考えなしだ。久く世ぜ灯あか理りが死ねば相あい原はら道みち真ざねはここに来る理由がなくなる。来たとしても戦う理由がなくなる。せめて相あい原はら道みち真ざねだけは死なせたくなかった。彼を救うためには自分が死ぬしかないんだ──悲壮な決意を胸に宿しながら一歩一歩進んでいった。

　そうしてついにそのときはやってきた。

「あっ──」

　あまりにも呆あつ気けない最さい期ごだった。

　強烈な浮遊感。

　バルコニーから足を踏み外した灯あか理りはそのまま地に向かって真っ逆さまに落ちていった。

　恐怖でいっぱいだった。この期ごに及んで一丁前に恐怖心を抱いている自分が情けなかった。

　月が遠のいていく。灯あか理りはゆっくりと目を瞑つぶって来きたるべき時に備えた。

　これでいい。

　これでいいはずなのに──後悔と絶望で頭がどうにかなりそうだった。

　どうして自分はこんなことをしているのか。

　本当は生きたかったのに。死にたくはなかったのに。まだまだやりたいことはたくさんあったのに──そんなふうに悲しみを募らせながら地面と激突するのを待っていたとき。

　ふわり。

　重力を無視するような所作だった。

　いつまでたっても痛みは襲ってこなかった。

　そのかわりに優しい声が聞こえた。

「遅れてすまなかった」

　灯あか理りは夢でも見ているかのような気分で目を見開いた。

　そこには待ち望んでやまなかった人物がいた。いつの間にか彼に抱き留められていた。そうして灯あか理りは罪悪感を覚えた──また自分は他人に迷惑をかけてしまうことになるのかと。

　しかし彼はこちらの心を見透かしたように笑うのだった。

「灯あか理りは何も悪くない。後は俺に任せておけ」

　それは久く世ぜ灯あか理りがずっと求めていた言葉だったのかもしれない。

　涙が溢あふれて止まらなかった。

　灯あか理りは嗚お咽えつを漏らしながら相あい原はら道みち真ざねの胸に顔を埋めた。
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　そこは山奥にひっそりと佇たたずむ廃はい墟きよだった。

　確かに見覚えがあるなと相あい原はらは懐なつかしい気分になる。

　三年前、犯罪グループに誘拐された灯あか理りが軟禁されたのはこの工こう廠しようだった。

　そして今、相あい原はらが目撃したのは二階のバルコニーから飛び降りた灯あか理りの姿である。

　死なせるわけにはいかなかった。相あい原はらは必死に大地を蹴って駆け寄ると──彼女の身体が地面に激突する寸前で受け止めたのだった。

　腕の中の少女は感極まったように涙をこぼしている。

　間一髪だったな──そんなふうに相あい原はらはほっと胸を撫なで下おろす。

「よく来たな月つき影かげ。待ちくたびれちまったよ」

　バルコニーから男が飛び降りてきた。

　護衛チームナンバー２・斎さい藤とう嗣つぐ仁ひと。

「なあ覚えてるか？　ここはオレたちが最初に出会った場所だ。オレはお前に負けてから死に物狂いの努力を重ねてきた──今日この瞬間のためにな。お前だって心躍るだろう？　これから殺し合いをするんだぜ？　お前にゃ普通の生活なんて似合わない。さあ中に入れ──」

「怪け我がをしているじゃないか。手当てをしないと」

　相あい原はらは灯あか理りを地面に下ろしながら言った。

　可か哀わい想そうに。彼女がこんな怪け我がを負ったのはすべて相あい原はら道みち真ざねの責任なのだ。

「ッ……おい。無視すんじゃねえよ」

「さあ一緒に帰ろう。こんなところにいてもしょうがない」

「みんなは。高たか辻つじさんや乙おと坂さかさんは……」

「全員無事だ」

　灯あか理りがびっくりしたように相あい原はらを見上げた。

　涙を拭いながら「よかった」と心底安あん堵どしたように呟つぶやく。

　しかしすぐに悲しそうに目を伏せてしまった。

「ごめんなさい。私は……死のうとしてました」

「命があったのだから問題ない」

「でも……」

「人間誰でも死にたくなるときはあるだろう」

　ふと灯あか理りが破顔した。

「……あなたにそんなことを言われるとは思いませんでした」

「月つき影かげ。あまりふざけていると殺すぞ」

　灯あか理りがハッとして振り返った。そうして再び不安そうな表情でこちらを見上げてくる。どうやら誘拐犯のことを気にしているらしい──しかしその杞き憂ゆうは無駄なのだった。

　暗殺者〝月つき影かげ〟が現れた時点で敵に勝ち目はない。

「道みち真ざね。斎さい藤とうさんが……」

「きみは隠れていてくれ。この男のことは俺が処理しておこう。怪け我がが悪化するといけないから──そうだな。三分程度で終わらせてやる」

「殺すと言っているだろうが！　久く世ぜ灯あか理りの顔面を潰されてもいいのか!?」

「でも。本当に……大丈夫なんですか……？」

　相あい原はらは笑みを浮かべた。

「学校でも似たようなことがあったな。あの時きみは『逃げてください』と言った。だが今ではそれなりにお互いのことがわかっているはずだ。それが自うぬ惚ぼれでないのなら──こんな時くらいは素直に願望を吐き出してくれてもいいんじゃないか」

　灯あか理りの肩が震えた。

　死にたがりの最大標的の瞳に生への渇かつ望ぼうが宿る。

　やがて彼女は控えめにこう言った。

「──道みち真ざね。一緒に帰りましょう」

　そうしてそれが事実上の宣戦布告となった。

　斎さい藤とうの口から錆さびた蛇口を捻ひねるような歯は軋ぎしりが聞こえた。その場で舞踊を舞うように身を翻ひるがえして──突如として放たれた神速の蹴りが相あい原はらに襲いかかる。
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　相あい原はらの身体はいとも容易たやすく吹っ飛んでいった。

　そのまま工こう廠しよう内部に押し込まれてコンテナに背中を叩たたきつけられる。痛みはなかった──しかし少し驚いてしまった。偽にせ物ものの武闘家にしては強力な一撃だったからだ。

　やはりあの男も凄すご腕うでの殺し屋だったということか。

　相あい原はらが苦笑しながら立ち上がろうとしたとき──斎さい藤とうがハンドガンを取り出すのを見た。

　飛んでくる銃弾を全速力で回避しながら相あい原はらはいったんコンテナの背後に身を隠した。

　そもそも暗殺者というモノは一対一の戦闘が専門ではない。月つき影かげは暗殺者という観点から考えると裏世界最高で間違いないのかもしれないが、白兵戦の能力に限っていうならば〝裏世界最高の武闘家〟を降くだした斎さい藤とう嗣つぐ仁ひとに及ぶとは思わなかった。

「死ね」

　見境なく轟とどろく発砲音を無視しながら灯あか理りのほうへ視線を走らせた。

　彼女は相あい原はらとは反対方向にある瓦が礫れきの陰へと隠れていた。あれなら心配する必要はないだろう。高たか辻つじが言っていたように久く世ぜ灯あか理りには生きる才能があるのだから。

「覚えてるか!?　オレはこの場所でお前に殺されかけたんだぜ」

　斎さい藤とうが叫んでいる。相あい原はらは制服の内側からナイフと拳銃を取り出しながら応じた。

「だからどうした。裏世界では殺し合いなんて日常茶飯事だろう」

「そうだよ。そうなんだよ。殺し合いを日常茶飯事だと感じてるお前がどうして表の世界で楽しそうにやっているんだ？　甘ったれたことしてんじゃねえぞ。オレを地獄に叩たたき落おとしておいて──そんなことが許されると思っているのか!?」

「思ってはいない。だが何をしようと俺の勝手だ」

「夢に出てくるんだよ。顔のない世界でお前だけ顔があるんだよ。闇の中にぼうっと輝く月のようなお前の顔が──ふざけんなよ。マジでなんなんだよ」

「想像したら気持ち悪いぞ」

「気持ち悪いから文句言ってんだよッ！」

　斎さい藤とうが近づいてくる気配。

　待機していても状況は好転しないだろう。相あい原はらは音も立てずに床を蹴って輸送用コンテナによじのぼった。身を低くして周囲の様子をうかがう。

　斎さい藤とうは何な故ぜかコンテナの手前に突っ立っていた。

　何な故ぜ？──違和感が頭の中を駆け抜けていった瞬間のことだった。

　第六感がアラートを鳴らす。何かが駆動するような音が聞こえた。

　斎さい藤とうが回し蹴りを繰り出した。

　すさまじい衝撃がほとばしった。それだけでコンテナはべこんべこんに凹へこんで工こう廠しようの奥へと吹っ飛んでいった。上に乗っていた相あい原はらも無事では済まなかった。急いで飛び降りるも衝撃波に耐えきることができず瓦が礫れきとともに背後に吹っ飛ばされる。

　二、三度床に身体を叩たたき付つけてようやく体勢を立て直す。

　バラバラに砕け散った金属片の嵐が相あい原はらの身体をしたたかに打った。制服が裂けて血が飛び散る。薄暗い空間はたちまち砂煙でいっぱいになってしまう。

　だが好都合。煙の隙間に勝利を確信した斎さい藤とうの瞳をとらえた。

　異能【五感略奪】を発動する。

　紅色の稲妻が恐るべき速度で駆け抜けていった。

　斎さい藤とうが一瞬だけ驚きよう愕がくに目を見開く。視力を奪われてしまえば大抵の人間は行動不能になってしまう。このまま銃で心臓を撃ち抜いてやろう──そう思った瞬間。

　再び死のにおいがした。

　砂煙を突き破って目にもとまらぬ速度で銃弾が飛んできた。

　頰を掠かすめて血が溢あふれた。

　今度は斎さい藤とう自身がこちらに向かって身を低くして疾走してきた。肉弾戦でケリをつけようという魂胆らしい──相あい原はらは咄とつ嗟さに銃を構えて牽けん制せいをした。放たれた弾丸は獣のような身ごなしで回避され、あるいは山刀マチェットで防がれてしまった。

　弾切れ。仕方がないのでナイフを手に敵の攻撃を待ち受ける。

「お前は……なぜ見えているんだ？」

　無音で斎さい藤とうが斬りかかってきた。ギリギリまで引きつけてから僅かに身をそらす。

　横よこ薙なぎの一撃は暴力的な剣筋を描いてそのまま放棄された工作機械にぶち当たった。甲高い音とともに山刀マチェットの刃が真っ二つに折れてしまう。

　そうして相あい原はらは気づく。異能が通じないのは異能で対策を打たれたからである。

「お前の能力は。電子ロックを解除するものではなかったのか」

「ああ──渋しぶ谷やでの鬼ごっこは予想できていた。あれはオレの車だったんだよ」

「もともと鍵を持っていたと？」

「そうだ。べつに隠す意味もなかったけどな」

　言葉を交わしながら相あい原はらは瞬時にナイフを構え──しかし斎さい藤とうのほうが先手を取った。

　高速で放たれた拳が相あい原はらの腹部に命中していた。

　受け身を取ろうと身を捻ひねるが無駄だった。そのまま工こう廠しようの壁に叩たたきつけられて崩れ落ちる。内臓から何かが込み上げてくる。堪えることができず相あい原はらは床にげえげえと血を吐いた。

　斎さい藤とう嗣つぐ仁ひとの異能はおそらく【肉体強化】とかそういう類のものだろう。

　コンテナを易やす々やすと破壊したのは筋力を強化したから。

　視力を奪われたはずなのに問題なく動けるのは眼球を強化したから──だろうか？

「──血で真っ赤じゃねえか。さすがに月つき影かげといえど降参か？」

　斎さい藤とうが笑みを浮かべながら近づいてくる。相あい原はらは震える手で拳銃に弾を装塡した。

　傷は痛まないがそろそろ身体の機能に支障が出始める頃合いだろう。

「意外に呆あつ気けなかったな。でも復ふく讐しゆうってこんなもんなのかもな──さあ『負けました』って言えよ。頭こうべを垂れて『すみませんでした』って言えよ。そうすれば少しは手加減してやってもいい。痛みを感じる間もなく顔面を潰してやる」

「俺を殺せばお前の気が済むのか？」

「そういう問題じゃねえんだよ。俺はあの日以来ずっと月つき影かげの悪夢に魘うなされてきた。これは過去と訣けつ別べつするためのケジメみたいなもんなんだ」

「そんなものに巻き込まれるのはごめんだな──」

　相あい原はらは装塡を終えた拳銃を構えて躊躇ためらいなく引き金を引いた。

　銃口が火を噴き弾丸が驀ばく進しんしていく。しかし斎さい藤とうは恐るべき動体視力を発揮。手にした金属工具を振るうことで銃弾を弾いてしまった。さらに続けて発砲するも斎さい藤とうに当たることはなかった。お返しとばかりに投とう擲てきされたダガーが高速で飛んできて──

　相あい原はらの右手首に突き刺さった。

　血ち飛沫しぶきとともに拳銃が床に落ちた。

「諦めろ。お前はここでオレに復ふく讐しゆうを完遂されるんだ」

　勝ち誇ったように笑みを浮かべる。確かに血を流しすぎた。普通の人間だったら耐えられる痛みではない。交感神経の過剰発火で死んでいてもおかしくない。

「俺は……こんなところで死ぬわけにはいかない」

「なんだお前。死に場所も弁わきまえていないのか？」

　斎さい藤とうが嘲笑する。

「まさか表の人間と同じように畳の上で死ねると思っちゃいないよな。お前の手は他人の血で汚れてるんだよ。暗殺者は所詮暗殺者──〝普通の生活〟なんて望むべくもない」

　斎さい藤とうの言う通りなのかもしれない。

　克こく礼れい館かん学院で灯あか理りや護衛チームのみんなと過ごした日々は楽しかった。しかしそれは仮かり初そめのまやかしにすぎなかった。裏世界のしがらみは一生月つき影かげにつきまとうのだろう。

　灯あか理りの気持ちがわかった気がした。

　今回の件において彼女は被害者なのだ。相あい原はら道みち真ざねと一緒にいたからこそ誘拐されて酷ひどい怪け我がを負う羽目になった。薄汚い暗殺者は死んだほうがいいのかもしれなかった。

「さあ。このオレが引導を渡してやろうじゃないか。じっとしてろよ月つき影かげ」

　斎さい藤とうがニタニタ笑いながら歩を進める。

　そうだ。そのまま近づいてくるがいい。

　そんなふうに投げやりな気持ちで座り込んでいたとき──

「──やめてくださいっ！」

　幻聴かと思った。

「道みち真ざねにこれ以上ひどいことをしたら──この久く世ぜ灯あか理りが許しませんよ」

　いつの間にか月色の少女が相あい原はらの前に立っていた。

　足腰はふらふら。肩の血はまだ止まらない。声は情けないほどに震えていた。どれだけの勇気を振り絞ったらそんなことができるのだろう──しかも彼女が護まもらんとしている人間は周りの人間を不幸にさせる薄汚い暗殺者だというのに。

　一瞬だけ斎さい藤とうが呆ほうけたように停止した。

　すぐに哄こう笑しようが空気を揺らした。

「──はははははははははは！　こいつは傑作だな！　護衛対象に護まもられる護衛なんざ聞いたこともない。落ちたもんだなあ月つき影かげ。お前のそんな姿は見たくもなかったよ」

「話を聞いていますか！　私には久く世ぜ財閥がついています。私や道みち真ざねを殺したらもう生きていくことはできません。お父様が血眼になってあなたを捜すはずですから……！」

「嫌われ者同士の傷の舐なめ合あいってわけか。醜すぎて反へ吐どが出る」

　斎さい藤とうに睨にらまれても灯あか理りが怯ひるむことはなかった。

　そうして相あい原はらの心は震えた。いつでもこの少女は周りの人間のことばかり考えている。自分の命の安全なんて頭の片隅にも置いていないのだろう。危なっかしくてしょうがなかった。

　灯あか理りはキッと斎さい藤とうを見据えて言った。

「手打ちにしましょう。このままではあなたも破滅しますよ」

「ふん──交渉になっていないな。オレはそいつを殺せれば後はどうでもいいんだ。久く世ぜ財閥も死し屍し会かいも関係ない。これはオレと月つき影かげの問題なんだ」

「ではお金を払います。いくら積めば──」

「──灯あか理り。もういい」

　相あい原はらは彼女の背中に声をかけた。困惑気味の眼まな差ざしが注がれる。

「何な故ぜですか……このままでは死んでしまいますよ……こんなに血が……」

「いい。きみの気持ちは十分に伝わった」

　相あい原はらは笑みを浮かべる。灯あか理りが絶望的な表情を浮かべた。

　この男は生を諦めたのだ──そう思われたのだろう。しかし大きな勘違いだった。ここまでの献身を見せつけられれば冷徹な暗殺者〝月つき影かげ〟でも心が動かないはずがなかった。

　斎さい藤とうが「頃合いか」と皮肉っぽく笑った。

「殺される覚悟はできているよな。今からお前の顔をズタズタにしてやるよ」

「そうだな──まったく覚悟はできていないんだが」

　ふと腕時計に目を落とした。午後八時十六分。

　斎さい藤とうはこちらの言葉を無視してゆっくりと近づいてくる。手にはナイフを携えていた。目の前の仇きゆう敵てきを殺すことしか考えていない復ふく讐しゆう鬼きの瞳。

　彼我の距離が十メートル程度に縮まった瞬間──




「──これでちょうど三分だな。あれを見ろ」




　そう言って左のほうを指差す。

「は？」

　不審に思った斎さい藤とうが警戒をにじませながら左に視線を向けた。

　右から空気を破壊するような速度で矢が飛んできた。

　油断しきっていた斎さい藤とうに回避するだけの余裕はなかった。

　矢はそのまま吸い込まれるようにして──彼の脇腹に突き刺さった。

「がっ……な、んだと……」

　クロスボウを利用した単純なブービートラップである。しかし単純であるがゆえに効果は絶大だった。斎さい藤とうの身体が風に吹かれた紙人形のようによろめいて床に崩れ落ちる。

　しかしそれだけに終わらなかった。相あい原はらが指を引く動作をすると今度は天井で何かが作動する気配があった。斎さい藤とうは咄とつ嗟さに視線を上に投げかけて──何もかも遅かった。

　ばきりと固定板が割れる音がした。

　工こう廠しようの天井に張りつけられていた廃材が雨あめ霰あられのように降ってきた。

「おい──マジで？」

　斎さい藤とうは血相を変えて逃走しようとした。

　しかし面白いように転倒してその場にうつ伏せになってしまった。

　彼の全身はベッタリと床に張りついていた。

　予あらかじめしかけておいたのである──超強力なトリモチを。

「残念。すべて想定通りだ」

「つ……月つき影かげぇ────────────────────────────!!」

　絶叫は途中で途絶えた。

　上空から降り注ぐ無数の瓦が礫れきがそのまま斎さい藤とうの身体を押し潰した。

　すさまじい震動が工こう廠しよう全体を襲う。相あい原はらは灯あか理りの身を庇かばってその場にうずくまった。まるで世界が壊れるような破壊音が断続的に轟とどろき──腕の中の灯あか理りが身を固くして縮こまり──しばらくそうしているうちに静かになる。

　床の上にゴミの山が出来上がっていた。

　しかし斎さい藤とうは生きているようだった。廃材に押し潰されながらも頭と右手だけが飛び出している。見た限り武器の類は持っていない。この状況で反撃してくることもないだろう。

「……何な故ぜ……こんなにも罠わなが……」

「お前がこの場所を指定することはわかっていたんだ」

「だから……何な故ぜだッ……!?」

「だってお前の顔を覚えてたから」

　息を吞のむ気配がした。

「お前は三年前に俺に殺されたはずの少年だ。克こく礼れい館かんで再会したときから気づいていた」

「わけがわからない……だったらどうして泳がせていた……？　殺せばよかったのに……」

「いや。べつに因縁なんて何もないし。生きてたんだなあ程度にしか思わなかった」

「ッ──お前は！　そうやってオレのことを路傍の石ころのように……！　てめえに感づかれないよう気持ち悪い優やさ男おとこを演じてたのにッ……！」

「すまん。これでも一応悪さをしないか探っていたんだぞ？　お前と何度も二人きりになろうとしたのはそういう理由だ。ファミレスにもお泊まり会にも否定的だったから何か企たくらんでいるのかと思ったが──まさか本当に企たくらんでいたとは」

「ふざけんなよ！　意味わかんねえよ！」

「カーチェイスの時にわざと車を加速させて俺を道路に叩たたき落おとしたのも敵てき愾がい心しんから来ていたんだな。まあ──念のため罠わなを仕掛けておいて正解だったようだ。実はお前をこっそり尾行してこの場所を突き止めていた。お前がいないときに色々とセッティングしておいたんだ」

「そんな……」

「月つき影かげに勝負を挑んだ時点でお前の敗北は決定していた。俺がやたらめったら負傷したのはお前を油断させるための演技にすぎない。急所は外れているから痛いたくも痒かゆくもないんだ」

　呆ぼう然ぜんとした瞳が相あい原はらの顔を見つめる。

「というわけで復ふく讐しゆうは失敗だ。これからは恨みつらみを忘れて清く正しく生きろ。ああ心配するな──べつに殺したりはしない。だって俺たちは友達だからな」

「……………………」

　斎さい藤とうはしばらく廃材と同化したように動きを止めた。

　しかしすぐに己の敗北を悟ったようだった。壊れたような笑いを漏らしながらその場にがくりと倒れ伏す。これ以上は何を言っても無駄かもしれない。

　相あい原はらは踵きびすを返して灯あか理りのもとへと戻っていった。

　彼女は肩を押さえながら啞あ然ぜんとしていた。

「平気なのですか。怪け我がは……」

「それはこっちの台詞せりふだ。立てるか」

　相あい原はらは左手を差し伸べた。

　彼女は幻影を見たかのように束つかの間ま硬直した。スカートのポケットから取り出したハンカチで雫しずくを拭いながら「道みち真ざね、」と掠かすれたような声で名前を呼ぶ。

「無茶をしすぎです。心配したんですからね」

「全然無茶ではない。準備運動にもならなかったな」

「……むかつきます」

　灯あか理りは不満そうにしながら「でも」と言葉を続けた。

「ありがとうございます……助けに来てくれて」

「どういたしまして。さあ帰ろう」

「……はい」

　灯あか理りが相あい原はらの手を握り返した。

　後のことは久く世ぜ財閥に任せておけばいいだろう。

　これで当面の危難は去ったはずだ。

　明日からまた学校。牧まき田たや乙おと坂さかが目覚めればいつも通りの日々が戻ってくる。

　今度こそ争いごととは無縁の生活を送りたいものだ──そう思っていたのだが。

「あれ」

　にわかに灯あか理りが声をあげた。

「何かが動いたような……」

　機械の駆動音が聞こえた。その発生源は──背後。

　振り返ろうとした瞬間に銃声が轟とどろいた。

　完全なる不意打ちだったので蹈鞴たたらを踏んでしまった。

　高速で飛来する弾丸が相あい原はらの胸を撃ち抜いていた。

「ぐ──、」

　思わずその場に膝をついてしまう。

　灯あか理りの悲鳴を無視して真後ろに視線を向けた。瓦が礫れきの山に潰されているはずの斎さい藤とう。

　武器を持っている様子はなかったのに──投げ出された右の掌てのひらから硝煙があがっていた。

　瞬時に何が起きたのかを理解した。あれは渋しぶ谷やで戦った〝トカさん〟と同じだ。

　斎さい藤とうの身体には銃が埋め込まれていたのである。

　相あい原はらは滝のように流れ落ちていく血液を無感動に見つめた。

　信じられなかった。刃物ならまだしも銃なんて。あいつはサイボーグか何かなのか。

　不意に地獄から響くような声が耳じ朶だを打った。

「……月つき影かげ。オレはお前を……許さないからな……」

「っ…………」

　──無法地帯に思える裏世界にも暗黙の了解は存在していた。

　しかしその了解ですら蹂じゆう躙りんしてやまない非道な組織がこの世にいくつか存在する。

　彼らはあらゆる人間から畏怖されると同時にあらゆる魑ち魅み魍もう魎りようから命を狙われていた。

　その非道な組織の中に〝死し屍し会かい〟というものがある。

　創始者は軍の技術本部に所属していた人間だとされる。表向きは一般的な極道のように見えなくもない。しかしこの組織にはまことしやかに囁ささやかれる奇妙な噂うわさがあった。

　曰いわく「死し屍し会かいは人体を改造して世界征服を企たくらんでいる」。

　相あい原はらも裏世界を駆け回っていた頃に何度も聞いた。

　だがそんなものは結局噂うわさなのだろうと思っていた。

　本格的な改造人間には出くわしたことがなかったから──

「────────復ふく讐しゆうを。完遂させよう」

　斎さい藤とうを押し潰していたはずの瓦が礫れきが音を立てて崩れていく。すさまじいモーター音が工こう廠しように響き渡る。そうして理解する──斎さい藤とう嗣つぐ仁ひとの尋常ならざる筋力は異能だけによってもたらされているわけではないのだ。機械の補助を受けているならあの馬鹿力も納得できる。

「道みち真ざねっ！　道みち真ざね……」

　灯あか理りが顔面蒼そう白はくになって叫んでいる。

　傷が深かった。心臓を貫かれているのかもしれない。

　このまま戦闘にもつれこむのはまずい──そう判断した相あい原はらは懐ふところから煙玉を取り出して投げつけた。もくもくと濃いスモークが拡散していく。

「いったん退くぞ……灯あか理り」

　相あい原はらは灯あか理りに支えられながら煙の中を進む。

　背後では斎さい藤とうの怨えん嗟さの声が地鳴りのように響いていた。
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　痛みはなかった。しかし確実に死の足音が近づいていた。

　工こう廠しようの外へ出ると田舎特有の虫の声に出迎えられた。とりあえず車に乗り込もう。公道を走らせていったん斎さい藤とうから距離を取ろう。しかし不意に全身から力が抜け落ちてしまった。

　灯あか理りを巻き込むような形でアスファルトの上に仰向けになってしまう。

　夜空には煌こう々こうと円まどかの月が輝いていた。相あい原はらがずっと手に入れたかったものだった。

　震える身体に力を入れ直して腕を伸ばし──誰かに手を握られた。

「道みち真ざねっ！　死なないでください……！」

　悲ひ愴そうな表情を浮かべた灯あか理りがそこにいた。この少女にとっては護衛の死など見慣れたものであるはずだ。しかし彼女は心の底から悲しそうに涙を流すのである。

「あなたは暗殺者をやめて青春を楽しむのでしょう。こんなところで息絶えてどうするんですか。学校は始まったばかりですよ……体育祭も文化祭もまだなんですよ……」

「そうだな」

　ぽたりと彼女の涙が頰に落ちた。

　これほど真摯な瞳で見つめられるのは初めてのことだった。

「痛いでしょう。こんなに血が出て……」

「俺は痛みを感じない人間なんだ。異能の代償でそうなっている」

「っ…………」

　灯あか理りが「やっぱり」といったふうに表情を歪ゆがめた。

　そんなに悲しそうな顔をする必要はないのに。

「……俺を置いて逃げろ。軽トラがそこにある」

「車なんて運転できません。それに……あなたのことを置いていけません」

「護衛の代わりなんていくらでもいる。俺みたいな人殺しよりもきみが生き延びていたほうが百億倍有意義だ。車が動かせないのなら歩いて帰れ。嗣つぐ仁ひとの狙いはきみじゃない」

「理解できません。どうしてあなたは私にそこまで思いを懸かけるのですか」

　血のにおいが辺りに充満している。相あい原はらは言うべきかどうか逡しゆん巡じゆんした。

　しかし死に際して躊ちゆう躇ちよしている余裕はなかった。どうせならすべてを打ち明けよう──諦めにも似た感情を抱きながら静かに言葉を紡つむぐ。

「俺はきみに命を助けてもらったことがある」

　灯あか理りが目を丸くした。

「覚えていないかもしれない。三年前──俺はきみを暗殺する依頼を受けた。しかし嗣つぐ仁ひとの奇襲を受けて致命傷を負った。それを【治癒】の異能で助けてくれたのが久く世ぜ灯あか理りなんだ」

「…………」

「そのとき交わした言葉は今でも思い出すことができる。あれ以来俺は暗殺者をやめて普通の世界で生きていきたいと思うようになった」

　──生きることを諦めては駄目ですよ。きっとお月様は微ほほ笑えんでくれるから。

　──〝月つき影かげ〟っていうんですか。かっこいいコードネームですね。

　──一緒にここを出ましょう。ほら。世界はこんなにも明るいんですよ。

「あ……あなたは」

　灯あか理りが唇を震わせた。

「あなたは私に会いに来たのですか……？」

「そうだ。俺は最初からきみの護衛をするためにやってきた」

　克こく礼れい館かんで再会したときは身も心も震える思いだった。

　きれいな月色の髪は当時と変わっていなかった。彼女はこちらの顔を忘れてしまっていたようだが──相あい原はらの二つ名である〝月つき影かげ〟という言葉は覚えていてくれた。

　三年前のあのとき、相あい原はら道みち真ざねは久く世ぜ灯あか理りの優しさに救われたといえよう。

　彼女が癒いやしたのは肉体的な傷だけではなかった。心を覆っていた濃密な〝闇〟をも晴らしてしまった。そしてそれは喜ばしいことであると同時に悲劇の序曲でもあった。

「最初に謝っておこう。すまなかった」

「……なんですか」

「灯あか理りが最大標的になった原因は俺なんだ」

　それは思い出したくもない記憶だった。

　暗殺依頼に失敗した相あい原はらを待っていたのは厳しい罰だった。骨が折れて血を吐いた。指がひしゃげて腹を抉えぐられた。痛みはなかった──しかし死ぬのは怖かった。このままでは殺されると思った相あい原はらは苦し紛れの言い訳を絞り出したのである。

　──あの少女を殺さなかったのは利用価値があるからです。

　──あの少女には人の傷を治す異能があります。殺すのはもったいないです。

「自分の命惜しさにきみの異能のことをバラしてしまった。そうして【治癒】の情報は裏世界にまたたく間に広がっていった。きみの命が狙われているのは俺のせいなんだ」

　灯あか理りが愕がく然ぜんとした様子で言葉を失っていた。

　当たり前のことだった。殺されても文句は言えなかった。

　だからこれは贖しよく罪ざいの物語だったのだ。

「俺は学校生活を楽しみたい。でもそんなことはどうでもいいんだ。灯あか理りが幸福ならそれでいい。俺の行動はすべてきみのためだった。きみに希望を見み出いだしてもらうために……護衛になって……そして一緒に授業を受けたり街を歩いたりしていたんだ」

　本当は灯あか理りと接触するつもりはなかった。何な故ぜなら自分のような人間がそばにいたら迷惑だろうから。だから陰からこっそり護衛をするつもりだったのだ。最初に久く世ぜ義よし直なおの依頼を断ったのはそういう理由である。

　だが──灯あか理りは相あい原はら道みち真ざねのことを覚えていなかった。

　そして「楽しませてやるかわりに護衛しろ」なんていう荒こう唐とう無む稽けいな提案をしてきた。

　だから相あい原はらはついつい真っ当に護衛を引き受けてしまったのだ。

　冷静に考えれば愚かしさにも限度があった。自分はどの面つら下げて護衛チームにいるのか。

　この少女だって自分の仇かたきにも等しい人間に気を遣われたくはないだろうに。

「相あい原はら道みち真ざねは最低の人間だよ。だから俺のことは気にするな」

　相あい原はらは灯あか理りの瞳を見つめながら言う。

「捨て置け。殺してくれても構わない」

「……お馬鹿ですね。道みち真ざねは」

　しかし決死の告白は微ほほ笑えみによって打ち砕かれた。

　灯あか理りは本当に申し訳なさそうに言葉を紡つむいだ。

「本当に馬鹿です。これがあなたの言っていた〝隠し事〟ですか。いった何を勘違いしているのでしょうね──あの事件より前から知れ渡っていたんですよ？　久く世ぜ灯あか理りに【治癒】の異能があることは」

「え……」

「あなたは罪を償うために私を護まもってくれていたのですね。そんな護衛はいりません。私のために死ぬというのなら今すぐ解雇します。どこかへ行ってください」

　言葉とは裏腹に慈いつくしみのこもった手つきで相あい原はらの髪を撫なでる。

　そうして涙をこぼしながら言葉を続けた。

「あなたの傷を治してあげられたらよかったのに。私は本当に何もできない駄目な人間です」

「無理をする必要は──」

「私に【治癒】の能力なんてないんです」

　実際に言葉にされるといくらか衝撃だった。

　なんとなく予想はついていた。相あい原はらは灯あか理りが【治癒】を発動する瞬間を見たことがないからだ。本当に異能が使えるのだったら相あい原はらのこの傷もとっくに治してくれていただろう。

　つまり久く世ぜ灯あか理りはこの三年のうちで能力を失っていたのだ。

「ごめんなさい」

　しかし彼女は小さく首を振って相あい原はらの考えを否定するのだった。

「道みち真ざねが思っているようなことではありません」

「どういうことだ……？」




「……私は、灯あか理りじゃないんです」




　世界がひっくり返ったような気分だった。

　灯あか理りは──灯あか理りを自称していた少女は泣きながら言葉を続けた。

「ほんとうの名前は久く世ぜ月つき佳か。久く世ぜ灯あか理りの妹です」

「妹……」

「姉の灯あか理りはとっくの昔に亡なくなっています。でもお父様は最大標的の喪失を許しませんでした。財閥に大きな損害が出るからって……」
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　彼女の悲痛な叫びが全身の傷にじんわりと染しみ渡わたる。

　それは悲しみに満ちた罪の告白に他ならなかった。

「私はずっと灯あか理りを演じてきたんです。灯あか理りは存在しているだけで久く世ぜ財閥に権力を付与します。【治癒】の異能が実際にあるかどうかはそんなに問題じゃなかった」

「そんな馬鹿な」

「はい。馬鹿な話なんです。私には取り柄の一つもありません。三年前にあなたを闇の底から救い上げたのは私じゃない……本物の灯あか理りなんです。私にはあなたとの思い出なんてない。月つき影かげの話はお姉ちゃんから教えてもらっただけです。だから……私は……久く世ぜ月つき佳かは、あなたがこんなに傷ついてまで護まもる価値のある人間じゃないんですよ……本当に何の価値もないただのお人形なんですよ……」

「…………」

「私は死ぬべきなんです……私のために……偽にせ物ものの灯あか理りのために……たくさんの人が死んでいきました。でも私には死ぬ勇気がなかった。自殺をしてしまうこともできない弱い人間だったんです。本当に……本当に……私はどうしようもない愚か者なんです……あなたに救ってもらう資格なんてないんです……」

　泣きながら灯あか理りは訥とつ々とつと語った。

　死んだ最大標的のかわりに別の人間を影武者として立てる──利己主義者の久く世ぜ義よし直なおがやりそうなことだった。この少女は親の期待に応えるために周りを欺き続けてきたらしい。彼女が端々で「死にたい」と漏らす理由には噓うそに対する罪悪感もあったのだろう。

　相あい原はらは言い知れない衝撃を受けていた。

　ずっと月だと思っていたものが偽りだった。

　この月色の少女は相あい原はら道みち真ざねとは何の関係もない一般人だったのだ。父親から十字架を背負わされただけの普通の子供。

　灯あか理りは──月つき佳かは寒さに凍えるように身を震わせていた。

　この告白をするのにどれだけの勇気を振り絞ったのだろうか。

　彼女は懺ざん悔げするように頭を下げて言った。

「……ずっと騙だましていてごめんなさい」

「構わない」

　相あい原はらは微ほほ笑えみを浮かべて彼女の手を握った。

　自分はいったい何のために戦ってきたのだろう？──そういう疑問は少しも湧かなかった。

　灯あか理りは俗世のしがらみで身動きが取れなくなった人間だ。噓うそを重ねていくたびに、自分の周りの人間が命を落としていくたびに自殺への思いを募らせてきた不幸な子だ。

　だからどうしたというのだ。

　久く世ぜ灯あか理りは暗殺者にとってかけがえのない存在なのだ。

　それだけは疑いようがなかった。

「……きみは俺に普通の日常を教えてくれた。きみと一緒にいると心が弾むのは純粋に楽しいからだろう。きみが俺に対して痛みを与えてくれるからだろう」

「何を言ってるんですか……私みたいな人間は死ぬべきなのに……」

「そういうことを言われると心が痛む。おかしな話だよな。俺は異能の代償で痛覚を失ったつまらない人間のはずなのに、きみに殴られたり死なれたりすると身体や心が痛くなる」

　灯あか理りは「この人は何を言っているのだろう」という目で相あい原はらを見下ろしていた。

　十六夜いざよいの光を受けた彼女の姿は闇の中に輝く月そのものに他ならなかった。

「馬鹿ですか。私は本物の灯あか理りじゃないんですよ……」

「三年前に助けてもらった恩人と再会して学校生活を送る──奇跡的な話だ。しかしそんな展開は漫画の中でしか起こらないらしい。やはり運命なんて何の意味も持っていない。何な故ぜなら俺は……本物の灯あか理りではなく偽にせ物もののきみのことを護まもりたいと思ったから」

「へ………………」

　灯あか理りが動揺したように呻うめいた。

　頰に紅葉が散る。口をぱくぱくさせて何か言いたそうにしている。

　その瞬間──工こう廠しようのほうから破壊音が響いてきた。そろそろ斎さい藤とうが瓦が礫れきの山を脱出する頃合いだろう。灯あか理りが神に祈るような表情で呟つぶやいた。

「……私が本物だったなら道みち真ざねを救ってあげられたのに。もう手は残されていません……私たちは斎さい藤とうさんに殺されてしまう運命なのでしょう」

「そんなことはない。理不尽な運命は破壊するためにあるのだと言ったはずだ」

　相あい原はらはゆっくりと半身を起こした。

　内臓がこぼれ落ちるかと思った。でもまだ大丈夫だろう。

「み、道みち真ざね。無茶しないでください……」

「一時間以内に病院に行けば助かる。それまでにケリをつければいいんだ」

「ケリをつけると言っても……どうやって」

「裏世界最高の暗殺者に不可能なことはない」

　それでも灯あか理りは不安そうにしていた。

　しかし月つき影かげが失敗した任務は「久く世ぜ灯あか理り暗殺依頼」のみである。それ以外はどんな苦境に立たされても必ず遂行してきた。今回も普段のようにやれば問題はない。

　相あい原はらは灯あか理りの耳元で今後の方針を囁ささやいた。

　彼女は驚いたように目を丸くした。しかしすぐに破顔して答えてくれた。

「──わかりました。私もあなたと同じように頑張ります」

「無理はするなよ」

「いえ。無理なんかじゃありません」

　灯あか理りがぎゅっと抱きついてくる。

　冷えた身体を彼女の温ぬくもりが癒いやしてくれる。

「以前……私とあなたは分かり合えないという話をしましたよね」

「ああ。そういえばしたような……」

「あなたは私の気持ちがわかったんじゃないですか？　今回の斎さい藤とうさんの事件は完全に道みち真ざねが原因です。私がこんな傷を負ったのも道みち真ざねのせいなんですよ」

　心に刃物を突き立てられたような気分だった。

　罪悪感で死にたくなってきた。

　そうして気づく──これこそ最大標的が日常的に抱いていた気持ちなのである。

「最悪だな。本当に申し訳ないと思っている」

「許してあげます。私は道みち真ざねのことを少しも恨んでいません。だって私も同じ迷惑をかけていましたから。そして──私はあなたの気持ちもわかってあげたいと思っています」

「……そうか」

「はい。だから何も心配はいりませんよ」

　瓦が礫れきが完全に破壊された。斎さい藤とうが近づいてくる気配がする。

　不意に車のほうから足音が聞こえた。





◆






〝死し屍し会かい〟は横よこ山やま時とき平ひらの身体を使って実験をした。やつらは裏世界の頂点に立つための研究に熱心だった。たとえそれがどんな非道なものであっても躊ちゆう躇ちよはしなかった──しかし斎さい藤とう自身は心から感謝していた。おかげで月つき影かげに一いつ矢し報いることができるのだから。

　姑こ息そくな罠わなを抜けて工こう廠しようの外に出る。

　月つき影かげと最大標的は駐車場の端っこに座り込んでいた。

　無様なものだな──と斎さい藤とうはせせら笑う。

「オレから逃げるのは不可能だぜ。大人しくしてな」

　罠わなによって致命傷は負った。しかし月つき影かげを殺すだけの余裕は十分にあった。

　やつは闇の中にうずくまりながらこちらを睨にらんできた。

「……サイボーグとは驚いたな」

「そんなチャチなもんじゃない。俺は人を殺害するための兵器そのものだ」

　月つき影かげは「面白いな」と言って笑った。その顔が気に食わなかった。斎さい藤とうがこの世で唯一恐れていたものだ。あれを潰すためだけに生きてきた。

「本当に面白い。どうやったら死ぬのか教えてくれ」

「普通の人間よりも少し耐久性は高いな。並の刃物や銃弾じゃ効かねえよ」

　斎さい藤とうは適当に言いながら銃を取り出した。

　語るべきことは語り尽くした。後はあの憎き顔面を撃ち抜くだけだった。

　安全装置を外しながら月つき影かげに向かって最後の確認を投げかける。

「死ぬ前に何か言うことはあるか」

「灯あか理りの身は助けてやってくれ」

「殺すのはやめておこう。ヤクザに売れば金になるしな」

「そうか」

　月つき影かげは悲しそうな顔をして隣の久く世ぜ灯あか理りを見つめた。

　腸はらわたの煮えくりかえるような光景だった。

「──もう駄目だ。死んで詫わびろ」

　斎さい藤とうは銃口を月つき影かげのほうへと向けた。

　ぬくい夜風が吹き抜けていく。今こ宵よいは十六夜いざよい。美しい月のもとで死ねる幸福を嚙かみしめるがいい──そんなふうに考えながら引き金に指をかけたとき。

　ふと、月つき影かげが笑みを浮かべたような気がした。

「だそうだ灯あか理り。後は頼んだぞ」

　次の瞬間──

　全身を吹き飛ばすような衝撃が襲いかかった。

「がっ……え……っ!?」

　燃え上がるような刺激。いつの間にか斎さい藤とうは駐車場にひっくり返って藍色の星空を見上げていた。わけがわからなかった。痛みがじくじくと神経を侵していく。

　そうして気づいた──身体が穴だらけになっている。

　血がとめどなく溢あふれて地面を潤していく。

　並の刃物や銃弾ではない。致命傷だった。

「──道みち真ざねを死なせたりはしません」

　絶望的な気分で振り返る。

　工こう廠しようの入口付近。無骨なショットガンを構えた誰かが立っていた。





◆






「な……んだお前は……!?」

　斎さい藤とうが絶叫しながら地面の上をのたうち回っている。

　明らかにオーバーキル。弾丸は正確に敵の急所を抉えぐっていた。

　勝負はついたも同然だった。

「護衛対象が護衛を護まもるのも乙なものですね」

　ショットガンを構えた少女・久く世ぜ灯あか理りが笑みを浮かべた。傷が痛むのか呼吸をするだけで苦しそうだった。肩を切り裂かれた彼女に無理をさせてしまったなと相あい原はらは反省する。

　斎さい藤とうは目玉をぎょろぎょろと動かしながら周囲の状況を観察していた。

　そうして彼の視線が相あい原はらの隣でピタリと静止した。

　驚きよう愕がくに目を見開く。

「馬鹿な……お前は久く世ぜ灯あか理りじゃなかったのか……!?」

「そうだな。彼女は銃器を扱うことができないから仕方なく入れ替わってもらった」

　相あい原はらはそう言って隣にいる少女の頭にぽんと手を置いた。

　金色の長髪。しかしそれは念のためのカモフラージュとして被かぶせたウィッグにすぎない。

　その下に隠れているのは桃色の髪だった。

　探偵・高たか辻つじ翠すい花か。

「お前……桃色の旋せん風ぷうか……！」

「その通り！　油断させるために灯あか理り殿に化けていたんだ！」

　斎さい藤とうが喀かつ血けつしながら恨みがましい視線を向けてくる。

　敵の「他者の顔がわからない」というハンデを利用した作戦だった。彼女は最初から相あい原はらと一緒に戦場まで来ていたのである。そうしてショットガンを灯あか理りに持たせて入れ替わった。

　斎さい藤とうは〝月つき影かげ〟と〝最大標的〟の二人がいることを確認すれば必ず油断をする。

　その一瞬の隙を突いて引き金を引いたのだ。

「お……重いです」

　灯あか理りが銃を取り落として座り込んでしまった。

　彼女は趣味で銃器を集めている。

　日頃から（自殺の予習とはいえ）使い方を学んでおいたのも功を奏した。

　本当によくやってくれた──これは暗殺者一人では達成できなかった偉業に他ならない。

「最悪の気分ですね……人を殺すというのは。死にたくなります」

「そうだろう」

　相あい原はらは鷹おう揚ように頷うなずいた。

　すでに決着はついていた。

「卑ひ怯きようだろテメエ……！　一人で来いってメールしたのに……！」

「一人で来るわけがないだろう。俺たちはチームなんだぞ」

〝魔人〟のもとで働いていた頃では考えられなかっただろう。月つき影かげはいつだって単独行動。その高すぎる能力についてこられる人間がいなかったからだ。

　そういう点においても斎さい藤とう嗣つぐ仁ひとの虚を衝ついたといえよう。

　血まみれの改造人間はわなわなと震えながら相あい原はらを睥へい睨げいした。

「ふざけるな！　オレは！　お前を殺さなければ……生きていけないんだよ……！」

「生き方なんていくらでもあるさ。俺だって暗殺者以外に道はないと思っていた──だけど三年前に本物の灯あか理りと出会ってから、そして克こく礼れい館かんに来て影武者の灯あか理りと出会ってから考え方が変わった。この世は楽しいことで満ちているんだよ」

「…………」

　相あい原はらは高たか辻つじから手渡された拳銃を握りしめる。

　斎さい藤とうは愕がく然ぜんとした様子でうずくまっていた。自分に勝機がないことを悟ったのだろう──かといって逃げることもできずに血だまりに沈んでいた。その姿を哀れとは思わなかった。暗殺者〝月つき影かげ〟はいつでも無慈悲に標的を葬ほうむってきたからだ。

　雲くも居いから月光が差し込んでくる。

　灯あか理りが決意のこもった瞳で見つめてくる。

　相あい原はらはゆっくりと照準を合わせながら言った。

「──反省しろ。そうすれば手加減してやる」

「やめ──」

　月夜に銃声が轟とどろいた。

　男の断末魔は風に攫さらわれて静かに消えていった。











０　エピローグ






　六月に突入してしまった。

　春のうららかな日差しもだんだん初夏の熱を帯びてくる。

「──まずいな」

　久く世ぜ財閥が運営する私立病院の個室である。

　斎さい藤とう嗣つぐ仁ひととの戦いを終えた相あい原はらはベッドの上に座って窓の外を眺めていた。

　傷はほとんど治ってしまった。現役時代から「タフだなお前」と言われることが多く、銃弾で貫かれても数日後には普通に歩けるようになっていたし、こないだ車に乗り移り損ねて道路をゴロゴロ転がった後も大したダメージはなかった。あのとき灯あか理りは「異能で傷を治した」と言っていたがそれは噓うそで、実際は相あい原はらの回復力のなせる業だったのだ。

　とにもかくにも相あい原はらはもう問題なく動けるのである。

　それなのに医師は「様子を見ましょう」と言って退院を許してくれなかった。

「まずい。まずいぞ。このままでは授業についていけなくなってしまうではないか」

「最初からついていけてないので大丈夫ですよ」

　すぐ近くで林りん檎ごの皮を剝むいていた灯あか理りが呆あきれたように言った。

　彼女の怪け我がも快方に向かっている。顔を殴られたり肩を裂かれたりと散々な目に遭ったはずだが今ではケロリとしていた。さすがは死線を潜くぐり抜ぬけてきた最大標的である。

　灯あか理りはしばしばお見舞いと称して相あい原はらの病室を訪れた。

　彼女曰いわく「護衛が近くにいないと死んでしまいますからね」とのこと。しかし現時点で灯あか理りが襲撃される気配はないようだ。「月つき影かげが死し屍し会かいの下部組織を壊滅させた」という情報が裏世界に拡散しているため、犯罪グループも慎重になっているのかもしれなかった。

　相あい原はらは溜ため息いきを吐ついて言う。

「授業だけじゃないぞ。克こく礼れい館かんで過ごせる期間は三年しかないんだ。貴重な時間をこうして無機質な病室で浪費するのは我慢ならない」

「道みち真ざねならテストで赤点取りまくって留年しそうですね」

「留年！　その手があったか」

　灯あか理りは「やめてください冗談ですからっ」と言って皿を差し出してきた。

　皿の上に乗っているのは奇妙な形をした林りん檎ごらしき何かだった。

「なんだこれは」

「ウサギさんです」

　てっきりバケモノの一種かと思った。

　銃は使えるのに刃物を使うのは苦手らしい。

「美お味いしそうだな！」

「どうぞ。食べてください」

「ありがとう」

　バケモノ林りん檎ごをかじりながら相あい原はらは考える。あの夜以降──少しだけ生に対する考え方が変わったような気がする。今までは本物の月ばかりを追いかけていた。だが今となってはどうでもよかった。仲のいいクラスメートと平和な日々を送れるのならそれに越したことはない。

　斎さい藤とうだってそうなのだろう。彼は復ふく讐しゆうに目が眩くらんでそれ以外のことを見失っていた。

　少し周りを見てみれば些さ細さいな幸福は転がっているはずなのに──憎ぞう悪おばかりを増幅させて暴挙に出てしまった。まあ考え方は人それぞれなのでこれ以上文句をつけるのはやめておく。

　斎さい藤とうは死んだわけではない。久く世ぜ財閥の息がかかった組織に拘束されているという。あれだけの傷を負ってなお息を吹き返すなど馬鹿げた生命力だった。しかし相あい原はらにとっては喜ばしいことでもあった。何な故ぜなら唯一の友達だから。それに彼の能力は灯あか理りを護衛するうえでも役に立つだろうから。後で会いに行ってみようかな──そんなふうに相あい原はらは考えている。

「──ときに道みち真ざね。確認しておきたいことがあるのですが」

　灯あか理りが澄ましたような表情で口を開いた。

「あなたは私の姉である久く世ぜ灯あか理りを捜していたんですよね」

「そうだな」

「では……無理に私の護衛をしなくてもいいと思うのですが」

　だって私は偽にせ物ものなのですから。そう言いたげだった。

　それは結論の出た話だった。

　しかし灯あか理りにとっては落ち着いた場所でもう一度確認しなければ気が済まない問題だったのかもしれない。あの月夜の出来事が夢か幻のように思えてならないのかもしれない。

　無理もないことだった──あのときはお互いに死にかけだったから。

　相あい原はらは林りん檎ごに爪つま楊よう枝じを刺しながら言った。

「護衛を辞めさせられたら克こく礼れい館かんを退学になる。そんなことは防がなければならない」

「あなたは前向きでいいですね。てっきり『俺には普通の学校生活を送る資格がない』って言い出すかと思って心配していたのですが」

「灯あか理りが許してくれたからな。きみもこれからは自分の好きなように生きるといい」

　あの夜。

　相あい原はらと灯あか理りは罪を許し合うことで新しい一歩を踏み出した。

　さらにお互いがお互いの立場に立つことで少しだけ分かり合うこともできた。相あい原はらは自分のせいで他人が傷つく痛みを──灯あか理りは自分の手で他人を傷つける痛みを──それぞれ思い知ることで歩み寄ることもできた。

「今の俺には過去の因縁やしがらみなんてどうでもいい。きみは平穏無事な〝普通の生活〟の要かなめなんだ。一緒に青春を謳おう歌かしようではないか」

「確かに私がいないと道みち真ざねは路頭に迷ってしまいますからね」

「ああ。これからもよろしく頼むよ──月つき佳か」

　時が止まったように灯あか理りは口を噤つぐんだ。

　しかしすぐに目を泳がせて慌て始める。

「ば……馬鹿ですか！　阿あ呆ほうなんですか！　そんな名前で呼ばないでください……誰が聞いているかもわからないんですよ。廊下で聞き耳を立てている人がいるかもしれないんですよ」

「すまん。これは迂う闊かつだった」

　そこで相あい原はらはふと疑問に思う。

「……灯あか理りが月つき佳かだとバレて問題があるのか？」

「ありますよ。だって……今まで死んでいった人たちに申し訳ありません」

「それはどういう理屈なんだ」

「誰もが久く世ぜ財閥の利益を守るために命を尽くしてきました。いまさら私が『灯あか理りじゃない』なんて公言することはできません。彼らの思いは浮かばれませんし……もしこれが露見するようなら久く世ぜ財閥は苦境に立たされて潰れてしまうでしょう。べつに今の地位が惜しいわけではありませんよ。そうなると困る方がたくさんいるのです。それに裏世界の勢力図も一変するって聞きました。たくさんの血が流れることになるでしょうから……だから私は死ぬまで久く世ぜ灯あか理りを演じ続けなければならないのです」

　やはりこの少女はどこまでも他人のことを思いやっているのだろう。

　危なっかしい。しかし誠実な思想だなと相あい原はらは思う。

「──わかった。ではバレないように尽力するとしよう」

「はい。だから私のことは『灯あか理り』と呼ぶように」

「承知した」

「でも……別の名前で呼ぶのなら、」

　灯あか理りは何な故ぜかもじもじしながら口を開いた。

「ほんとうの名前で呼ぶのなら……他に人がいないときにするのがよろしいかと思います。たとえばそうですね……二人だけのときとか」

「いや遠慮しておこう」

「は」

「小さな油断が命取りとなることもあるからな」

「わかりました。急に死にたくなったので窓から飛び降りてもいいでしょうか」

　相あい原はらは即座に灯あか理りの腕を引っ張って止めた。

　灯あか理りは「止めてくれてありがとうございます」と言って相あい原はらの手を押しのける。未いまだに自殺癖は治らないらしい。三つ子の魂百までというから永遠に治らないのかもしれなかった。

　彼女は相あい原はらのベッドに座って「はあ」と嘆息した。

「まったく。道みち真ざねと一緒にいると疲れます」

　相あい原はらは「そうか」と呟つぶやきながら彼女の隣に腰を下ろした。

「疲れるくらいがちょうどいいだろう。それが青春というものだ──と漫画で読んだ」

「相変わらずですね……でも」

　不意に服の裾をつかまれた。

　彼女は頰を染めながら控えめに見上げてくる。

「……そんな疲れる護衛と一緒にいるのも悪くないと思いました」

「それは護衛冥みよ利うりに尽きる」

「私はあなたを楽しませてあげます。だから……私を護まもってくださいね……？」




　こうして暗殺者は新しい居場所を手に入れた。月つき影かげの望みは仲のいいクラスメートと──久く世ぜ灯あか理りや護衛チームのみんなと一緒に〝普通の生活〟を送ること。今度こそ夢を叶かなえてみせようではないか。相あい原はらはそんなふうに決意を改めながら灯あか理りの横顔を見つめた。

「ああ。俺に任せておけ」

　そのときだった。

　不意に「月つき影かげぇ！」という呼び声が鼓膜を震わせた。

　廊下をドタドタと駆けてくる者の気配がある。

　病室の扉を突き破るような勢いで桃色の旋せん風ぷうが飛び込んできた。

「おい月つき影かげ！　殺害予告が届いたぞ！」

　探偵・高たか辻つじ翠すい花か。彼女も怪け我がは治ってしまった。ちなみに牧まき田たや乙おと坂さかも意識を取り戻して普通に学校に通っている。護衛チームは全員無事だったのだ。それにしても──

「今度は暴力団グループから果たし状だ！　入院なんかしている場合じゃないぞ！」

　相あい原はらと灯あか理りは思わず顔を見合わせた。

　望んでいなくても物騒な事件は次々と舞い込んでくるらしい。最大標的と一緒にいるのだから当然のことだった。そしてそれを華麗に解決していくのが護衛チームの仕事なのである。

　相あい原はらは立ち上がると護衛対象の顔を見下ろした。

「仕事らしい。一時的に退院するが問題ないよな？」

　高たか辻つじが「早くしろ早くしろ」と腕にしがみついてくる。

　これを見ていた最大標的・久く世ぜ灯あか理りは、少し不安そうに眉をひそめていたが、やがて希望に満みち溢あふれた眼まな差ざしをこちらに向けて言うのだった。

「……私を護まもってください。あなたなら大丈夫でしょうから」


（おわり）










あとがき






　初めまして、小こ林ばやし湖こ底ていと申します。

　本作はジャンル分けをすると「学園異能バトル」になるでしょう。……が、特殊な設定はなるべく削そぎ落とし、暗殺者と最大標的の交流に重きを置いてみました。二人が助け合いながら成長していく過程を見守っていただければと思います。




　謝辞です。

　イラスト担当の火ひノの様。たくさんのキャラクターを可か愛わいく鮮麗に描いてくださり感謝の念に堪えません。イラストを頂くごとに作品の世界観が鮮やかに広がっていく思いでした。

　編集担当の長なが堀ほり様、小お野の寺でら様。走り書き程度の草案段階からお世話になりました。こうして形にできたのもお二方のアドバイス等々のおかげです。今後ともよろしくお願い致します。

　その他、刊行・販売に携わっていただいた多くの皆様。お一人でも欠けていたら本作が世に出ることはなかったでしょう、ありがとうございました。

　そしてこの本をお手に取ってくださった読者の皆様、本当にありがとうございます。もしも気に入っていただけたのなら、二巻もお付き合いいただけますと幸いです。一巻でもお話は完結しておりますが、未回収の要素も大量にありますので。

　それではまた次回お会いしましょう。

　次は学園要素を多めにできたらいいなと考えております。


小こ林ばやし　湖こ底てい　






























護ご衛えいのメソッド




─最さい大だい標ひょう的てきの少しょう女じょと頂ちょう点てんの暗あん殺さつ者しゃ─








小こ林ばやし湖こ底てい
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